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࠙町  章ࠚ   

 

 

 

 

                           

町章ࡢいわࢀ 

      二宮町ࡢ二宮を図案化した࡛ࡢࡶ飛躍すࡿ町民ࡈ࡞ࡢや࡞࠿思いを 

      そࡢ翼࡜円ࡢ形ࡀ象徴し࡚いࡲすࠋ㸦昭和 33年４月制定㸧 

 

 

二 宮 町 町 民 憲 章   㸦昭和 53年７月制定㸧 

  わたࡃしたちࠊࡣ美しい自然࡟恵ࢀࡲたࠕ長寿ࡢ里ࠖ二宮ࡢ町民࡛あ࡟࡜ࡇࡿ

誇࡜ࡾ責任をࡾࡼࠊ࡚ࡗࡶ明ࡃࡿ豊࡞࠿町࡙ࡢࡾࡃた࡟ࡵ町民憲章を定ࡲࡵすࠋ 

○ 郷土を愛しࠊ自然をい࠿すࢀࡁい࡞二宮町をࡲࡾࡃࡘしࡻうࠋ 

○ ふࢀあいを深ࡤ࡜ࡇࠊࡵをࡅ࠿あうࡉわや࡞࠿二宮町をࡲࡾࡃࡘしࡻうࠋ 

 ࠋうࡻしࡲࡾࡃࡘい二宮町をࡼࡳ住ࡴࡃࡄࡣ良習をࠊࡾを守ࡾࡲࡁ ○

○ 幸せを願いࠊ健や࡞࠿明ࡿい二宮町をࡲࡾࡃࡘしࡻうࠋ 

○ 教養を高ࠊࡵ文化ࡿ࠾࠿ࡢ豊࡞࠿二宮町をࡲࡾࡃࡘしࡻうࠋ 

 

 

࠙町ࡢ木・町ࡢ花・町ࡢ鳥ࠚ   

 

 

 

 

 

                      

            

町の木䛄䛴ば䛝䛅 

古く䛛ら武士や高貴䛺身分

の人々䛻䜑䛷ら䜜䚸品種䜒

多く䛥䛧木䛺䛹䛷簡単䛻ふや

せ䜎す䚹町の中䛻䜒多く親䛧

䜏の深い木䛷す䚹 

䠄昭和 48ᖺ８月制定䠅 

町の花䛄䜹ンナ䛅 

明治の末䛻渡来䛧䛯花䛷䚸

生命力䛜強く䚸赤や黄䛸色䜒

あ䛦や䛛䛷す䚹他の花の少

䛺く䛺䛳䛯頃䛻咲䛝䛰䛧䛶町

の中を明䜛く䛧䜎す䚹 

䠄昭和 48ᖺ８月制定䠅 

町の鳥䛄ヤマ䜺ラ䛅 

常緑広葉樹林を好䜏䚸人懐䛳

こく親䛧䜏やすい鳥䛷䚸町䛜

目指す自然豊䛛䛺心のふ䜛䛥

䛸䛂里山䛃のシンボル䛻ふ䛥わ

䛧く䚸広く町民䛻親䛧䜎䜜䜛鳥

䛷す䚹䠄ᖹ成 23ᖺ１月制定䠅 



二宮町教育大綱 

 

■ 大綱策定の趣旨 

  ᖹ成 26ᖺ㸴月ࠕ࡟地方教育行政ࡢ組織及ࡧ運営࡟関ࡿࡍ法ᚊ㸦以ୗࠕࠊ法ᚊࠖ࡜

言うࠋ㸧ࠖ ᖹ成ࠊࢀ改正さࡀ一部ࡢ 27 ᖺ㸲月ࡽ࠿新た࡞教育委員会制度ࡀスタ࣮ࢺ

ࠊࡘࡘࡋ性࣭安定性を確保⥆⥅ࠊ政治的中立性ࡢ教育ࠊࡣ目的ࡢ制度ࡢこࠋたࡋࡲࡋ

地方教育行政࠾࡟けࡿ責任ࡢ明確化ࠊ迅㏿࡞危機管理体制ࡢ構築ࠊ首長ࡢ࡜連携を

強化ࡿࡍこ࡛࡜あࠊࡾこࡽࢀを実現させࡿたࡢࡵ方策ࡢ一ࠊ࡚ࡋ࡜ࡘ地方公共団体

施策࡞総合的ࡿࡍ関࡟振興ࡢ文化ࡧ学術及ࠊ教育ࡢ当該地方公共団体ࠕࡿࡼ࡟長ࡢ

 ࠋたࡋࡲࢀࡽ位置付けࡀ策定ࡢ大綱ࠖࡢ

  二宮⏫ࡢ教育ࠊࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ࡟⏫総合計⏬࡟基࡙ࠕࡁ二宮⏫教育委員会基本方針ࠖ

を定ࡵ具体的ྲྀ࡞組ࡳを行࡚ࡗい࡜ࡿこࠊࡀࡍ࡛ࢁ法ᚊࡢ改正をཷけࠕࠊ大綱 ࡋࠖ࡜

࡚教育࠾࡟けࡢ⏫ࡿ方向性をわࡾ࠿やࡍく示ࡍこࠊ࡛࡜こࡢ明確࡞目標ࠊ࡜ࡶࡢ⏫

長࡜教育委員会ࡀ今࡛ࡲ以ୖ࡟連携ࡋ教育ࡢ推進࡟携わࡿこࠋࡍࡲࡾ࡞࡜࡜ 

子ࡽ࠿ࡶ࡝大人ࡀ࡛ࡲ生涯を通࡚ࡌ共࡟学ࠊࡧ共࡟成長࡛ࡲࡿࡁちをࡘくࡿたࡵ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿࡵ二宮⏫教育大綱ࠖを定ࠕ࡚ࡋ࡜指針ࡢそࠊ࡟

 

■ 大綱の期間 

  ᖹ成 31ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 34ᖺ度ࡢ㸲ᖺ間ࠋࡍࡲࡋ࡜※ 

  こࠊࡣࢀ第㸳次二宮⏫総合計⏬ᚋ期基本計⏬ࡢ計⏬期間࡟連動ࠊࡋ見直ࡁ࡛ࡀࡋ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍう設定ࡼࡿ

 

ᖹ成ࠊࡋ࡜ᖹ成ࠖࠕ便宜ୖ元号表記をࠊ伴い࡟元号改正ࠖࠕ※    31ᖺ 5月以降ࠊࡣ新元号࡟読ࡳ替えࠋࡍࡲ 

 

■ 大綱の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

町民一人ࡾ࡜ࡦのࠕまち࡙くࡾの力 ࡟共ࠕした࠿地域の力ࠖを活ࠕࠊࠖ

学ࡧ共࡟育ࡘ教育ࠖを推進します 

 



 

 

■ 大綱の基本方針 

 

 㸯 人権を尊重し合う心を育ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴ自ࡽ考え生ࡿࡁ力を育࡚ますࠋ 

 

⚫ 一人ࡢࡾ࡜ࡦ人権を尊㔜ࠊࡋ豊࡞࠿人間性࡜社会性を育ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴ自他ࡢ

生命を大切ࡿࡍ࡟教育を進ࠋࡍࡲࡵ 

⚫ 子ࡶ࡝たち一人ࡢࡾ࡜ࡦ発達段階࡟合せた確࡞࠿学力ࠊ࡜健や࡞࠿体力を養

いࠋࡍࡲ 

⚫ 地球的࡞視㔝࡛自ࡽ考え主体的࡟行動࡛ࠊࡿࡁ世界࡟羽ࡤたく人材を育࡚ࡲ

 ࠋࡍ

 

 㸰 落ち着いた学習環境࡜未来を見据えた教育環境࡙くࡾを進ࡵますࠋ 

 

⚫ 新ࡋい時代࡟相応ࡋい能力を身ࡘ࡟けࡼࡿࢀࡽうࠊ児童生徒ࡾࡼࡢ良い学習

環境࡙くࡾྲྀ࡟ࡾ組ࠋࡍࡲࡳ 

⚫ 地域社会ࠊ࡟ࡶ࡜࡜子ࡶ࡝たちࡀ安全࣭安心࡛快適࡟学べࡿ教育環境࡙くࡾ

 ࠋࡍࡲࡳ組ࡾྲྀ࡟

⚫ 子ࡶ࡝たちࡢ明ࡿい将来を見据えࠊ教育施設ࡢあࡾ方ࡘ࡟い࡚検討を進ࡲࡵ

 ࠋࡍ

 

 㸱 町民ࡀ主人公ࠊࡿ࡞࡜文化やスポーツ࡝࡞生涯学習の振興を進ࡵますࠋ 

 

⚫ 活力あࡿ地域コミュニ࡙࢕ࢸくࡢࡾたࠊࡵ生涯学習や生涯スポ࣮ツࡢ機会ࡢ

充実࡟努ࠋࡍࡲࡵ 

⚫ 生涯学習センタ࣮㸦ラ࢔࢕ࢹン㸧や図書館࡝࡞社会教育施設ࡢ充実࡟努ࡲࡵ

 ࠋࡍ

 

 

㸦ᖹ成㸰㸵ᖺ㸯㸮月制定㸧 

㸦ᖹ成㸱㸯ᖺ 㸰月改定㸧 



 

 

 

第１章 町勢の概要 
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㸯 ஧宮町ࡢ概要 

 

㸯 位置࡜自然条件 

  ஧宮町ࠊࡣ神奈川県ࡢ西南部࡟位置ࠊࡋ東京ࡢࡽ࠿距離ࡣ約 70km࡛ࠋࡍ東ࡣ大磯町ࠊ໭ࡣ丹

沢連峰ࢆ背࡟中井町ࠊ西ࡣ中村川ࡣࢆさ࡛ࢇ小田原市ࠊ南ࠕࡣ相模湾ࠖ࡟面࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

  町ࡢ形状୕ࡑࡼ࠾࠾ࡣ角形࡛ࠊ中央部ࢆ㸰級河川ࡢ葛川ࡀ流࡚ࢀいࠋࡍࡲ南部ࡣ東西ࡢ幅

3.3kmࠊ໭࡟進࡚ࡗࡀࡓࡋ࡟ࡴ狭ࠊࡾ࡞ࡃ南໭ࡣ 3.8kmࠊ総面積ࡣ 9.08ｋ㎡࡛ࠋࡍ 

  町ࡢ東西ࡣ࡟東海道ᮏ線ࠊ東海道新ᖿ線ࠊ国道㸯号線ࠊ西湘ࣂイࣃスࠊ小田原厚木道路ࠊ南໭

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀ供さ࡟利便ࡢ住民ࡋ連結࡜町道ࢀࡒࢀࡑࠊࡾ走ࡀ県道秦野஧宮線ࡣ࡟

  気候ࡣ温暖࡛ࠊ豊࡞࠿自然࡜新鮮࡞海ࡢᖾ山ࡢᖾ࡟加えࠊ純朴࡞風土ࡋࡽࡤࡍ࡜い生活環境࡛

 ࠋࡍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰 町ࡢ地区別地ᅗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 地区ྡ Ｎo 地区ྡ 

㸯 一色 㸰 緑ࡀ丘 

㸱 百合ࡀ丘㸯 㸲 百合ࡀ丘㸰 

㸳 百合ࡀ丘㸱 㸴 中里 

㸵 元町໭ 㸶 元町南 

㸷 富士見ࡀ丘㸯 10 富士見ࡀ丘㸰 

11 富士見ࡀ丘㸱 12 松根 

13 ୖ町 14 中町 

15 ୗ町 16 梅沢 

17 越地 18 茶屋 

19 釜野 20 川匂 
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㸱 歴 史 

  ஧宮町ࠊࡣ㸲世紀中頃ࠊࡣ࡟師
ࡋ

長
ࡀ࡞

国࡟属ࠕࡿࡍ霜
ࡶࡋ

見
ࡳ

ࡋ一山村࡛ࡢ東国ࡓࢀࡤいう地ྡ࡛࿧࡜ࠖ

相ࡣ師長国ࠊ࡜ࡿࢀࡽࢀ入ࡾ࡜ࡀ制ࡢ里ࠊ郡ࠊ改新㸦㸴㸲㸳年㸧࡛国ࡢ大໬ࠋࡓ
さࡀ

武
ࡳ

国࡜合併ࠊࡋ

相模
さ ࡀ ࡳ

国ࠊࡾ࡞࡜こࡢ地ࠊࡣ相模国余
ࢁࡼ

綾
ࡂ

郡霜見郷ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜相模国ࡢ成立࡟関わࡿ஦情ࠊࡀ今

日࡟伝わࠕࡿ国府
こ う ࡢ

祭
ࡕࡲ

級津彦ࠊ頃ࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ見࡟神஦ࡢ式座問答ࠖྂࠕࡢ࡛ࠖ
ࡢひこࡘ࡞ࡋ

࿨
࡜こࡳ

川勾ࡿࡘࡲࢆ࡝࡞
࠿ わ わ

神社ࠊࡀ寒川神社ࡢ相模国ࠕ一ࡢ宮ࠖ࡟対ࠕࡋ஧ࡢ宮ࠖ࡜称さࠊࢀ地域ࡢ

鎮守࡚ࡋ࡜多ࡢࡃ人々ࡽ࠿信仰さࠋࡓࡋࡲࢀこࡢ頃ࡽ࠿霜見ࡶ含࡚ࡵこࡢ地方ࠕࡀ஧宮ࠖ࡜࿧ࡤ

 ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟うࡼࡿࢀ

 

  江戸時代࡟入ࡣࡵࡌࡣ࡜ࡿ幕府ࡢ直轄地㸦天領㸧ࠊ࡚ࡗ࡞࡜一色ࠊ中里ࠊ஧宮ࠊ塩見㸦江戸時

代ᮎ期࡟஧宮村࡟併合㸧ࠊ梅沢㸦後࡟山西村ࡿ࡞࡜㸧ࠊ川匂ࡢ㸴࠿村ࡿࡼ࡟村制ࡀ施行さࠋࡓࡋࡲࢀ

こࡢ村々ࠊࡣ幕府ࠊ大ྡࠊ旗ᮏࡢ࡝࡞領地ࠋࡓࡋࡲࡋࡾࡓࡗ࡞࡟東海道࡟宿駅制ࡀ定ࠊ࡜ࡿࢀࡽࡵ

中࡛ࡶ梅沢地区ࠊࡣ東海道ࡢ大磯宿࡜小田原宿ࡢ中間࡟位置ࠕࡿࡍ間
あい

ࢆ松屋ᮏ陣ࠊ࡚ࡋ࡜宿ࠖࡢ

 ࠋࡓࡋࡲ賑わい࡟大いࡾࡲ集ࡀ࡝࡞茶屋ࡓࡋ࡜ࡵࡌࡣ

 

  明治時代ࠊ࡜ࡿ࡞࡟廃藩置県㸦明治㸲年ࠊ㸯㸶㸵㸯年㸧ࡾࡼ࡟こࡢ地ࠊࡣ足柄県淘
ゆࡿ

綾
ࡂ

郡࡟属ࠊࡋ

さྠ࡟ࡽ㸷年࡟神奈川県࡟編入さྠࠋࡓࡋࡲࢀ㸰㸰年ࡣ࡟市町村制ࡀ施行さࠊࢀ㸳࠿村ࡀ合併ࡋ

࡚吾妻村ࡀ誕生ྠࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡋ年࡟東海道ᮏ線ࡀ開通ྠࠊࡋ㸱㸳年஧宮駅ࡀ開設さ࡝࡞ࡿࢀ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ発展࡚ࡋ࡜要所ࡢ物資࡜人ࠊ࡚ࡋ

 

  昭和㸯㸮年㸦㸯㸷㸱㸳年㸧㸯㸯月ࠊ町制ࡢ施行࡛஧宮町ྠࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜㸲㸮年代ࠊࡣࡽ࠿気

候温暖࡛山࡜海࡟ᅖ࡞࠿ࡽࡔ࡞ࡓࢀࡲ丘陵ࡀ住宅地࡚ࡋ࡜人気ࢆ集ࠊࡵ宅地ࡢ造成ࡶ急㏿࡟進ࡵ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ増加ࡀ年々人ཱྀࠊࢀࡽ

 

  こ࡟ࢀ対応ࠊࡵࡓࡿࡍ昭和㸳㸵年ࡣ࡟஧宮駅舎ࡀ改良さࠊࢀ町ࡢ玄関ࡀ一新ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ町

内ࡢ道路ࠊ公園ࠊ体育館ࠊ生涯学習センター࡝࡞公共施設ࡢ建設ࡀ進ࠋࡓࡋࡲࡁ࡚ࢀࡽࡵさࠊ࡟ࡽ

公共ୗ水道ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ生活基盤ࡢ整備ࡶ進ࡼࡾࡼࠊࡾ࠾࡚ࡵい住環境ࡢ実現ࡵࡓࡢ新ࡋいࡲ

ࠊ気候࡞࠿やࡔ࠾ࠊࡣ஧宮町ࡓࡗ村࡛あ࡞࠿࡝ࡢいう࡜半農半漁ࡢ町制施行時ࠊࡋ推進ࢆࡾࡃ࡙ࡕ

風土ࡀあいࠊ࡚ࡗࡲ住ࡼࡳい湘南ࡢ住宅地࡚ࡋ࡜発展ࡽࡀ࡞ࡋ今日࡟至࡚ࡗいࠋࡍࡲ 



世帯数 増加率 総数 増加率 男 女
世帯 ％　 人 ％ 人 人 人 人 人/０㎡

明治30ᖺ 770 - 5,432 - 2,687 2,745 97.9 7.05 606

※35ᖺ 820 6.49 6,172 13.62 3,052 3,120 97.8 7.53 689

※40ᖺ 864 5.37 6,644 7.65 3,392 3,252 104.3 7.69 742

※大正元ᖺ 937 8.45 6,944 4.52 3,542 3,402 104.1 7.41 775

※5ᖺ 1,065 13.66 7,375 6.21 3,726 3,649 102.1 6.92 823

14ᖺ 1,442 35.40 7,679 4.12 3,952 3,727 106.0 5.33 857

昭和5ᖺ 1,504 4.30 7,960 3.66 4,066 3,894 104.4 5.29 888

10ᖺ 1,594 5.98 8,248 3.62 4,111 4,137 99.4 5.17 921

15ᖺ 1,655 3.83 8,711 5.61 4,410 4,301 102.5 5.26 972

20ᖺ 2,481 49.91 12,264 40.79 5,789 6,475 89.4 4.94 1,369

25ᖺ 2,476 -0.20 12,679 3.38 6,219 6,460 96.3 5.12 1,415

30ᖺ 2,640 6.62 13,210 4.19 6,564 6,646 98.8 5.00 1,474

35ᖺ 2,884 9.24 13,607 3.01 6,654 6,953 95.7 4.72 1,519

40ᖺ 3,497 21.26 15,246 12.05 7,578 7,668 98.8 4.36 1,702

45ᖺ 5,623 60.79 21,650 42.00 10,707 10,943 97.8 3.85 2,416

50ᖺ 6,692 19.01 24,859 14.82 12,363 12,496 98.9 3.71 2,774

55ᖺ 7,660 14.47 27,221 9.50 13,419 13,802 97.2 3.55 3,038

60ᖺ 8,442 10.21 28,936 6.30 14,252 14,684 97.1 3.43 3,230

ᖹ成2ᖺ 9,085 7.62 29,415 1.66 14,406 15,009 96.0 3.24 3,283

7ᖺ 10,103 11.21 30,576 3.95 15,053 15,523 97.0 3.03 3,367

12ᖺ 10,927 0.61 30,802 -0.98 15,113 15,689 96.3 2.82 3,392

17ᖺ 11,052 0.24 30,247 -0.62 14,664 15,583 94.1 2.74 3,331

22ᖺ 11,338 -0.20 29,522 -0.41 14,333 15,189 94.4 2.60 3,251

※23ᖺ 11,413 0.66 29,382 -0.47 14,259 15,123 94.3 2.57 3,236

※24ᖺ 11,486 0.64 29,305 -0.26 14,224 15,081 94.3 2.55 3,227

※25ᖺ 11,506 0.17 29,036 -0.92 14,079 14,957 94.1 2.52 3,198

※26ᖺ 11,507 0.01 28,767 -0.93 13,907 14,860 93.6 2.50 3,168

27ᖺ 11,183 -2.82 28,378 -1.35 13,647 14,731 92.6 2.54 3,125

※28ᖺ 11,292 0.97 28,244 -0.47 13,577 14,667 92.6 2.50 3,111

※29ᖺ 11,306 0.12 28,010 -0.83 13,480 14,530 92.8 2.48 3.085

※30ᖺ 11,381 0.66 27,919 -0.32 13,450 14,469 93.0 2.45 3.075

※令和元ᖺ 11,436 0.48 27,744 -0.63 13,372 14,372 93.0 2.43 3.056

 資料：国勢調査結果㸦各ᖺ㸯㸮月㸯日現在㸧 ( ※ (ࡿ神奈川県人口統計調査によࡣ

㸰　二宮町ࡢ人口と世帯ࡢ推移
　　項目
　
ᖺ別

世帯 人口
女100
とした
男ࡢ数

㸯世帯
当たࡾ
人員ࡢ

人口密度
㸦㸯０㎡
当たࡾ㸧
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　　　　　３　二宮町の人口推移グラフ

国勢調査結果㸦各年10月１日現在㸧

人

このころⅺら

富士見ⅻ丘団
地
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12,500
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17,500
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22,500

25,000

27,500

30,000

32,500

総数

男

女

昭和49ᖺ

䛣䛾䛣ろ䛛䜙
富士見䛜丘団地

県営中里団地
入居䛿じまる

昭和55ᖺ
二宮西中学校開校

昭和52ᖺ
山西小学校開校

ᖹ成５ᖺ
䛣䛾䛣ろ䛛䜙

緑䛜丘団地
入居䛿じまる

日鉱団地
入居䛿じまる

二宮町
町制䛿じまる

戦災䛻䜘る疎開や
戦後䛾農村移住、
引䛝上䛢復員䛺䛹

二宮小学校改称
二宮中学校開校

昭和40ᖺ
一色小学校開校

昭和41ᖺ
䛣䛾䛣ろ䛛䜙

百合䛜丘団地
入居䛿じまる

人
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　人口ࣆラミッド

※䚷男女別及び男女合計䛾総人口䛻䛿䚸人口ピラミッド䛻含䜎れ䛺い年齢不詳䛾方々も含䜏䜎す䚹

㸦ᖺ齢別人口統計調査結果　ᖹ成3１ᖺ1月1日現在　総人口27897人㸧

４　ᖺ齢別人口構成グラࣇ
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㸯 ஧宮町ࡢ教育ࡢあゆࡳ 

 

明治 5ᖺ(1872) ࠕ学制ࠖ発ᕸࠋ஧宮町ࠊࡣ当時ࠊ஧宮村࣭中里村୍࣭色村࣭山西村࣭ᕝ匂村 

足柄県淘綾郡ࠊࢀ࠿分࡟村࠿㸳ࡢ  ࡍ属࡟内ࡢ村࠿16

明治 6ᖺ(1873) 㸴᭶ࠊ現在ࡢ஧宮ᑠ学校ࠕࡀ第୍大学区第஧ඵ中学区第୍஧භ番ᑠ学思文館஧ 

宮校ࠖ࡜称ࡋ知足寺࡟開校㸦஧宮村࣭中里村୍࣭色村୍部ࡢ生ᚐࡀ入学㸧 

㸵᭶ࠕࠊ思文館西支校ࠖを宝蔵寺࡟開校㸦山西村࣭ᕝ匂村ࡢ生ᚐࡀ入学㸧 

明治 7ᖺ(1874) 㸷᭶ࠊ思文館஧宮校ࡀ手狭ࠊࡾ࡞࡟஧宮村大應寺࡟移ࡋ開校 

明治 9ᖺ(1876) 足柄県ࡀ神奈ᕝ県࡟合併ࠋ思文館஧宮校ࡀ淘綾郡஧宮村ࠕ第百廿番ᑠ学஧宮学 

校  ࡛ࡲ満㸴ᖺ～14ᖺࠋࡿ࡞࡜第百十七番ᑠ学山西学校ࠖࠕࡀ西支校ࠊࠖ

明治11ᖺ(1878) ஧宮学校࡜山西学校ࡀ合併ࠊࡋ஧宮村字内原㸦現在ࡢ஧宮ᑠ学校ࡢ地㸧࡟校舎 

を新築ࠕࠊࡋ஧宮ᑠ学校ࠖ࡜称ࠋࡍ㸦஧宮ࡢ学校教育ࡢ第୍歩始ࡿࡲ㸧 

明治12ᖺ(1879) ࠕ学制ࠖを廃ࠕࡋ教育௧ࠖをබᕸࠋ就学ᖺ齢を短縮࡚ࡋ学齢期間中最ప16࠿ 

᭶ࠋࡿࡍ࡜学校ࡢ設立を町村࡟任ࠕࡏ学務委員ࠖを設置ࠋ஧宮ᑠ学校ࠕࡣබ 

立஧宮ᑠ学校ࠖ࡜改称 

明治13ᖺ(1880) ࠕ改ṇ教育௧ࠖබᕸࠋᑠ学校ࡢ就学義務ࡀ再び強໬さࠊࢀ最ప㸱࠿ᖺ就学ࠊࡋ 

毎ᖺ16㐌௨ୖࡢ出席ࡀ必要ࡿ࡞࡜ 

明治19ᖺ(1886) ࠕᑠ学校௧ࠖබᕸࠋ初࡚ࡵ義務教育ᖺ限ࡀᑠ学校ᑜ常㸲࠿ᖺࡿ࡞࡜ 

明治22ᖺ(1889) 町村制施行࡟伴いࠊ஧宮村࣭中里村୍࣭色村࣭山西村࣭ᕝ匂村ࡀ合併ࠊ࡚ࡋ 

 ࡿ࡞࡜淘綾郡吾妻村ࠖࠕ

明治23ᖺ(1890) ࠕ吾妻村立ᑜ常୍色ᑠ学校୍ࠖࡀ色村字中南㸦現୍色බ民館ࡢ地㸧࡟開校ࠊ 

୍色地区ࡢ全生ᚐࠊࡣ஭ࣀ口ᑠ学校ࡽ࠿ᑜ常୍色ᑠ学校へࡢ就学ࡿ࡞࡜ 

 教育勅語ࠖ発ᕸࠕ

明治28ᖺ(1895) ஧宮ᑠ学校ࡀ現在地࡟校舎を新築ࠕࠊࡋᑜ常吾妻ᑠ学校 運動場ࠕࠋ改称ࠖ࡜ 㸦ࠖ校

庭㸧ࡀ整備さࠊࢀ戦勝グ念࡚ࡋ࡜各ᑠ学校࡟樟樹ࡢ種子࣭苗木を配ᕸ 

明治29ᖺ(1896) 吾妻ᑠ学校࡟修業ᖺ限㸲ᖺࡢ高等科を併置ࠕࡋᑜ常高等吾妻ᑠ学校ࠖ࡜改称 

大ఫ郡࡜淘綾郡ࡀ合併ࠕ࡚ࡋ中郡ࠖࡿ࡞࡜ 

明治33ᖺ(1900) ࠕᑠ学校௧ࠖ改ṇࠋ義務教育ᖺ限ࡀ㸲࠿ᖺ࡟統୍さࠊࢀ授業料ࡣᚩ収࡞ࡋい 

明治35ᖺ(1902) 東海道線ࠕ஧宮駅ࠖ開業 

明治40ᖺ(1907) ࠕᑠ学校௧ࠖ改ṇࠋ義務教育ᖺ限ࡀ㸴࠿ᖺࠋࡿ࡞࡜ᑜ常科㸴ᖺࠊ高等科㸰ᖺ 

明治44ᖺ(1911) 実業࡟ᚑ஦ࡿࡍ児童ࡢ技能教育ࡢたࡵ吾妻ᑠ学校࡟実業補習学校をࠕ附設ࠖ 

大ṇ 3ᖺ(1914) 吾妻村立ᑜ常୍色ᑠ学校ࡀ吾妻ᑠ学校࡟統合さࠕࠊࢀᑜ常高等吾妻ᑠ学校୍色 

分教場ࠖࠊࡾ࡞࡜ᑜ常㸲ᖺ生࡛ࡲ就学ࠊࡋ㸳ᖺ生ࡽ࠿吾妻ᑠ学校࡛授業 

大ṇ 4ᖺ(1915) 児童数ࡢ増加ࡾࡼ࡟吾妻ᑠ学校ࡀ஧階建࡚新校舎増改築 

大ṇ 6ᖺ(1917) 吾妻ᑠ学校ࡢ運動場改修整備ࠊ南側࡟石造ࡢࡾṇ門建設 

大ṇ 9ᖺ(1920) 吾妻ᑠ学校本館西側࡟஧階建࡚㸯棟㸴教室を増築 

勤労青少ᖺ教育機関࡚ࡋ࡜吾妻ᑠ学校ࠕ࡟実業補習学校ࠖࠕࡀ併設 本科修ࠋࠖ
業ᖺ限を㸰࠿ᖺࡽ࠿㸲࠿ᖺ࡟延長୍ࠋ色分教場ࡶ࡟併設 

大ṇ11ᖺ(1922) 吾妻ᑠ学校本館東側࡟㸯棟㸰教室を増築 

大ṇ12ᖺ(1923) ࠕ吾妻ᑜ常高等ᑠ学校ࠖ࡜改称ࠋ  関東大震災発生୍ࡋ色分教場ࡀ全倒壊 

 

大ṇ13ᖺ(1924) ୍色分教場ࡀ新た࡟私᭷地を借用ࠊࡋ大字୍色字前⏣㸦୍色1036番地㸧࡟ 
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新築移転㸦こࡢ校舎ࡣ昭和29ᖺ㸯᭶࡛ࡲ使用㸧 

大ṇ15ᖺ(1925) ࠕ吾妻村立青ᖺ訓練所ࠖࡀ吾妻ᑠ学校併設実業補習学校࡟併置さࠊࢀ概1ࡡ㸴 

歳20ࡽ࠿歳迄ࡢ男子࡟㸲࠿ᖺࡢ普通教育や職業訓練࣭軍஦教練を行う 

昭和 6ᖺ(1931) 満ᕞ஦変起こࡿ 

昭和10ᖺ(1935) 町制施行ࡾࡼ࡟吾妻村ࠕࡀ஧宮町ࠖࡿ࡞࡜㸦11᭶㸱日㸧 

吾妻ᑜ常高等ᑠ学校ࠕࡀ஧宮町立஧宮ᑜ常高等ᑠ学校ࠖ࡜改称 

青ᖺ訓練所を廃Ṇࠕࠊࡋ஧宮町立青ᖺ学校ࠖ࡜改称 

昭和11ᖺ(1936) ஧宮ᑜ常高等ᑠ学校࡟஧宮ᑛᚨ銅像࡜報ᚨ訓碑を建立㸦銅像ࡣ昭和17ᖺ࡟ 

金属回収策ࡢたࡵ供出さࠊࢀ現在ࡢ石像ࡣ昭和26ᖺ建立さࢀた㸧 

昭和12ᖺ(1937) 日中戦争始ࡿࡲ 

昭和14ᖺ(1939) ࠕ青ᖺ学校௧ࠖ改ṇ12ࠊ歳19ࡽ࠿歳未満ࡢ男子ࡢ就学義務制を実施 

昭和16ᖺ(1941) ஧宮ᑜ常高等ᑠ学校をࠕ஧宮町立஧宮町国民学校ࠖ࡜改称 

太ᖹ洋戦争始ࡿࡲ㸦12᭶㸶日㸧 

昭和20ᖺ(1945) 太ᖹ洋戦争終結㸦㸶᭶15日㸧 

昭和21ᖺ(1946) ࠕ日本国憲法ࠖ発ᕸ 

昭和22ᖺ(1947) ࠕ教育ᇶ本法  学習指ᑟ要領㸦試案㸧刊行ࠋ学校教育法ࠖබᕸࠕࠊࠖ

新学制ࡾࡼ࡟ᑠ࣭中学校発足ࠋ義務教育ᖺ限㸷࠿ᖺࡿ࡞࡜ 

高等学校ࡣ昭和23ᖺࠊࡽ࠿大学ࡣ昭和24ᖺࡽ࠿実施㸦㸴࣭㸱࣭㸱࣭㸲制㸧 

஧宮町国民学校ࠕࡣ஧宮町立஧宮ᑠ学校ࠖ࡜改称 

校舎を借用ࡢ東側ࡢ஧宮ᑠ学校ࡣ第㸯࣭㸰学ᖺࠋ஧宮町立஧宮中学校ࠖ開校ࠕ

 委ク࡟国府村立国府中学校ࡣ第㸱学ᖺࠊࡋ

昭和23ᖺ(1948) ࠕ教育委員会法ࠖබᕸ 

஧宮中学校木造ᖹ屋第㸯࣭㸰棟校舎ࡀ現在地࡟相次ࡂ完成ࠋ㸰ᖺ生ࠊ㸯ᖺ生

 ࡍ出ࡳ踏࡜新教育へࠊࡋ順次移動࡜

昭和25ᖺ(1950) ࠕ心泉学園㸦஧宮町福祉施設㸧ࠖ  ࡿࡲ始ࢀ入ࡅ受ࡢ児童࣭生ᚐࡢ

 実施㸧ࡀ学校஬日制ࠖࠕࡳࡢᖺ度ࡢ発足㸦こࡀ社会教育委員会ࡁᇶ࡙࡟社会教育法ࠖࠕ

昭和26ᖺ(1951) 文部省 学習指ᑟ要領ࡢ改訂ࠋ第㸯回少ᖺ野球大会ࡀ開催 

஧宮ᑠ学校校歌制定࣭校舎新増改築㸦西側校舎㸧 

昭和27ᖺ(1952) 各ᕷ町村࡛ࠕ教育委員会ࠖを設置ࠋ஧宮町࡛ࡶ委員ࡢ選挙ࡀ行わࢀ発足 

昭和28ᖺ(1953) ஧宮中学校第㸱棟木造㸰階建࡚特別教室棟完成 

昭和29ᖺ(1954) ஧宮ᑠ学校୍色分校ࡢ校舎改築 

昭和31ᖺ(1956) ࠕ地方教育行ᨻࡢ組⧊及び運営࡟関ࡿࡍ法ᚊࠖࠊࡾࡼ࡟教育委員ࡢබ選制ࡀ 

廃Ṇさࠊࢀ地方බ共団体ࡢ長ࡀ議会ྠࡢ意を得࡚任命ࡿࡍ任命制ࡿ࡞࡟ 

昭和32ᖺ(1957) ஧宮中学校創立10周ᖺをグ念࡚ࡋ校歌制定 

昭和33ᖺ(1958) 文部省 学習指ᑟ要領ࡢ改訂 

஧宮町章制定ࠋ町営袖ࡀ浦࣮ࣝࣉ完成㸦࣮ࣝࣉ開ࡁ㸧 

஧宮町講堂兼බ民館完成㸦ྠ館を஧宮ᑠ学校ࡀ講堂兼体育館࡚ࡋ࡜使用㸧 

昭和34ᖺ(1959) ஧宮ᑠ学校࡟給食室完成㸦学校給食ࡢ始ࡾࡲ㸧 

昭和36ᖺ(1960) ஧宮中学校第㸯棟東側跡地࡟鉄筋㸱階建࡚校舎㸦現第㸰校舎㸧完成 

昭和37ᖺ(1962) ஧宮ᑠ学校࡟精神薄弱学級設置 

昭和38ᖺ(1963) ࠕ教科書無償措置法ࠖබᕸࠋ町බ民館࡟図書室開室 

昭和39ᖺ(1964) ஧宮中学校࣑ࣝク給食開始ࠋ国立ᑠ児病院஧宮分院࡟養護学級設置 
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昭和40ᖺ(1965) ஧宮ᑠ学校୍色分校を昇格ࠕࡋ஧宮町立୍色ᑠ学校ࠖ開校㸦㸳᭶㸯日㸧 

㸯～㸲ᖺ生ࡢ授業を行いࠊ㸳࣭㸴ᖺ生ࡣ஧宮ᑠ学校࡛授業を行う 

昭和41ᖺ(1966) ୍色ᑠ学校第㸯棟鉄筋㸱階建࡚校舎㸦現໭棟㸧完成 

昭和43ᖺ(1968) 文部省 学習指ᑟ要領ࡢ改訂 

஧宮中学校創立20周ᖺをグ念࡚ࡋ講堂兼体育館完成 

昭和44ᖺ(1969) ஧宮中学校第㸯࣭㸰棟西側跡地࡟鉄筋㸲階建࡚校舎㸦現第㸯校舎㸧完成 

昭和45ᖺ(1970) ୍色ᑠ学校第㸰棟鉄筋㸱階建࡚校舎㸦現南棟㸧校舎完成 

昭和46ᖺ(1971) ஧宮ᑠ学校木造校舎老朽໬࡟伴い鉄筋㸲階建࡚校舎改築㸯期工஦完了 

町立百合ࡀ丘保育園設立ࠋ条例を制定ࠕࠊࡋ文໬㈈保護委員会ࠖを設置 

昭和47ᖺ(1972) ஧宮ᑠ学校校舎改築㸰期工஦完了ࠋ町営百合ࡀ丘࣮ࣝࣉ開設 

஧宮町学校給食セン࣮ࢱ開設㸦㸷᭶㸧ࠊ㸰ᑠ学校ࡀ給食セン࣮ࢱ方式ࡿ࡞࡜ 

昭和48ᖺ(1973) ஧宮中学校ࡀ給食セン࣮ࢱ方式ࡿ࡞࡜㸦中学校ࡢ完全給食開始㸧 

஧宮ᑠ学校校舎改築㸱期工஦完了୍ࠋ色ᑠ学校講堂兼体育館完成 

町ࡢ木㸦ࡁࡤࡘ㸧ࠊ町ࡢ花㸦࢝ンࢼ㸧ࠊ町民歌ࠕ真澄ࡢ空ࠖ࡟選定 

஧宮町社会福祉セン࣮ࢱ完成 

昭和49ᖺ(1974) ஧宮ᑠ学校開校百周ᖺ式典挙行  ஧宮ᑠ学校࡟身体㞀害児訪問学級設置 

昭和50ᖺ(1975) ஧宮ᑠ学校講堂兼体育館完成㸦昭和33ᖺ௨来බ民館を体育館࡚ࡋ࡜利用㸧 

஧宮町図書館完成㸦社会福祉セン࣮ࢱ໭隣ࡾ㸧 

஧宮中学校ࡀ新設訪問指ᑟ学級ࡢ中郡ࡢ中心校࡟指定 

昭和52ᖺ(1977) 文部省 学習指ᑟ要領ࡢ改訂 

山西ᑠ学校開校࡟向ࠊࡅ஧宮ᑠ学校୍࡜色ᑠ学校ࡢ学区再編成 

஧宮町立山西ᑠ学校開校㸦国立ᑠ児病院஧宮分院ࡢ養護学級を஧宮ᑠ学校࠿

 移管㸧࡟山西ᑠ学校ࡽ

஧宮中学校第㸯校舎南側校庭ࣈࣁࣞࣉ࡟教室㸱教室増設ࠊࡋ生ᚐ増࡟対応 

桜美園ࢺ࣮ࢥࢫࢽࢸ開設 

昭和53ᖺ(1978) 山西ᑠ学校体育館完成ࠊ校歌制定ࠋ஧宮町町民憲章制定 

昭和54ᖺ(1979) ஧宮町地震災害警戒本部条例制定 

஧宮西中学校ࡢ校章及び制服制定  ஧宮中学校ࡢ制服改ṇ 

昭和55ᖺ(1980) 県立஧宮高等学校校舎完成࣭移転㸦昭和53ᖺ度開校ࠊ県立஬領ヶྎ高等学校࡟仮寓㸧 

஧宮町立஧宮西中学校開校ࠊ体育館完成ࠊ校旗並び࡟校歌制定 

஧宮町武道館竣工 

 実施㸧࡟日ࠖを設定㸦毎ᖺ㸷᭶ࡢ町民健康ࠕ

昭和56ᖺ(1981) ࡢࢫࣛ࢞ࠕうさࡂ像ࠖ設置ࠊ除幕式挙行 

୍色ᑠ学校視聴覚室ＴＶ࢜ࢪࢱࢫ完成 

஧宮中学校ࣅࣞࢸ࣮ࣛ࢝全教室設置ࠊ視聴覚室࣭࢜ࢪࢱࢫ準備室設置ࠊ 

給食ࢱ࣮࢙࣒࢘ࢲ設置 

第㸯回女子࣮ࣞࣂボ࣮ࣝ大会開催㸦ᖹ成㸶ᖺ度ࡽ࠿少女ソ࣮ࣞࣂࢺࣇボ࣮ࣝ大会࡜改称㸧 

昭和57ᖺ(1982) 町営山西࣮ࣝࣉ㸦බ認50m㸧及び管理棟開設㸦ᖹ成㸲ᖺ࡛ࡲ図書館分館併設㸧 

୍色ᑠ学校࣭஧宮西中学校࡟特殊学級設置 

昭和58ᖺ(1983) 通学区域改編ࡾࡼ࡟百合ࡀ丘㸯୎目୍ࡀ色ᑠ学校区ࡿ࡞࡜ 

஧宮中学校校庭及びࢱࢫンࢻ全面改修 

昭和59ᖺ(1984) 通学区域改編ࡢ特例ࡾࡼ࡟中里地区୍ࡢ部ࡢ生ᚐࡀ஧宮西中学校へ就学 
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昭和60ᖺ(1985) ஧宮中学校第㸰棟南側及び第㸱棟跡地࡟特別教室棟㸦現第㸱校舎㸧完成 

஧宮町立体育館ࡀ完成ࡋ使用開始ࠋ町制50周ᖺグ念式典挙行 

஧宮ᑠ学校ࡀ菅஭ᑠ学校࡜交流始ࡿࡲ 

昭和61ᖺ(1986) ஧宮西中学校校庭大規模改修 

昭和62ᖺ(1987) ஧宮ᑠ学校情⥴㞀害児学級設置 

通学区域改編ࡾࡼ࡟中里地区全生ᚐࡀ஧宮西中学校へ就学 

昭和63ᖺ(1988) ஧宮西中学校武道場完成 

ᖹ成元ᖺ(1989) 文部省 学習指ᑟ要領ࡢ改訂ࠋᑠ学校ప学ᖺࡢ社会科࡜理科を廃Ṇࠕࡋ生活科  ࠖ

新設ࠋ生涯学習ࡢᇶ盤をᇵう観点ࠕࡽ࠿新ࡋい学力観ࠖ࡟ᇶ࡙ࡃ教育ࡀ特色 

県教育委員会ࡢＡ㹃Ｔ㸦英語指ᑟ助手㸧派遣஦業開始 

ᖹ成 2ᖺ(1990) 町民運動場完成㸦ᖹ成㸷ᖺ㸱᭶全面完成㸧 

 社会教育課所管㸧࡟室୍ࡢ開設㸦බ民館࡟教育相談室ࠖを教育委員会内ࠕ

ᖹ成 3ᖺ(1991) ஧宮中学校㞀害児学級設置ࠊ柔道室開設࣭職員室࡟緊急ᨺ送設備設置 

ᖹ成 4ᖺ(1992) ஧宮ᑠ学校肢体不自⏤児学級設置 

県適応指ᑟ教室補助஦業を受ࡅ相談室をࠕ教育相談࣭適応指ᑟ教室ࠖ࡜改称 

஧宮町教職員海外派遣研修஦業開始㸦௨ᚋᖹ成14ᖺ度࡛ࡲ毎ᖺ実施࢔ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ࠊへ㸧 

ᖹ成 5ᖺ(1993) ࠕ஧宮町生涯学習ᇶ本構想ࠖ策定 

ᖹ成 6ᖺ(1994) ஧宮中学校࣭஧宮西中学校ࢥ࡟ンࣆュ࣮ࢱ室設置 

町民温水࣮ࣝࣉ竣工   ⥳ࡀ丘ࢺ࣮ࢥࢫࢽࢸ開設 

ᖹ成 7ᖺ(1995) 阪神࣭淡路大震災発生ࠋ学校㐌㸳日制᭶㸰回土曜日休業始ࡿࡲ 

஧宮町中学生国㝿交流推㐍஦業開始㸦௨ᚋ隔ᖺ実施࢔ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ࠊへ㸧 

ᖹ成 9ᖺ(1997) 山西ᑠ学校໭棟校舎耐震補強及び大規模改修 

ᖹ成10ᖺ(1998) 文部科学省 学習指ᑟ要領ࡢ改訂 

山西ᑠ学校南棟校舎耐震補強及び大規模改修 

஧宮中学校肢体不自⏤児用ࣉ࣮ࣟࢫ及び特殊学級教室ࡢ水道設置 

஧宮西中学校ࠕ心ࡢ教室相談員ࠖ配置 

 ボ࣮ࣝ競技会場㸧ࢺ࣮ࢤࡣ国体開催㸦஧宮町ࡵわ࣭ゆࡀ࡞࠿

ᖹ成11ᖺ(1999) ஧宮中学校第㸰校舎㸦東棟校舎㸧及び体育館耐震補強 

第㸯回湘南࣐ࣛࢳ࣮ࣅソン大会開催㸦大磯町஧宮町共催࣭ᖹ成18ᖺ度第㸶回࡛終了㸧 

ᖹ成12ᖺ(2000) ஧宮中学校第㸯校舎㸦西棟校舎㸧耐震補強 

஧宮町生涯学習セン࢔࢕ࢹࣛࠕ࣮ࢱン 㸦ࠖ含ࡴ新設ࠕ஧宮町図書館 㸧ࠖ完成 

ᖹ成13ᖺ(2001) 山西ᑠ学校情⥴㞀害児学級設置୍ࠋ色ᑠ学校໭棟校舎耐震補強 

஧宮中学校ࢫ࡟ク࣮ࣝ࢘࢝ンセ࣮ࣛ配置ࠊ町道沿い໭側擁壁改修 

国立ᑠ児病院஧宮分院ࡢ閉鎖࡟伴い山西ᑠ学校養護㸦病弱㸧学級閉鎖 

ᖹ成14ᖺ(2002) 完全学校㐌㸳日制実施ࠋ  文部科学省ࠕ心ࠖࢺ࣮ࣀࡢ全児童生ᚐ࡟配ᕸ 

୍色ᑠ学校南棟校舎耐震補強ࠋᑠ学校㸱校࡟緊急通報࣒ࢸࢫࢩ設置 

஧宮中学校情⥴㞀害児学級設置ࠕࠋ஧宮町教育研究所ࠖ開設 

町立ᑠ࣭中学校࡟学校評議員を委嘱 

ᖹ成15ᖺ(2003) ஧宮ᑠ学校中央棟࣭東棟࣭体育館耐震補強 

文部科学省 学習指ᑟ要領୍ࡢ部改訂 

各ᑠ学校࡟㸰ྡࡘࡎ学校教育指ᑟ補助員を配置 

ᖹ成16ᖺ(2004) ᑠ学校㸱校࡟緊急通報࣒ࢸࢫࢩ増設 
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஧宮西中学校情⥴㞀害児学級設置 

各ᑠ学校࡟学校教育指ᑟ補助員を㸯ྡࡘࡎ加配㸦㸱ྡ配置ࡿࡍ࡜㸧 

ᖹ成17ᖺ(2005) ࠕ஧宮町生涯学習推㐍ࣛࣉンࠖ策定 

ᑠ学校㸱校ࢥ࡟ンࣆュ࣮ࢱ増設㸦児童୍人㸯ྎ使用ྍ能࡟㸧 

஧宮ᑠ学校西棟耐震補強 

ᖹ成18ᖺ(2006) ࣛ࢔࢕ࢹンࢺ࣮ࢥࢫࢽࢸ開設ࡳࡢ࡟ࠋや町民大学開設 

学校間ࢿッࢺワ࣮ク໬推㐍஦業開始 

஧宮西中学校校舎࣭体育館耐震補強㸦第୍期㸧 

山西ᑠ学校࣭஧宮西中学校体育館ࢫ࢔ベࢺࢫ撤去 

改ṇࠕ教育ᇶ本法ࠖබᕸ࣭施行 

ᖹ成19ᖺ(2007) 湘南ࡳࡢ࡟やࢳ࣮ࣂャࣝ郷土館開設 

全国学力࣭学習状況調査実施ࠋ学校選択制等検討委員会設置 

஧宮西中学校校舎࣭体育館耐震補強㸦第஧期㸧及び大規模改修 

新学校給食セン࣮ࢱᇶ本設計策定 

中学校㸰校࡟校務用ࢥンࣆュ࣮ࢱ配備㸦県費㈇担教職員用㸧 

ᖹ成20ᖺ(2008) 全国学力࣭学習状況調査実施ࠋ新学校給食セン࣮ࢱ実施設計 

ᖹ成21ᖺ(2009) ஧宮町新学校給食セン࣮ࢱ建設用地購入 㸦 㸱᭶ 㸧 

        町営百合ࡀ丘࣮ࣝࣉ閉鎖 

        ஧宮町新学校給食セン࣮ࢱ建設工஦開始  ( 㸴᭶  ) 

        ᑠ学校㸱校࡟校務用ࢥンࣆュ࣮ࢱ配備㸦県費㈇担教職員用㸧 

 ࡄ相次ࡀ休校࣭学級閉鎖ࡾࡼ࡟ࢨン࢚ࣝࣇン࢖        

ᖹ成22ᖺ(2010) 全国学力࣭学習状況調査ࡢ実施方法ࡀ抽出方式ࡿ࡞࡜ 

        ஧宮町新学校給食セン࣮ࢱ建設工஦完了  (  㸵᭶  ) 

        ୍色ᑠ学校校庭改修 

        地ୖࣝࢱࢪࢹᨺ送移行࡟伴いࠊᑠ࣭中学校࡟大型ࣅࣞࢸ設置 

ᖹ成23ᖺ(2011) 東日本大震災発生 㸦 㸱᭶ 㸧 

        ᑠ学校࡛新学習指ᑟ要領ࡢ全面実施 

        ஧宮町ふたࡳグ念館開館 㸦 10᭶ 㸧 

ᖹ成24ᖺ(2012) 中学校࡛新学習指ᑟ要領ࡢ全面実施 

        中学校㸱ᖺ生࡟対ࠕࡋ英検ࠖࡢ受検料を奨励金࡚ࡋ࡜補助開始 

        ᑠ࣭中学校࡟屋外Ａ㹃㹂設置 㸦 10᭶ 㸧 

ᖹ成25ᖺ(2013) 全国学力࣭学習状況調査実施 

஧宮ᑠ学校校舎㸦東棟࣭中央棟㸧ࡢ大規模改修 

        ஧宮中学校体育館改修   

ᖹ成26ᖺ(2014) 全国学力࣭学習状況調査実施 

        ஧宮ᑠ学校大規模改修工஦ 

୍色ᑠ学校屋外ࣞ࢖ࢺ改修࣭校舎教室等網戸設置工஦(南棟) 

山西ᑠ学校浄໬槽設備改修࣭変電所設備改修工஦ 

஧宮中学校教室棟東側屋ୖ等防水改修࣭特別棟庇改修工஦ࠊ扇風機設置工஦ 

஧宮西中体育館改修工஦ 

ᑠ学校㸱校ࠊ中学校㸰校ࠊ給食センࠊ࣮ࢱ教育研究所ࠊ教育委員会࡟校務用 

  ࡄ࡞ࡘ࡛ࣛࢺン࢖ࠊ配備ࢱュ࣮ࣆンࢥ
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ᖹ成27ᖺ(2015) 新教育委員会制度ࡢ発足 

全国学力࣭学習状況調査実施 

஧宮町学び࡙ࡾࡃ推㐍研究஦業ࡢ開始 

஧宮町教育研究所ࡢ充実 

஧宮ᑠ学校太陽光発電設備工஦࣭会議室空調設備設置工஦ 

୍色ᑠ学校校舎໭棟等網戸設置工஦ 

஧宮中学校体育館等ࣞ࢖ࢺ改修工஦ 

஧宮西中学校࣮ࣜࣇ࢔ࣜࣂ໬改修工஦ 

ᖹ成28ᖺ(2016) 全国学力࣭学習状況調査実施 

 開催ࡢ塾ࠖࡳࡃࡄࡣࡶ࡝や子ࡳࡢ࡟ࠕ        

        ஧宮町いࡵࡌ問題対策連絡協議会発足 

        ୍色ᑠ学校࣑ࢥュࢫ࣭࢕ࢸࢽク࣮ࣝ準備委員会発足 

山西ᑠ学校බ共ୗ水道接続工஦ 

ᖹ成29ᖺ(2017) ஧宮町立ᑠ中学校特別教室ࢥ࢔࢚ン設置工஦ 

         (୍色ᑠ学校ࡣ図書室ࠊ他㸲校ࡣ音楽室ࢥ࢔࢚࡟ンを設置) 

全国学力࣭学習状況調査実施 

神奈ᕝ県教育委員会ᑠ中୍貫教育推㐍஦業 

ᖹ成30ᖺ(2018) ஧宮町立ᑠ中学校特別教室ࢥ࢔࢚ン設置工஦ 

         (୍色ᑠ学校ࡣ音楽室ࠊ他㸲校ࡣ図書室ࢥ࢔࢚࡟ンを設置) 

        ஧宮中学校校舎棟西側㸲階屋ୖ防水改修工஦(屋ୖ雨漏改修) 

        ஧宮町立ᑠ中学校普通教室等空調機設置工஦設計委ク 

         (次ᖺ度行うࢥ࢔࢚ン設置工஦ࡢ設計委ク) 

全国学力࣭学習状況調査実施 

神奈ᕝ県教育委員会ᑠ中୍貫教育推㐍஦業 

୍色ᑠ学校学校運営協議会発足(࣑ࢥュࢫ࣭࢕ࢸࢽク࣮ࣝ) 

        ஧宮ᑠࠊ山西ᑠࠊ஧宮中ࠊ஧宮西中࣑ࢥュࢫ࣭࢕ࢸࢽク࣮ࣝ準備委員会発足 

ᖹ成31ᖺ(2019) ஧宮町立ᑠ中学校普通教室等空調機設置工஦ 

௧和元ᖺ     (全校ࡢ普通教室等ࢥ࢔࢚࡟ンを設置) 

୍色ᑠࠊ஧宮中ࡢ防火ࢩャッ࣮ࢱ修⧋ 

全国学力࣭学習調査実施 

஧宮ᑠࠊ山西ᑠࠊ஧宮中ࠊ஧宮西中学校 学校運営協議会発足 

 (町内㸳校࣑ࢥࡀュࢫ࣭࢕ࢸࢽク࣮ࣝࡿ࡞࡜) 

஧宮町ᑠ中୍貫教育推㐍஦業 



㸯　小学校の概況

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

ᖹ成 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

27ᖺ度 3 50 72 35 37 8 5 3 1,287 659 628 198 99 99 212 114 98 217 110 107

28ᖺ度 3 49 75 33 42 8 5 3 1,281 645 636 198 91 107 203 102 101 212 115 97

29ᖺ度 3 48 76 37 39 8 5 3 1,269 662 607 196 117 79 207 97 110 203 100 103

30ᖺ度 3 48 76 34 42 6 2 4 1,228 633 595 174 88 86 200 117 83 209 95 114

令和元ᖺ度 3 51 78 35 43 7 2 5 1,202 628 574 189 103 86 175 89 86 202 118 84

令和㸰ᖺ度 3 50 81 37 44 8 3 5 1,196 612 584 196 93 103 193 104 89 179 91 88

資料：学校基本調査結果㸦各ᖺ5月1日現在㸧

計 男 女 計 男 女 計 男 女

人 人 人 人 人 人 人 人 人

219 112 107 214 104 113 224 120 104

221 116 105 225 115 110 222 106 116

215 115 100 227 118 109 221 115 106

204 101 103 214 114 100 227 118 109

215 99 116 204 101 103 217 118 99

203 119 84 217 100 117 208 105 103

㸰　中学校の概況

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

ᖹ成 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

27ᖺ度 2 25 54 31 23 3 0 3 703 355 348 221 122 99 238 113 125 244 120 124

28ᖺ度 2 25 53 28 25 3 0 3 673 351 322 210 114 96 224 124 100 239 113 126

29ᖺ度 2 24 54 31 23 3 0 3 647 337 310 207 97 110 217 117 100 223 123 100

30ᖺ度 2 24 54 32 22 3 0 3 635 321 314 211 108 103 208 97 111 216 116 100

令和元ᖺ度 2 24 51 29 22 4 1 3 624 310 314 206 104 102 210 109 101 208 97 111

令和㸰ᖺ度 2 25 53 29 24 4 1 3 625 325 300 211 113 98 206 103 103 208 109 99

資料：学校基本調査結果㸦各ᖺ5月1日現在㸧

㸲学ᖺ 㸳学ᖺ 㸴学ᖺ

ᖺ度別
学
校
数

学
級
数

教員数
(本務者㸧

職員数
(本務者)

生　　徒　　数

総　数 㸯学ᖺ 㸰学ᖺ 㸱学ᖺ

2 二宮町の児童・生徒数等の推移

ᖺ度別
学
校
数

学
級
数

教員数
(本務者㸧

職員数
(本務者)

児　　　童　　　数

総　数 㸯学ᖺ 㸰学ᖺ 㸱学ᖺ

-1４-



㸨昭和㸰㸰ᖺ～令和㸰ᖺ
㸨各ᖺ　５月㸯日現在

昭和22ᖺ 25ᖺ 30ᖺ 35ᖺ 40ᖺ 45ᖺ 50ᖺ 55ᖺ

小学校 1,814 1,797 1,798 1,732 1,469 1,989 2,717 3,199

中学校 451 702 900 831 860 809 1,031 1,278

合　計 2,265 2,499 2,698 2,563 2,329 2,798 3,748 4,477

昭和60ᖺ ᖹ成2ᖺ 7ᖺ 12ᖺ 17ᖺ 22ᖺ 27ᖺ 令和2ᖺ

小学校 2,885 2,135 1,832 1,705 1,703 1494 1,287 1,196

中学校 1,612 1,356 1,023 850 830 800 703 625

合　計 4,497 3,491 2,855 2,555 2,533 2294 1,990 1,821

㸱　児童・生徒数の推移グラフ

㸦単位：人㸧

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

総数

小学校

中学校

人

二宮中学校開校
≋昭和２２年≌

二宮小学校改称
≋昭和２２年≌

一色小学校開校
≋昭和≗０年≌

二宮西中学校開校
≋昭和≘≘年≌

山西小学校開校
≋昭和≘２年≌
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㸯　小学校

学級数 学級数 学級数 学級数

㸯年 92 ( 5 ) 3 34 ( 1 ) 1 64 ( ) 2 190 ( 6 ) 6

㸰年 113 ( 4 ) 4 25 ( ) 1 48 ( 3 ) 2 186 ( 7 ) 7

㸱年 102 ( 4 ) 3 19 ( 4 ) 1 50 ( ) 2 171 ( 8 ) 6

㸲年 105 ( 2 ) 3 30 ( 2 ) 1 60 ( 4 ) 2 195 ( 8 ) 6

㸳年 123 ( 4 ) 4 27 ( 3 ) 1 59 ( 1 ) 2 209 ( 8 ) 7

㸴年 92 ( 9 ) 3 34 ( 1 ) 1 70 ( 2 ) 2 196 ( 12 ) 6

特別支援学級 ( ) 6 ( ) 3 ( ) 3 ( ) 12

合計 26 9 15 50

㸰　中学校

学級数 学級数 学級数

㸯年 119 ( 2 ) 3 88 ( 2 ) 3 207 ( 4 ) 6

㸰年 121 ( 5 ) 4 79 ( 1 ) 3 200 ( 6 ) 7

㸱年 105 ( 1 ) 3 101 ( 1 ) 3 206 ( 2 ) 6

特別支援学級 ( ) 3 ( ) 3 ( ) 6

合計 13 12 25

4　学校別・学年別児童・生徒数

令和㸰年㸳月㸯日現在

㸦　　㸧ࡢ数字ࡣ特別支援学級児童・生徒数を外数で示す

　学校等

学年等

二宮小学校 一色小学校 山西小学校 合計

児童数 児童数 児童数 児童数

28 11 10 49

655 180 361 1,196

　学校等

学年等

二宮中学校 二宮西中学校 合　　計

生徒数 生徒数 生徒数

8 4 12

353 272 625
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　５　ᖹ成㸰㸯ᖺ度஧宮町立中学校卒業者の進路状況

㸦令和㸰ᖺ５月㸯日実施　進路状況調査による㸧

学校別卒業者数

計 207

஧宮町立஧宮西中学校 91

஧宮町立஧宮中学校 116

計

　卒　業　者　総　数 207

その他

高等学校への進学準備
家஦手伝い

入院・施設入所
海外の高等学校

その他

1

専修学校㸦高等課程㸧 0

特別支援学校 1

高等専門学校 2

高等学校別科・中等教育学校 0

通信制 㸦公立・私立・県外㸧 5

定時制
公　立 0

総合学科 2

私　立 0

専門学科 19

私　立

普通科 60

専門学科 0

進学者

全日制

公　立

普通科 113

総合学科 4

令和元ᖺ度஧宮町立中学校卒業生の進路状況

区　　　　　　分 計
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地　　区 㸯年 㸰年 㸱年 㸲年 㸳年 㸴年 㸯年 㸰年 㸱年 合計

ୗ 町 20 22 30 19 26 23 18 25 16 199

中 町 4 4 1 1 2 1 4 4 21

ୖ 町 12 13 10 11 12 9 3 13 8 91

元 町 22 44 28 31 38 30 20 31 21 265

梅 沢 20 17 18 22 20 21 23 20 16 177

富士見が丘㸯 7 2 4 6 6 7 6 5 9 52

富士見が丘㸰 9 7 10 9 11 6 8 7 9 76

富士見が丘㸱 1 2 2 5 2 3 7 2 5 29

松 根 2 4 3 3 10 1 4 3 2 32

学 区 外 2 2

一 色 10 5 2 4 6 6 8 5 7 53

緑 が 丘 8 9 7 13 5 9 16 8 12 87

学 区 外 4 3 1 8

百 合 が 丘 㸯 4 5 5 5 7 12 6 6 8 58

百 合 が 丘 㸰 6 1 2 4 6 5 6 6 11 47

百 合 が 丘 㸱 7 5 7 6 6 2 12 3 11 59

学 区 外 1 1

中 里 27 25 24 21 31 37 26 25 27 243

越 地 6 6 6 14 5 10 8 2 6 63

釜 野 14 7 7 17 13 11 16 21 17 123

茶 屋 15 11 9 10 9 13 10 12 14 103

川 匂 1 2 4 2 1 1 4 5 7 27

学 区 外 1 1 2 1 5

196 193 179 203 217 208 211 206 208 1821合　　　計

㸴　地区別児童・生徒数

二
宮
小
学
校

二
宮
中
学
校

一
色
小
学
校

二
宮
西
中
学
校

山
西
小
学
校

令和㸰年㸳月㸯日現在

学校名
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௧和㸰年度஧宮⏫教育委員会基本方針 

 教育ࡣ人格ࡢ形成ࠊࡋࡊࡵࢆ個性ࢆ尊㔜ࠊࡘࡘࡋ自立ࡓࡋ人間ࢆ育࡚ࠊ幸福࡞生涯ࢆ実現ࡿࡍ上

࡛不可Ḟࠋࡍ࡛ࡢࡶ࡞情報化࣮ࣟࢢࡸバࣝ化࡝࡞社会ࡀ急激࡟変化ࡿࡍ中ࠊ将来ࢆ担う子ࡕࡓࡶ࡝

ࡽ自ࠊࡽࡀ࡞ࡋ協調࡜他࡟௨上࡛ࡲ௒ࠊ合いࡁ向࡟主体的ࠊ࡟ࡁ前向ࡋᑐ࡟変化࡞予測困難ࠊࡣ࡟

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ力ࡿࡁ拓い࡚いく生ࡾษࢆ考え࡛生涯ࡢ

 ᖹ成 27 ᖺ 10 ᭶࡟策定ࠊࡋᖹ成 30 ᖺᗘ࡟改定ࠕࡓࡋ஧宮⏫教育大綱ࠖ࠾࡟い࡚ࠊᇶ本理念ࡋ࡜

࡚掲࡚ࡆいࠊࡿ⏫民一人࡙ࡕࡲࠕࡢࡾ࡜ࡦくࡢࡾ力 ࡘ育࡟共ࡧ学࡟共ࠕࡓࡋ࠿活ࢆ力ࠖࡢ地域ࠕࠊࠖ

教育ࠖ࡟ࡽࡉࢆ推進ࠊࡵࡓࡿࡍ児童生ᚐࠕࡢ生ࡿࡁ力ࠖࢆ育ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴそࢆࢀ取ࡾ巻く教育環境

 ࠋࡍࡲせࡉ充実ࢆࡳ組ࡾ取ࡢ࡝࡞支援ࡢ࡬学習ࡿࡓわ࡟生涯ࠊ整備ࡢ

 学校教育ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ新ࡋい学習指ᑟ要領ࡀ௧和 2ᖺᗘ࡟ᑠ学校ࠊ௧和 3ᖺᗘ࡟中学校࡛完全実

施ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡿࢀࡉ学習指ᑟ要領ࡢ実施ࢆ踏ࡲえࠊ子ࡶ࡝㐩ࡀ様々࡞社会的変化ࢆ乗ࡾ越えࠊ豊࠿

学習環ࡓࡋ整備࡟࡛ࡲࢀࡇࠊうࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࡞࡜手ࡾ創ࡢ社会࡞持⥆可能ࠊࡁ拓ࡾษࢆ人生࡞

境ࢆ活用ࡓࡋ教育࡟取ࡾ組ࠋࡍࡲࡳ 

主ࡀࡾ࡜ࡦ民一人⏫ࠊࡋ提供ࢆ学習機会࡜整備ࡢ環境ࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡿࡍ学習ࡾࡓわ࡟生涯ࠊࡓࡲ

人公ࡿ࡞࡜生涯学習社会ࡢ実現࡟向ࡓࡅ生涯学習ࡢ推進࡟取ࡾ組ࠋࡍࡲࡳ 

ࡋ連携࡜⏬第５ḟ஧宮⏫総合計⏬後期ᇶ本計ࡧ஧宮⏫総合戦略及ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟推進ࡢ施策ࠊ࠾࡞ 

࡚取ࡾ組ࠋࡍࡲࡋ࡜࡜ࡇࡴ 

今年度の重点施策 

㸦教育総務課㸧 

㸯 児童生徒のࠕ生ࡿࡁ力ࠖの育成  

㸦㸯㸧自ࡽ学ぶ力を養うたࡵの教育の推進 

ձ言語活動の充実を基盤ࡋ࡜た学ࡧ合いのಁ進 

ղ英語教育の充実 

ճＩＣＴ環境を活用ࡋた授業の充実 

㸰 ࡚࡭ࡍの児童生徒ࡀ安心࡚ࡋ学ࡿ࡭教育環境の整備 

㸦㸯㸧支援ࡀ必要࡞児童生徒࡬のᑐ応の充実 

ձいࡵࡌ、不Ⓩ校、ࡁࡦこࡾࡶ等࡟ᑐࡿࡍ体制の強化 

ղ࢖ンク࣮ࣝࢩブ教育࣭支援教育の充実 

㸦㸰㸧教職員の働ࡁ方改革の推進 

ձ統合型校務支援࣒ࢸࢫࢩの活用 

ղ部活動࢖࢞ドࣛ࢖ン࡟基࡙く部活動の充実 

㸦㸱㸧教職員の指ᑟ力の向上 

ձࠕ教職員授業力向上研究஦業ࠖの推進 

ղ教育研究所࡟おけࡿ研修の充実 

㸦㸲㸧児童生徒の学習環境の整備 

   ձ学校施設等現況調査の実施 

㸱 将来࡟向けた特色あࡿ学校࡙くࡾのたࡵの検討 

㸦㸯㸧஧宮⏫ᑠ中一貫教育校設置計⏬の推進 

㸦㸰㸧ᑠ中一貫教育࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ研究の推進 

㸦㸱㸧コ࣑ュニࢫ࣭࢕ࢸク࣮ࣝ運営のಁ進 

ձ地域࡟おけࡿ児童生徒の活動のಁ進 

㸦生涯学習課㸧 
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㸲 地域文化の向上 

㸦㸯㸧஧宮の自然࣭歴史࣭文化࡟触ࡿࢀ機会の提供 

ձ文化芸術の振興࣭支援 

ղ多世௦ࡀ集い、学習ࡋ交流ᣐ点ࡿ࡞࡜場࡚ࡋ࡜の生涯学習センタ࣮࣭ࣛ࢔࢕ࢹ

ン及ࡧ図書館のあࡾ方の検討 

ճ஧宮⏫生涯学習センタ࣮㸦ࣛ࢔࢕ࢹン㸧施設 20周年記念஦業の推進 

 㸦㸰㸧図書館஦業の推進 

ձ子育࡚支援の推進 

ղ図書館資料の充実 

ճ図書館サ࣮ビࢫの充実 

մ஧宮⏫新図書館開館 20周年記念஦業の推進 

㸦㸱㸧社会教育஦業の推進 

ձコ࣑ュニࢫ࣭࢕ࢸク࣮ࣝ࡜連携ࡋた放課後子ࡶ࡝教室の推進 

㸳 社会教育施設の適切࡞運営 

㸦㸯㸧生涯学習センタ࣮࢔࢕ࢹࣛࠕンࠖの適切࡞運営 

  ձ生涯学習センタ࣮࢔࢕ࢹࣛࠕンࠖ長ᑑ命化計⏬の策定 

(教育部共通) 

㸴 地域࡟向けた情報Ⓨ信の強化 

㸦㸯㸧஧宮⏫ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍や広報紙の積極的࡞活用 

     

㸯 学校教育 

ࡶ࡜࡜ࡉ大ษࡢ自ศࠊࡵ高ࢆ意識ࡢ人権尊㔜ࡀ児童生ᚐࠊ࡚ࡋ通ࢆ教育活動ࡢ࡚࡭ࡍ

ࡿࡁ࡛ࡢ࡜ࡇࡪく学ࡋ楽࡚ࡋᏳ心ࠊࡾ࡞࡟うࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵㄆࢆࡉ大ษࡢ人ࡢ他࡟

学校࡙くࢆࡾ進ࠋࡍࡲࡵ 

充実ࡿ࡞ࡽࡉࡢ教育環境ࠕ࡟ᇶ盤ࢆ推進ࡢ人権教育࡞うࡼࡢࡇ 育成ࠖࡢ力ࡿࡁ生ࠕࠊࠖ

力ࡘ育ࡢࡕࡓࡶ࡝子ࠕࡣ各学校࡛ࠊࡋ࡜ᇶ本ࢆ 力ࡴ育ࡢ家庭㺃学校㺃地域ࠕࠊࠖ ࡢ行ᨻࠕࠊࠖ

支えࡿ力ࠖࢆあわせࠊ自ࡽ学ࡧ自己実現ࡍࡊࡵࢆ児童生ᚐࡢ育成࡟ດࠋࡍࡲࡵ 

㸯 児童生徒のࠕ生ࡿࡁ力ࠖの育成 

㸦㸯㸧自ࡽ学ぶ力を養うたࡵの教育の推進 

ձ 言語活動の充実を基盤ࡋ࡜た学ࡧ合いのಁ進 

࣭自ࡽ学ࠊࡧ確࡞࠿学力ࢆ身ࡼࡿࢀࡽࡅࡘ࡟う࡛ࡲࢀࡇࠊᇵࡓࡁ࡚ࡗ各教科࡟

学ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ図ࢆ育成࡞確実ࡢ言語能力࡚ࡋ࡜柱ࢆ工夫ࡢ言語活動ࡿࡅ࠾

㸦㔜点施策    ࠋࡍࡲࡵດ࡟改善ࡢ࡬授業ࡓࡋ㔜視ࢆ合いࡧ 1-(1)-ձ㸧 

ղ 英語教育の充実 

࣭ᑠ学校ࠊ࡟中学校英語科免許ࢆ持ࡓࡗ教員ࢆ配置ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ授業ࡸ研修会

等ࢆ通ࠊ࡚ࡌᑠ学校教員ࡢ英語指ᑟ力ࡢ向上ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

࣭ᑠ中学校ࡢ英語教育࠾࡟い࡚ࠊALT(外国語指ᑟຓ手)ࡢ活用等ࢆ通ࠊ࡚ࡌ異

文化理解ࠊコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࢆ育成ࡿࡍ授業࡙く࡟ࡾດࠋࡍࡲࡵ 

㸦㔜点施策 1-(1)-ղ㸧 

ճ ＩＣＴ環境を活用ࡋた授業の充実 

活ࡢＩＣ㹒機器ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ実物投影機ࡸࢺࢵࣞࣈࢱࡓࡋ整備࡟࡛ࡲࢀࡇ࣭  

用ࢆ進ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ情報技術࡟関ࡿࡍ理解ࡢ推進࡜効果的࡞授業ࡢ実施࡟

向ࡓࡅ研修ࢆ引ࡁ⥆ࡁ行いࠋࡍࡲ         㸦㔜点施策 1-(1)-ճ㸧 
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մ 道徳教育࡟ࡧࡽ࡞特別活動の充実 

࣭特ูࡢ教科࡛あࡿ㐨徳ࡢ教科化ࡢ趣᪨࡟則ࠊࡾ学校ࡢ教育活動全体ࢆ通࡚ࡌ

他者ࡼࡾࡼ࡟ࡶ࡜࡜く生ࡢࡵࡓࡿࡁᇶ盤ࡿ࡞࡜㐨徳性ࢆ養うࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

特ู活ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ育࡚ࢆ態ᗘ等࡜実践意欲ࠊ断力ุࠊ心情࡞㐨徳的ࠊうࡼ

動ࡢ࡜連携ࡿࡼ࡟自主的ࠊ実践的࡞力ࡢ育成࡟ດࠋࡍࡲࡵ 

յ 学校体育の充実 

࣭生涯࡟わ࡚ࡗࡓ運動࡟親ࡴࡋ資質ࡸ能力ࢆ育ࠊࡳ健康ࡢ保持増進࡜体力ࡢ向

上ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

㸰 ࡚࡭ࡍの児童生徒ࡀ安心࡚ࡋ学ࡿ࡭教育環境の整備 

㸦㸯㸧支援ࡀ必要࡞児童生徒࡬のᑐ応の充実 

ձいࡵࡌ、不Ⓩ校、ࡁࡦこࡾࡶ等࡟ᑐࡿࡍ体制の強化 

࣭問題行動ࡢ未然防Ṇ࣭᪩期Ⓨ見࣭᪩期ᑐ応࡟向ࠊ࡚ࡅ各校ࡢ児童生ᚐ指ᑟ体

制ࢆ見直ࠊࡋ児童生ᚐ理解ࢆ着実࡟進ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ児童生ᚐ指ᑟ担当ࠊ教

育相談コ࣮࣮࢘࢝ࣝࢡࢫࠊ࣮ࢱ࣮ࢿ࢕ࢹンࠊ࣮ࣛࢭ心理教育相談員࣮ࢡࢫࠊ

ࣝソ࣮ࣝࣕࢩワ࣮࣮࢝等ࡿࡼ࡟相談支援体制ࡢ充実ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

࣭教育研究所ෆࡢ教育支援室㸦ࡇࡧࡲࡸ㸧࠾࡟い࡚ࠊ不Ⓩ校児童生ᚐࡢ࡬学習

支援ࡸ生活支援ࡾࡼࢆ一層進ࠋࡍࡲࡵ 

ࡢ防Ṇᑐ策ࡵࡌいࡿࡅ࠾࡟⏫஧宮ࠊࡁᇶ࡙࡟防Ṇᇶ本方針ࠖࡵࡌ஧宮⏫いࠕ࣭

総合的ࡘ࠿効果的࡞推進ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ                           

࣭各校ࡢいࡵࡌ防Ṇᇶ本方針ࡘ࡟い࡚㝶時見直ࢆࡋ図ࠊࡾ適ษ࡟活用ࠋࡍࡲࡋ

 ࠋࡍࡲࡵ進ࢆࡳ組ࡾ取ࡿ関わ࡟積極的ࡀ児童生ᚐ࡚ࡋ関࡟防Ṇࡵࡌいࠊࡓࡲ

㸦㔜点施策 2-(1)-ձ㸧 

ղ ࢖ンク࣮ࣝࢩブ教育࣭支援教育の充実  

࣭学校ࠊ家庭ࠊ関ಀ機関等ࡢ連携࡟࡜ࡶࡢ支援体制ࢆ整えࠊ個々ࡢ教育的࣮ࢽ

 ࠋࡍࡲࡵ進ࢆ教育ࡍࡤ伸ࢆ能力㺂個性ࡿ持࡚ࡢそࠊࡋ把握࡟的確ࢆࢬ

࣭ᑠ࣭中学校࡬支援教育補ຓ員ࢆ配置ࠊࡋ学習上࣭学校生活上ࡢ困難࡟応ࡓࡌ

支援࡟ດ࢖ࠊࡵンࣈࢩ࣮ࣝࢡ教育ࡢ充実࡟取ࡾ組ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡳ外国籍等児

童生ᚐࡢ࡬日本語指ᑟࡢࡤ࡜ࡇࠊ教室(そࡗ࡟く)ࡢ運営等ࡵࡁࠊ細࡞࠿指ᑟ

㸦㔜点施策                  ࠋࡍࡲࡵ進ࢆ 2-(1)-ղ㸧 

  㸦㸰㸧教職員の働ࡁ方改革の推進  

ձ 統合型校務支援࣒ࢸࢫࢩの効果的࡞活用 

࣭各校࠾࡟い࡚ࠊ統合型校務支援ࢆ࣒ࢸࢫࢩ活用ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ校務ࡿ࡞ࡽࡉࡢ

ṇ確性ࡢ確保ࡸ効率化ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ         㸦㔜点施策 2-(2)-ձ㸧 

ղ 部活動࢖࢞ドࣛ࢖ン࡟基࡙く部活動の充実 

       ࣭௧和元ᖺᗘ࡟策定ࠕࡓࡋ஧宮⏫立学校࡟ಀࡿ部活動ࡢ方針ࠖ࡟ᇶ࡙ࠊࡁ中学

校ࡿࡅ࠾࡟部活動ࡘ࡟い࡚ࠊ引ࡁ⥆ࡁ適ṇࡘ࠿充実ࡓࡋ取ࡾ組ࡼࡿ࡞࡜ࡳう推

進ࠋࡍࡲࡋ                    㸦㔜点施策 2-(2)-ղ㸧 

ճ 働く場࡚ࡋ࡜の環境整備 

࣭学校間ࢺࢵࢿワ࣮ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆࢡＩＣ㹒機器等ࢆ活用ࠊࡋ校務ࡸ教材研究

等࡟集中࡛ࡿࡁ時間ࡸ児童生ᚐ࡜向ࡁ合う時間ࡢ確保࡟向ࡓࡅ取ࡾ組ࢆࡳ

推進ࠋࡍࡲࡋ 

մ 外部人材࡜外部情報の効果的࡞活用 

࣭学習協力者ࡸ体育࣭文化活動指ᑟ員ࠊ࡝࡞専門的࡞知識ࡸ技能ࢆ持ࡘ外部人

材࡜外部情報ࡢ活用ࡾࡼࢆ一層進࡚ࡵいࠋࡍࡲࡁ 

㸦㸱㸧教職員の指ᑟ力の向上 
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ձ ࠕ教職員授業力向上研究஦業ࠖの推進 

࣭学習ࡢᇶ盤ࡿ࡞࡜ᇶ礎的㺃ᇶ本的࡞知識࣭技能ࡢ確実࡞習得ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ᑠ中

学校間ࡢ連携ࢆ図ࠊࡾ現௦的࡞諸課題࡟ᑐ応࡚ࡋ求ࡿࢀࡽࡵ資質࣭能力ࢆ育

 ࠋࡍࡲࡵດ࡟ࡾ授業࡙くࡴ

࣭児童生ᚐࡢ学力向上ࢆ目指ࠊ࡚ࡋ校ෆ研究ࡿ࡞ࡽࡉࡢ充実ࢆ図ࠊࡾ授業改善

㸦㔜点施策                  ࠋࡍࡲࡵດ࡟ 2-(3)-ձ㸧 

ղ 教育研究所࡟おけࡿ研修の充実 

࣭学校教育࡟関ࡿࡍ調査研究ࡸ各種教職員研修ࠊ教育指ᑟ員ࡿࡼ࡟訪問指ᑟ等

 ࠋࡍࡲࡾ図ࢆ向上ࡢ指ᑟ力ࡧ資質及ࡢ教職員ࠊࡋ実施ࢆ

࣭教職員ࠊ࡟ࡶ࡜࡜保護者ࡸ地域住民ࡶ参加࡛ࡿࡁ研修ࢆ通ࠊ࡚ࡌ஧宮⏫ࡢ教

育ࡘ࡟い࡚共通理解ࢆ深ࠋࡍࡲࡵ         㸦㔜点施策 2-(3)-ղ㸧 

㸦㸲㸧児童生徒の学習環境の整備 

  ձ 学校施設等現況調査の実施 

   ࣭現況ࡢ調査㸦躯体ࡢ健全ᗘ等ࡢ調査㸧ࢆ実施ࡢうえ評価ࢆ行いࠊ学校施設

及ࡧ学校給食ࢭンࡢ࣮ࢱ個ู施設管理計⏬㸦改修箇所ࡢ順位化ࠊ時期ࡢ計⏬

等㸧ࡢ策定ࢆ進ࠋࡍࡲࡵ             㸦㔜点施策 2-(4)-ձ㸧 

 㸱 将来࡟向けた特色あࡿ学校࡙くࡾの推進 

㸦㸯㸧஧宮⏫ᑠ中一貫教育校設置計⏬の推進 

஧宮⏫ᑠ中一貫教育校設置計⏬㸦案㸧ࠖࠕ࣭      ࡓࡋ実施࡟௧和元ᖺᗘࠊい࡚ࡘ࡟

意見交換会࡛寄せࡓࢀࡽ意見等ࢆ踏ࡲえ࡟ࡽࡉࠊ調査研究ࢆ進ࠊࡽࡀ࡞ࡵ計

⏬案ࡢ見直ࢆࡋ行いࠊ策定࡟向ࡓࡅ取ࡾ組ࢆࡳ進ࠋࡍࡲࡵ㸦㔜点施策 3-(1)㸧 

㸦㸰㸧ᑠ中一貫教育࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ研究の推進 

9ࠊࡋ通ࢆࢢン࢟ワ࣮ࡢᑠ中学校教員ࠊࡋ࠿いࢆ研究成果ࡢ࡛ࡲࢀࡇ࣭ ᖺ間

㸦㔜点施策        ࠋࡍࡲࡋ目指ࢆࡾ授業࡙くࡓࡋ見通ࢆ 3-(2)㸧 

㸦㸱㸧コ࣑ュ஧ࢫ࣭࢕ࢸク࣮ࣝ運営のಁ進 

ձ 地域࡟おけࡿ児童生徒の活動のಁ進 

࣭学習協力者ࠊ体育࣭文化活動指ᑟ員等ࡢ地域教育力ࡿࡼ࡟支援ࢆ推進ࠋࡍࡲࡋ 

࣭総合的࡞学習ࡢ時間ࣛ࣎ࠊン࢔࢕ࢸ活動ࠊ職場体験ࠊ࡝࡞地域࡛学ࡪ教育ࢆ

推進ࠋࡍࡲࡋ                  㸦㔜点施策 3-(3)-ձ㸧 

ղ 郷土愛の育成 

࣭地域ࡢ行஦ࡢ࡬積極的࡞参加ࠊࡋಁࢆ地域交流ࢆ通࡚ࡌ郷土ࢆ愛ࡿࡍ気持ࡕ

 ࠋࡍࡲ育࡚ࢆ

࣭学習活動࡟地域教材ࢆ活用ࠊࡋ地域ࡘ࡟い࡚学ࡪ教育ࢆ進ࠋࡍࡲࡵ 

ճ ࢟ャࣜ࢔教育の推進 

࣭児童生ᚐ一人ࡀࡾ࡜ࡦ社会的࣭職業的自立࡟向࡚ࡅ自己ࡢ将来ࡢ生ࡁ方ࡸ進

路ࢆ主体的࡟選択࡛ࡿࡁ能力࣭意識ࡢ育成࡟ດࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡵ児童生ᚐࡀⓎ

㐩段㝵࡟応ࡓࡌ勤労観ࠊ職業観ࢆ身࡟付ࠊࡅ社会࡟㈉献࡛ࡿࡁ力ࢆ育࡚ࠋࡍࡲ 

࣭児童生ᚐࡀ学校࡛学࡜࡜ࡇࡪ社会ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ࡜意識࡛ࡼࡿࡁうࠊ自然ࡢ中

࡝࡞職場体験ࠊ活動࢔࢕ࢸンࣛ࣎ࠊ時間ࡢ学習࡞総合的ࠊ宿泊体験活動ࡢ࡛

࢔ࣜࣕ࢟࡞効果的࡚ࡌ通ࢆ教育活動全体ࡢ学校ࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿生ࢆ体験学習ࡢ

教育ࢆ進ࠋࡍࡲࡵ 

  その他、学校教育࡟おけࡿ取ࡾ組み 

㸦㸯㸧学校࡟おけࡿ安全ᑐ策、安全教育 

い࠾࡟各学校ࠊ࡟ࡶ࡜࡜行うࢆࡋ見直ࡢ஧宮⏫教育委員会学校防災方針ࠖࠕ࣭
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 ࠋࡍࡲࡵດ࡟Ᏻ全確保ࡢ児童生ᚐࠊࡋ運用࡟適ษࢆࠖࣝ࢔ュࢽ࣐防災ࠕ࡚

Ᏻࡓࡋ連携࡜関ಀ機関ࡸ地域ࠊࡋ通ࢆ஧宮⏫児童生ᚐᏳ全ᑐ策協議会ࠖ等ࠕ࣭

全体制ࡢ構築ࢆ推進ࠋࡍࡲࡋ 

児童ࠊ࡚ࡋ連携ࡀ関ಀ機関ࠊࡁᇶ࡙࡟࣒ࠖࣛࢢࣟࣉ஧宮⏫通学路交通Ᏻ全ࠕ࣭

生ᚐࡀᏳ全࡟通学࡛ࡼࡿࡁうࠊ࡟通学路ࡢᏳ全確保ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

㸦㸰㸧 情報教育 

࣭高ᗘ情報化社会࡟生ࡿࡁ児童生ᚐࡢ情報活用能力࡜情報社会࡟参⏬ࡿࡍ態

ᗘࡢ育成࡟ດࠋࡍࡲࡵ 

࣭㹑㹌㹑㸦ソ࣮ࢺࢵࢿࣝࣕࢩワ࣮࢟ンࢢサ࣮ࢫࣅ㸧ࢺࢵࢿࡸࣝࣈࣛࢺࡿࡼ࡟

依存࡝࡞情報化社会ࡢ進展࡟伴う課題࡟ᑐ応ࠊࡵࡓࡿࡍ携帯電話࣭࢖ンࢱ

࡟進等ಁࡢ啓Ⓨ活動ࡢ࡬家庭ࠊࡸ開催ࡢᏳ全࣭Ᏻ心教室ࡿࡍ関࡟ࢺࢵࢿ࣮

 ࠋࡍࡲࡵດ࡟充実ࡢ情報ࣔࣛࣝ教育ࠊࡾࡼ

㸦㸱㸧 読書指ᑟ 

࣭朝読書ࡸ読ࡳ聞࠿せࡢ時間ࠊࡵࡌࡣࢆ教育活動ࡢ中࡟読書ࡢ時間ࢆ取ࡾ入

 ࠋࡍࡲࡳ組ࡾ取࡟形成ࡢ読書習慣ࠊ࡛࡜ࡇࡿࢀ

学࣭校図書館指ᑟ員ࢆ配置ࠊࡋ利用頻ᗘࢆ高ࡼࡿࡵう࡟環境整備ࢆ進ࠋࡍࡲࡵ 

  ࣭学校図書館ࡸ⏫図書館ࡢ利用ࢆ進ࠊࡵ読書ࢆ通ࠕ࡚ࡌ考えࡿ力 ࡿࡌ感ࠕࠊࠖ

力 主体的ࠕࡢ児童生ᚐࠊࡋ確保ࢆ機会ࡿࢀࡽࡅࡘ࡟身ࢆ力ࠖࡿࡍ想像ࠕࠊࠖ

 ࠋࡍࡲࡆ繋࡟ࠖࡧ学࡞

㸦㸲㸧ࠕ幼࣭保࣭ᑠ࣭中ࠖの連続性を大切ࡋ࡟た指ᑟ 

ࠊࡓࡋ࡟大ษࢆ連⥆性ࡢࡕ育ࡸࡧ学ࠊࡾ図ࢆ充実ࡢ幼࣭保࣭ᑠ交流会ࠖ等ࠕ࣭

幼児教育ࡽ࠿学校教育ࡢ࡬෇滑࡞接⥆ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

㸦㸳㸧 学校給食センタ࣮࡟おけࡿ取ࡾ組み 

࣭調理及ࡧ配送ࠊ配膳業務ࢆ委クࡓࡋ民間業者࡜連携ࠊࡋᏳ全࡛࠾いࡋい給

食ࡢᏳ定的࡞提供࡟ດࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ栄養バࣛンࠊࡓࢀ࡜ࡢࢫ心ࡗࡶࡇࡢ

ࡾ図ࢆ充実ࡢ食育ࡪ学ࢆࡉ大ษࡢ食ࡀ児童生ᚐࠊ࡚ࡋ通ࢆ給食ࡢࡾ手作ࡓ

 ࠋࡍࡲ

子࣭ࡀࡕࡓࡶ࡝地域ࡢ産業ࡸ農産物ࢆ身近࡟感ࠊࡌ興味࣭ 関心ࡀ高ࡼࡿࡲうࠊ

地産地消ࢆ推進ࠋࡍࡲࡋ 

㸴 地域࡟向けた情報Ⓨ信の強化 

㸦㸯㸧஧宮⏫ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍や広報紙の積極的࡞活用 

  ࣭地域࡟ࡶ࡜࡜あࡿ開ࡓࢀ࠿学校࡙くࢆࡾ推進ࡸࢪ࣮࣒࣮࣌࣍⏫ࠊࡵࡓࡿࡍ

広報紙ࠊ学校ࡾࡼࡔ等ᚑ来ࡢ手法࡟加えࠊ学校独自ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ立ࡕ上ࡆ

㸦㔜点施策                  ࠋࡍࡲࡵ進ࢆ 7-㸦１㸧㸧 

㸰 社会教育 

⏫民一人ࠊࡀࡾ࡜ࡦ生涯いࡶ࡛ࡇ࡝ࡶ࡛ࡘ自由࡟学習ࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍそࡢ成果ࡀ適

ษ࡟評価ࡼࡿࢀࡉうࠕ࡞生涯学習社会ࠖࡢ実現ࢆ目指ࠊࡋ多様࡞学習機会ࡢ提供ࠊ文化

活動ࡢ推進ࠊ学習環境ࡢ整備ࠋࡍࡲࡵࡍࡍࢆ 

開館ࡀ図書館ࡧンࠖ及࢔࢕ࢹࣛࠕ࣮ࢱンࢭ生涯学習ࠊ࡚ࡋ࡜文化交流拠点ࡢ⏫ 20 ᖺ

 ࠋࡍࡲ行いࢆ検討ࡢ方ࡾあࡓࡅ向࡟௒後ࠊ迎えࢆ

連携࡜࣮ࣝࢡࢫ࣭࢕ࢸࢽュ࣑コࠊࡵࡓࡢ健全育成ࡢࡶ࡝担う子ࢆ⏫஧宮ࡢ将来ࠊࡓࡲ

地域学校協働活動ࠕࡿ支えࢆ成長ࡸࡧ学ࡢࡶ࡝地域全体࡛子ࡽࡀ࡞ࡋ ࡲࡾ図ࢆ推進ࡢࠖ

 ࠋࡍ

連ࡢ࡜仲間ࡸ地域ࠊ࡚ࡌ通ࢆ支援ࡢ団体等ࠊ各種大会ࠊ維持管理ࡢ体育施設ࠊ࡟ࡽࡉ
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帯感ࡢ醸成ࡸ生涯ࡢࢶ࣮࣏ࢫ普及ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

㸲 地域文化の向上 

㸦㸯㸧஧宮の自然࣭歴史࣭文化࡟触ࡿࢀ機会の提供 

ձ文化芸術の振興࣭支援 

࣭神奈川県西部地域࣑ュ࣮ࢬ࣒࢔ࢪ連絡会ࡢ࡬参加ࡾࡼ࡟広域連携ࡿࡼ࡟文化

活動ࢆ推進࢔࢕ࢹࣛࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡋン࣋࢖ࡢ࣮ࣝ࣍ンࢺ஦業࡝࡞各種団体࡜

連携࡚ࡋ文化࣭芸術活動ࢆ支援࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁ 

࣭⏫民ࡢ日頃ࡢ文化活動ࡢ成果Ⓨ表ࡢ場ࡢ提供ࠊ伝統芸能ࡢ保存及ࡧ郷土愛ࡢ

醸成ࢆ目的ࠕ࡚ࡋ࡜文化祭 ࢺソンコンサ࣮࣐ࣛࣀ࢔ࣆࠕࠊࠖ ࡘࡢ民俗芸能ࠕࠊࠖ

 ࠋࡍࡲࡋ実施ࢆ࡝࡞いࠖ࡝

保存࣭展示ࠊい࡚ࡘ࡟⏬絵ࡢ家஧見利節⏬ࡢ出身⏫ࠊࡣグ念館࡛ࠖࡳࡓࡩࠕ࣭

᭷効活ࡢ施設ࠊ࡛࡜ࡇ行うࢆࡋ出ࡋ貸ࡢ࣮ࣜࣛࣕࢠ展示ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵດ࡟

用࡜地域࡟根ࡓࡋࡊ美術館ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ      (㔜点施策 4-(1)-ձ) 

࣭⏫指定文化㈈ࡸ貴㔜࡞資料ࡢ࡝࡞保存࣭整理࡟ດࠊࡵ展示等公開ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

஧࡚ࡌ通ࢆ民大学講ᗙࠖ等⏫ࡸࡳࡢ࡟ࠕࡸ郷土館ࠖࣝࣕࢳ湘南஧宮バ࣮ࠕࠊ࡟

宮ࡢ自然ࡸ歴史࡟触ࡿࢀ機会ࢆ提供ࠊࡋ஧宮⏫ࡢ魅力Ⓨ信ࢆ行いࠋࡍࡲ 

ղ多世௦ࡀ集い、学習ࡋ交流ᣐ点ࡿ࡞࡜場࡚ࡋ࡜の生涯学習センタ࣮࣭ࣛ࢔࢕ࢹ

ン及ࡧ図書館のあࡾ方の検討 

࣭⏫民ࡢ交流拠点࢔࢕ࢹ࡚ࣛࡋ࡜ン及ࡧ図書館ࡢ活用方法ࡸあࡾ方ࢆ他ࡢ஦例

㸦㔜点施策        ࠋࡍࡲ行いࢆ検討ࡽࡀ࡞ࡋ࡟参考ࡶ 4-(1)-ղ㸧 

ճ஧宮⏫生涯学習センタ࣮࢔࢕ࢹࣛࠕンࠖ施設 20周年記念஦業の推進 

ン開館࢔࢕ࢹ࣭ࣛ 20周ᖺࢆグ念ࠊࡋ団体ࡀ実施࢔࢕ࢹࣛࡿࡍンࢆ࣮ࣝ࣍活用

ࠊࡾ図ࢆ普及ࡧ向上及ࡢ文化ࡢ⏫஧宮ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇ行うࢆ支援࡟文化஦業ࡓࡋ

⏫民ࡀ多様࡞文化࡟触ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࢀ機会ࢆ提供ࠋࡍࡲࡋ 

㸦㔜点施策 4-(1)-ճ㸧 

մ学習機会の整備 

࣭生涯学習情報ㄅࠕ身近࡞余暇ࡢࠖࢻ࢖࢞情報収集࣭更新ࢆ行いࠊ学習相談࡟

応えࠕࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ⏫民大学サ࣮ࢱ࣮࣏制ᗘࠖࡢ周知࣭活用ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

࣭生涯学習ࣛ࣎ンࡀ࢔࢕ࢸ企⏬運営ࡸࡳࡢ࡟ࠕࡿࡍ⏫民大学講ᗙࠖࢆ実施ࠊࡋ

⏫民ࡀ主体ࡓࡗ࡞࡜学習機会ࢆ提供ࠋࡍࡲࡋ 

サ࣮ࠊうࡼࡿࡁ学習࡛࡚ࡋ⥆⥅ࡀ学習者ࡶ民大学講ᗙࠖ終了後⏫ࡸࡳࡢ࡟ࠕ࣭

 ࠋࡍࡲ行いࢆ支援ࡓࡅ向࡟化ࣝࢡ

࣭神奈川大学ࡢ࡜包括協定஦業ࡢ一環ࠊ࡚ࡋ࡜大学ࡢ資源ࢆ活用ࡓࡋ஦業ࢆ実

施ࠋࡍࡲࡋ 

㸦㸰㸧 図書館஦業の推進 

ձ 子育࡚支援の推進 

஦業ࢺ࣮ࢱࢫࢡࢵࣈࠕ࣭ 㸦ࠖ子育࡚࣭健康課共催㸧ࢆ⥅⥆実施ࠕࠋࡍࡲࡋあࡕ࠿

子ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ図ࢆ進ಁࡢ図書館利用ࡋ配布ࢆあう絵本࡛࡚ࠖࡵࡌࡣࡀࢇࡷ

育࡚࡟関ࡿࡍ図書ࢆ集ࠕࡓࡵ子育࡚関連図書コ࣮ࡸ࣮ࠖࢼ子育࡚情報ࢆ集積

 ࠋࡍࡲࡾ図ࢆ充実ࡢ࣮ࠖࢼ子育࡚情報コ࣮ࠕࡓࡋ

࣭子ࡢࡶ࡝ᖺ齢࡟合わせࡓ行஦ࡸ子育࡚支援関連஦業ࢆ開催ࠋࡍࡲࡋ 

ղ 図書館資料の充実 

࣭新刊書ࡸ利用者ࢺࢫ࢚ࢡࣜࡢࡽ࠿本等ࢆ新規࡟購入ࠊࡋ蔵書ࡢ更新ࢆ図࡜ࡿ

図ࠊ健康་療関連本等ࡸࡅ向ࢬン࣮࢕ࢸࠊ児童ࠊࡋ活用ࢆ図書館ᇶ金ࠊ࡟ࡶ࡜

書資料ࡢ充実ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 
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ճ 図書館サ࣮ビࢫの充実 

ࡸࡳࡢ࡟広報ࠕࠊ࡚ࡋ࡜Ⓨ信拠点ࡢ文化࣭情報ࡢ⏫࣭ 活ࢆࠖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࠕࠊࠖ

用ࠕࠊࡋ図書館ࡢࠖࡾࡼࡔⓎ行ࡓࡲࠊ㹑㹌㹑㸦ࢡࢵࣈࢫ࢖࢙ࣇ⏫ࠊ࣮ࢱࢵ࢖ࢶ㸧

 ࠋࡍࡲࡾ図ࢆ利用ಁ進ࡸ㹎㹐ࡢ図書館活動ࠊࡾࡼ࡟活用ࡢ

࣭⏫立ᑠ࣭中学校࡜連携ࠊࡋ読書ࡢ推進࡚ࡋࢆいくࠊ࡟ࡶ࡜࡜学校図書館担当

者会議等࡛ࠊ学校࡜図書館ࡢ情報交換ࢆ積極的࡟行いࠊࡓࡲࠋࡍࡲ児童生ᚐ

࿧ࢆ実施ࡢ見学ࡸ資料活用ࡿࡼ࡟ᑠ࣭中学校ࠊࡵࡓࡿࡍ進ಁࢆ図書館利用ࡢ

 ࠋࡍࡲࡅ࠿ࡧ

࣭夏休ࡳ前ࠕ࡟ᑠ࣭中学生ࡓࡵࡍࡍ࡟い本ࠖࣜࢆࢺࢫ作成࣭配布ࠋࡍࡲࡋ 

ࡾく࡙࣮ࢼコ࣮ࡢ࡚ࡋ࡜居場所ࡢ中高生ࠊࡾ図ࢆ充実ࡢ࣮ࢼコ࣮ࢬン࣮࢕ࢸ࣭

 ࠋࡍࡲࡵດ࡟

࣭学校ࡢ夏季休暇期間ࠊ࡝࡞調࡭学習࡛ࡢ利用ࡀ多くࡿ࡞時期ࡢࡶ࡝ࡇࠕ࡟ほ

読書相ࠊ支援ࡢ学習࡭調ࡢ児童生ᚐࠊࡋ配置ࢆ相談員ࡢ図書࡟࣮ࠖࢼコ࣮ࢇ

談ࢆ行いࠋࡍࡲ夏季௨外ࡶ࡟相談員ࡢ配置日ࢆ設ࠊࡅᖺ間ࢆ通࡚ࡌ児童ࡼ࠾

 ࠋࡍࡲࡋᑐ応ࡶ࡟相談ࡢ本ࡢ࡬親子ࡧ

࣒ࢸࢫࢩ蔵書検索ࡢࢺࢵࢿ࣮ࢱン࢖ࠕ࣭ ࣒ࠖࢸࢫࢩ相互貸借ࡢ県ෆ図書館ࠕࠊࠖ

 ࠋࡍࡲࡵດ࡟提供࡞㏿迅ࡢ等資料ࢺࢫ࢚ࢡ予約࣭ࣜࠊࡋ活用ࢆ

࣭所蔵資料࡟ࡽࡉࡀ活用ࡼࡿࢀࡉうࠊ書庫ࡢ本ࡢ紹௓ࡸ時஦࡟沿ࡓࡗ展示コ࣮

 ࠋࡍࡲࡾ図ࢆ徹底ࡢ蔵書管理ࠊࡓࡲࠋࡍࡲ行いࢆ紹௓ࡢ資料࡟積極的࡛࣮ࢼ

࣭⏫民ࣛ࣎ࡢン࢔࢕ࢸ参加ࠊࡾࡼ࡟図書館運営及ࡧサ࣮ࡢࢫࣅ向上ࢆ目指࡜ࡍ

同時࡟図書館運営ࡢ࡬理解ࢆ深ࡽࡶ࡚ࡵいࠋࡍࡲ㸦録音図書ࣛ࣎ンࠊ࢔࢕ࢸ修

理ࣛ࣎ンࠊ࢔࢕ࢸ書架整理ࣛ࣎ン࢔࢕ࢸ㸧 

࣭஧宮࡟関ࡿࡍ資料ࡸ行ᨻ資料ࢆ収集࣭保存࡟⏫ࠊࡋ関ࡿࡍ情報ࢆ⏫民ࡀいࡘ

増補ࡢࠖࢡࢵࣈࢻ࢖࢞人物ࡢࡾ࠿஧宮ゆࠕࠋࡍࡲࡋ整備࡟うࡼࡿࡁ閲覧࡛ࡶ࡛

改訂版ࡢ活用ࠊࡸ展示࡟力ࢆ入ࠊࢀ஧宮ࡢ歴史࡟触ࡿࢀ機会ࢆ提供ࠋࡍࡲࡋ 

࣭௒࡟࡛ࡲ図書館ࢆ利用࡞ࡢ࡜ࡇࡓࡋい方ࡢ利用ಁ進ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

   ➃ ஧宮⏫新図書館開館 20周年記念஦業の推進 

    ࣭ 新図書館開館 20周ᖺグ念஦業ࠊ࡚ࡋ࡜協力団体ࡢ࡜共催講ᗙࡧࡼ࠾文学講ᗙ 

㸦㔜点施策                 ࠋࡍࡲࡋ開催ࢆ  4-(2)-մ㸧 

㸦㸱㸧 社会教育஦業の推進 

ձコ࣑ュニࢫ࣭࢕ࢸク࣮ࣝ࡜連携ࡋた放課後子ࡶ࡝教室のᣑ充 

࣭ᨺ課後ࡢᏳ全࣭Ᏻ心࡞居場所作࡜ࡾ子ࡢࡕࡓࡶ࡝豊࡞࠿人間性ࢆ育ࡵࡓࡴ地

域学校協働活動推進員࡜連携ࠊࡋ地域ࣛ࣎ࡢンࡢ࢔࢕ࢸ方々ࡢ協力࡜ࡶࡢᨺ

課後子ࡶ࡝教室ࢆ実施ࠋࡍࡲࡋ 

見࣭Ᏺࠊࡾ学習支援ࠊᨺ課後ࡢ居場所࡙く࡝࡞ࡾ地域学校協働活動ࢆ推進ࠋࡍࡲࡋ 

㸦㔜点施策 4-(3)-ձ㸧 

ղ人権教育の推進 

࣭様々࡞人権問題࡟ᑐࠊࡋ人権意識ࢆ育࡟ࡵࡓࡴ人権教育研修会等ࢆ開催ࡋ啓

Ⓨࢆ行いࠋࡍࡲ 

ճ 青少年の健全育成 

࣭青少ᖺ指ᑟ員連絡協議会ࢶ࣮࣏ࢫࠊ推進委員ࠊ㹎㹒Ａ連絡協議会ࠊ子ࡶ࡝会

育成会連絡協議会ࡢ࡜協力࣭連携ࠊࡾࡼ࡟児童࣭生ᚐࡢ地域活動ಁࢆ進ࡲࡋ

 ࠋࡍ

࣭子ࡢࡕࡓࡶ࡝豊࡞࠿人間性࡜社会性ࢆ育ࢩ࣮࢚ࣜࢡࣞࠊࡵࡓࡴョン࣮࣏ࢫࠊ

ࡲࡋ実施ࢆ஦業等ࡿࡍ企⏬࣭運営࡚ࡗ࡞࡜主体ࡀ中学生ࡸ体験活動ࡢ࡝࡞ࢶ

 ࠋࡍࡲࡋ養成ࡶ࣮ࢲ࣮ࣜࡢࡕࡓࡶ࡝子ࠊࡁ⥆ࡁ引ࠊࡓࡲࠋࡍ
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中学生交流洋上体験研修ࠕ࣭ 㔝ࡶ࡝子ࠕࠊ実施ࡢ࡝࡞ࠖࣉンࣕ࢟青少ᖺ交流ࠕࠊࠖ

外研修஦業ࠖ等ࠊ子ࡶ࡝会஦業ࡢ支援ࠊ࡚ࡗࡼ࡟広い視㔝ࢆ持ࡓࡗ青少ᖺࢆ

育成ࠋࡍࡲࡋ 

࣭青少ᖺ環境浄化推進員ࡢ࡜連携ࠕࠊࡾࡼ࡟青少ᖺࡢ健全育成ࣕ࢟ン࣮࣌ン ࠊࠖ

㹑㹍㹑ࡶ࡝子ࠕ行うࡀ㹎㹒Ａ連絡協議会ࡧ調査ࠖ及ࡢ༊ศ陳列ࡢ᭷害図書ࠕ

࡟確保ࡢᏳ全࣭Ᏻ心ࡧ社会環境浄化及ࡢ青少ᖺࠊࡋ実施ࢆ支援ࡢ࡬いえࠖࡢ

ດࠋࡍࡲࡵ 

教室ࠖࢪンࣞࣕࢳࡶ࡝子ࠕࠊ࡚ࡋ࡜場ࡢ体験活動ࡢ科学実験等ࡸࡾく࡙ࡢࡶ࣭

 ࠋࡍࡲࡋ実施ࢆ

մ 社会教育関ಀ団体࡜の連携 

࣭⏫ෆࡢ各社会教育関ಀ団体ࡢ࡜連携ࢆ密ࠊࡋ࡟共催஦業ࡢ実施ࠊ研修会ࡢ開

催࡝࡞活動ࡢ支援ࢆ行いࠋࡍࡲ 

յ ⏫民参加ࡿࡼ࡟大会の実施 

࣭地༊ࡸ団体等ࡢ参加ࠕࡿࡼ࡟⏫ෆ一周⥅走大会ࠖࢆ実施ࠊࡋ地域住民࡜青少

ᖺࡢ交流親睦ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

主体ࡀ民⏫࡝࡞大会࣮ࠖࣝ࣎ࢫン࢘バࠕࡢ推進委員連絡協議会主催ࢶ࣮࣏ࢫ࣭

 ࠋࡍࡲ行いࢆ支援ࡢ஦業ࢶ࣮࣏ࢫࡓࡗ࡞࡜

࣭多くࡢ⏫民ࡀ参加࡛ࠕࡿࡁ஧宮⏫体育祭ࠖࢆ開催ࠊࡋ⏫民࣭ࣞࢶ࣮࣏ࢫࡢ࡬

ࢀࡩࡓࡋ通ࢆࢶ࣮࣏ࢫࡢࡕࡓ人ࡢ地域ࠊ࡟共࡜ࡿ図ࢆ普及ࡢョンࢩ࣮࢚ࣜࢡ

あいࠊࡾࡼ࡟地域住民同士ࡢ連帯感ࢆ醸成ࠋࡍࡲࡋ 

㸳 社会教育施設の適切࡞運営 

㸦㸯㸧 生涯学習センタ࣮࢔࢕ࢹࣛࠕンࠖの適切࡞運営 

  ձ生涯学習センタ࣮࢔࢕ࢹࣛࠕンࠖ長ᑑ命化計⏬の策定 

ン開館࢔࢕ࢹ࣭ࣛ  20ᖺࢆ迎えࠊ現況調査ࡓࡋ࡟࡜ࡶࢆ施設ࡢ長ᑑ࿨化計⏬ࡢ策 

定࡜一部ࡢ修繕設計ࢆ実施ࠊࡋ施設ࡢ維持管理ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

࣭⏫民ࡢ学習࣭文化活動ࡢ拠点࢔࢕ࢹࣛࠊ࡚ࡋ࡜ンࡢ適ษ࡞施設運営ࢆ行いࡲ

施設運࡜向上ࡢ利便性ࡢ施設利用者ࡿࡼ࡟࣒ࢸࢫࢩ公共施設予約ࠊࡓࡲࠋࡍ

営ࡢ効率化ࢆ図ࠋࡍࡲࡾ             㸦㔜点施策 5-(1)-ձ㸧 

㸦㸰㸧 体育施設の適切࡞運営 

࣭体育施設ࡢ効率的࡞運営ࡸ整備ࢆ行いࠊ⏫民ࡢ主体的ࢶ࣮࣏ࢫ࡞活動ࡢ場ࡢ

提供ࢆ行いࠊࡓࡲࠋࡍࡲ生涯学習ࢭン࢔࢕ࢹ࣭࣮ࣛࢱン࡜同様࡟公共施設予

約ࢆ࣒ࢸࢫࢩ活用ࠊࡋ施設利用者ࡢ利便性ࡢ向上࡜施設運営ࡢ効率化ࢆ図ࡾ

 ࠋࡍࡲ

㸴 地域࡟向けた情報Ⓨ信の強化 

㸦㸯㸧஧宮⏫ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍や広報紙の積極的࡞活用 

࣭⏫民ࡀ等ࡋく生涯学習ࡢ機会ࢆ得ࡼࡿࢀࡽうࠊ஧宮⏫ࡸࢪ࣮࣒࣮࣌࣍広報紙

等ࢆ通ࠊࡓࡲࠊ࡚ࡌ社会教育関ಀ団体ࠊ社会教育施設利用者等ࠊ人࡜人ࡢ࡜

࡚ࡋⓎ信࡟積極的ࢆ情報ࡢ等ࢶ࣮࣏ࢫࠊ学習࣭文化ࠊ࡚ࡌ通ࢆࢡワ࣮ࢺࢵࢿ

いࠋࡍࡲࡁ                    㸦㔜点施策 6-(1)㸧 
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教育研究所

教育支援室

教育相談室

学校給食センタ࣮

２ 教育委員会の機構 

事務局

教育総務課

教育総務班

指導班

生涯学習課

生涯学習࣭

スポ࣮ツ班

生涯学習センタ࣮

ふたみ記念館

温水プ࣮ル

町立体育館

町民運動場

武道場

緑が丘

ࢺニスコ࣮ࢸ

ラ࢔࢕ࢹン

ࢺニスコ࣮ࢸ

山西プ࣮ル

図書館班 図書館

教育委員会

教育長

教育部

事務局

㸦教育部長㸧



 

 

 

第４章 教 育 財 政 
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㸯　令和㸰ᖺ度一般会計予算のෆ訳
࠙一般会計歳出予算のෆ訳ࠚ 町歳出計

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

(単位千෇)

㸰　令和㸰ᖺ度教育費科目別歳出予算

࠙教育費歳出予算のෆ訳ࠚ
教育費歳出計

(単位千෇)

民生費 3,085,395 38.6

衛生費 820,811 10.3

7,985,000

議会費 124,251 1.6

総務費 1,130,515 14.2

土木費 765,943 9.6

消防費 426,219 5.3

農林水産業費 85,819 1.1

商工費 63,546 0.8

公債費 648,553 8.1

予備費 14,147 0.2

教育費 819,798 10.3

災害復旧費 3 0.0

819,798
一般会計 7,985,000 8,320,000 △ 4.0

合計 7,985,000 100.0

令和㸰ᖺ度 ᖹ成31ᖺ度

教育費 819,798 701,534 16.9

教育総務費 278,242 182,323 52.6

増減率(%)

教育振興費 87,988 77,235 13.9

小学校費 69,213 55,447 24.8

教育委員会費 1,592 1,594 △ 0.1

事務局費 188,662 103,494 82.3

中学校費 48,166 42,333 13.8

学校管理費 42,664 37,508 13.7

学校管理費 54,359 50,575 7.5

教育振興費 14,854 4,872 204.9

社会教育総務費 85,183 64,448 32.2

青少ᖺ育成費 3,571 3,755 △ 4.9

教育振興費 5,502 4,825 14.0

社会教育費 195,760 175,083 11.8

生涯学習振興費 89,217 65,590 36.0

保健体育費 228,417 246,348 △ 】.3

図書館費　　 16,413 37,331 △ 5【.0

文化財保護費 1,376 3,959 △ 【5.2

学校給食費 82,372 110,434 △ 25.4

保健体育総務費 25,564 28,224 △ 9.4

体育施設費 120,481 107,690 11.9

14,147

648,553

3

819,798

426,219

765,943

63,546

85,819

820,811

3,085,395
1,130,515

124,251

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

228,417 

195,760 

48,166 

69,213 

278,242 

保健体育費

社会教育費

中学校費

小学校費

教育総務費

単位 千円

単位 千円
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３　教育費歳出予算の推移

教育費歳出予算の一般会計歳出予算に占める割合の推移

教育費歳出予算 ↓

ᖺ度
↓

百万
円

↓
%

12 1,228 16.0

13 1,153 15.1

14 1,181 16.0

15 1,057 14.4

16 927 12.1

17 1,042 14.4

18 1,099 15.0

19 1,051 14.3

20 1,034 13.9

21 1,246 17.3

22 1,131 11.8

23 785 10.3

24 689 9.2

25 651 8.5

26 636 8.4

27 683 8.8

28 670 8.7

29 666 8.7

30 663 8.7

31 701 8.4

32 819 10.3

600

650

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

に
஧宮中学校大規模

改修䠄耐震䠅H11.12

一色小学校大規模

改修䠄耐震䠅H13.14

஧宮小学校大規模改修

䠄耐震䠅H15.17

に
給食センター建設工஦

H21.22

に ஧宮西中学校大規模改

修䠄耐震䠅H18.19

百万円

ᖹ成

ᖺ度

R2

R2

令和
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㸯ࠉ学校等施設状況

㸦㸯㸧ࠉ小学校

校ࠉ舎 体育館

6,353 870

4,589 914

5,283 897

( 令和㸰ᖺ５月㸯日現在ࠉ) 

㸦㸰㸧ࠉ中学校

校ࠉ舎 体育館

6,312 1,116

5,639 1,233

( 令和㸰ᖺ５月㸯日現在ࠉ) 

㸯ࠉ階 㸰ࠉ階

1,088 333

( 令和㸰ᖺ５月㸯日現在ࠉ) 

㸰ࠉ小࣭中学校別教員及び児童࣭生徒数

普通学級 特別支援学級 計 男 女

二 宮 小 学 校 20 6 39 655 342 313

一 色 小 学 校 6 3 19 180 97 83

山 西 小 学 校 12 3 23 361 173 188

計 38 12 81 1,196 612 584

二 宮 中 学 校 10 3 29 353 177 176

二宮西中学校 9 3 24 272 148 124

計 19 6 53 625 325 300

57 18 134 1,821 937 884

資料㸹学校基本調査結果㸦ᖹ成ࠉࠉࠉࠉ ᖺ５月㸯日現在㸧 (ࠉ令和㸰ᖺ５月㸯日現在 )

㸦単位㸸㎡㸧

資料㸸 学校施設台帳結果

二宮町学校給食センタ࣮ 1,4211,700

施ࠉ設ࠉ名
合ࠉ計

延ࠉ床ࠉ面ࠉ積
敷地面積

㸦単位㸸㎡㸧

㸦単位㸸㎡㸧

㸯ࠉ小࣭中学校施設等

小
学
校

建ࠉ物ࠉ面ࠉ積

7,223

教員数
(本務者)

㸦人㸧

児童࣭生徒数㸦人㸧

5,503

6,180

7,428

6,872

22,300

校地面積

区
分

学校名

山 西 小 学 校

学ࠉ校ࠉ名

資料㸸 学校施設台帳結果

㸦㸱㸧ࠉ学校給食センタ࣮

学級数

学ࠉ校ࠉ名 校地面積
合ࠉ計

一 色 小 学 校

10,678

21,902

二 宮 小 学 校

建ࠉ物ࠉ面ࠉ積

合ࠉ計

資料㸸 学校基本調査結果

㸦単位㸸教員数ࠊ児童࣭生徒数ࠊ人㸧

二 宮 中 学 校

二 宮 西 中 学 校

17,075

24,986

資料㸸 学校施設台帳結果

中
学
校

合ࠉࠉ計
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㸰 社会教育施設一覧 

 

 
施 設 名 

 

 
所在地࣭電話 

 

 
施 設 概 要࣭規 模 

 
 
生涯学習ࢭン࣮ࢱ 
㸦ࣛ࢔࢕ࢹン㸧 

 
 

 
஧宮町஧宮 1240-10 
㸵㸰―㸴㸷㸯㸯 

 
 文化振興や生涯学習஦業ࡢ拠点࡜し࡚ࡲࠊたࡲࠊち࡙
くࡾや地域ࡢ活性化ࢆ目的࡟建設さࠊࢀᖹ成 12ᖺ 7月 
31日(着工ᖹ成 10ᖺ 9月 9日)࡟完成し11ࠊ月 3日࡟開
館ࠋ 
 
࣭鉄筋コンࢺ࣮ࣜࢡ造(地ୖ高 25.3mࠊ地ୖ㸱階ࠊ地ୗ
㸯階) 

࣭敷地面積 9,363.28㎡ 
࣭建築面積 3,522.01㎡ 
࣭延࡭床面積 5,284.57㎡ 
 
ࠊ࣮ࣛࣝ࣍   多ࡢ࡝࡞࣒ン࣮ࣔࣝや多目的࣮ࣝ࢔࢕ࢹ
目的࣮ࢰン(面積 3,405㸬57㎡)ࠊ࡜子࡝もࡢほࢇコ࣮
ࡢ࣮ࣜࣇ࢔備えたバࣜࢆ学習室ࠊ࣮ࢼや㸿Ｖコ࣮࣮ࢼ
図書館࣮ࢰン(面積 1,879㸬00㎡)ࡿ࡞ࡽ࠿複合施設ࠋ 

 
 ［࣮ࣝ࣍］
  ཰容人員 531名(障害者ࢫ࣮࣌ࢫ 5席࣭ྍ動席 91
席࣭鑑賞室席等 29席) 
コンサ࣮ࢆࢺ主目的࡜すࡿ多目的ࠋ࣮ࣝ࣍ 
㸦࣮ࣝ࣍全体面積 841㸬2㎡㸧 

 
［舞ྎ］ 
形式(幅約࣒࢔ࢽࢭࣟࣉ  14mࠊ高さ 11m࣭ྍ動式࡛
多目的使用࡟対応)࡛音響཯射板(使用時ࠊ残響時間 1㸬
7～1㸬8秒)も設置さࣛࢡࠊࢀッࢩッࢡコンサ࣮ࡢࢺ開
催もྍ能ࠋ(面積 336㸬7㎡ࠊ天井高約 20m) 

 
［多目的࡟使えࡿ部屋等］ 
 㸯～㸱࣒࣮ࣝࢳ࣐ࣝ○
○保育室 
○和室 
 㸯～㸱࣒࣮ࣝࢢン࢕ࢸ࣮࣑○
 ン࣮ࣔࣝ࢔࢕ࢹࣛ○
 多目的࣮ࢰン࡜図書館࣮ࢰンࡢ間࡟広ࡿࡀ幅㸳
mࠊ長さ 60mࡪࡼ࠾࡟交流࣮ࣔࣝࠋ 
○展示࣮ࣜࣛࣕࢠ㸯～㸰 
○サ࣮ビࢫコ࣮࣮ࢼ㸦諸証明発行㸧 
○そࡢ他ࡢ施設 
 ンࣟッカ࣮室࢖ワ࣮室࣭コࣕࢩ࣭ 
 ࣒࣮ࣝ࢔࢕ࢸン࣭ࣛ࣎

 ࣭管理用஦務室 
 

 
図 書 館 

 
஧宮町஧宮 1240-10 
  㸵㸰㸫㸴㸷㸯㸱 

 
［図書館］ 
  座席数約 210席ࠕࡢゆࡗた࡜ࡾくࢁࡘげࡿ 滞ࠖ在型
図書館ࠋ㸦面積 1,879㸬00㎡㸧 

 
○㸯Ｆ 
࣭子࡝もࡢほࢇコ࣮࣮ࢼ蔵書 約 24,700冊 
࣭㸿Ｖコ࣮࣮ࢼ 約 5,900点㸦閉架 約 8,600点㸧 
࣭新聞࣭雑ㄅコ࣮࣮ࢼ蔵書 111ࣝࢺ࢖ࢱ 
࣭朗読サ࣮ビࢫ室 ࣭࡞ࡣ࠾し࡬ࡢや ࣭管理用஦務所 
○㸰Ｆ 
࣭参考図書࣭地域資料コ࣮࣮ࢼ蔵書 約 8,500冊 
࣭一般書コ࣮࣮ࢼ蔵書 約 75,500冊 
蔵書 約࣮ࢼコ࣮ࢬン࣮࢕ࢸ࣭ 3,300冊 
࣭学習コ࣮࣮ࢼ 
○㹀Ｆ 
࣭閉架書庫蔵書 約 107,300冊 ࣭特別཰蔵庫 
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所在地࣭電話 

 
施 設 概 要࣭規 模 

ࡩ た ࡳ 記 念 館 ஧宮町山西 1953-1 
  㸵㸮㸫㸱㸰㸯㸮 

木造ᖹ屋建࡚  建築面積  221.93㎡ 
常設展示室  ࣭展示࣮ࣜࣛࣕࢠ 

山 西 ࣉ ࣮ ࣝ 
஧宮町山西 2033-1 
  㸵㸯㸫㸱㸶㸮㸯 
  㸦開設期間ࡳࡢ㸧 

公ㄆ50 ࣮ࣝࣉm×17m 850㎡  
子࡝も࣮ࣝࣉ㸦変形㸧115㎡࣭管理棟࣭倉庫 

町民温水࣮ࣝࣉ ஧宮町中里 308 
  㸵㸰㸫㸴㸮㸱㸮 

敷地面積 4,110.51㎡ 
建築面積 1,626.47㎡ 
 大25 ࣮ࣝࣉm×14m   水深 1.2m 
 11m×1.25m ࣉ࣮ࣟࢫ 
 日本水泳連盟公ㄆ㸴コ࣮ࢫ 
 小51.59 ࣮ࣝࣉ㎡   水深 0.6m 
࣮ࣝࣉ࣮ࢪࢢࣕࢪ  15.48㎡ 
 多目的࣮࣒ࣝ 142.80㎡ 
 見学ࣟビ࣮࣭஦務室࣭他 

緑ࡀ丘ࢫࢽࢸコ࣮ࢺ ஧宮町緑ࡀ丘 1-11-1 コ࣮ࢺ…㸱面 
 樹脂系཯硬質ࣛバ࣮  全天候型ࣝࣜࢡ࢔

஧宮町஧宮 ࢺコ࣮ࢫࢽࢸン࢔࢕ࢹࣛ  㸯面…ࢺコ࣮ࢫࣝࢢンࢩ  㸯面…ࢺコ࣮ࢫࣝࣈࢲ 1,222-2
カ࣮ࣛエ࣮ࢫ舗装(ࣝࣜࢡ࢔樹脂)  全天候型 

武 道 館 ஧宮町஧宮 961-25 床面積 325㎡ 
剣道場࣭柔道場 

町 立 体 育 館 ஧宮町山西 218-10 
  㸵㸯―㸷㸷㸶㸯 

体育室 825㎡ 
 157.5㎡ ࣒࣮ࣝࢢンࢽ࣮ࣞࢺ
多目的室 189㎡ 
会議室࣭幼児࣮࣭࣒ࣝ஦務室࣭倉庫 

町 民 運 動 場 ஧宮町山西 2023-1 
㸵㸯㸫㸶㸮㸱㸰 

運動場面積 36,266.43㎡ 
照明施設࣭芝ࡢ観覧席࣭஦務室࣭倉庫 

 
 



３　教育施設等の分布図

二宮小学校

ラ䝕䜱䜰ン䝔ニスコー䝖

武道館教育委員会
教育研究所

緑が丘䝔ニスコー䝖

町立体育館

二宮中学校

町役場
町民センター

生涯学習センター䠄ラ䝕䜱䜰ン䠅
図書館

学校給食センター

一色小学校

町民温水プール

山西プール

町民運動場

二宮西中学校

山西小学校

県
立
二
宮
高
校

ふたみ記念館
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㸯 学校教育ࡢ஦業概要 

 

教育総務課஦業  

㸦㸯㸧஦務局総務 

ձ教育委員 

࣭会議ࡢ開催㸦定例会、臨時会㸧 

࣭総合教育会議ࡢ運営 

࣭教育研究会ࡢ開催㸦随時㸧 

࣭視察研修等ࡢ実施 

㸦ᑠ࣭中学校及び教育施設訪問㸧 

ղ教育委員会表彰 

࣭教育委員会表彰ࡢ実施 

ճ教育研究所ࡢ充実       

࣭教育࡟関すࡿ専門的、技術的஦項ࡢ調査研

究࣭情報収集 

࣭教育研究所指ᑟ員࡟よࡿ訪問指ᑟ 

࣭教育要覧ࡢⓎ行 

࣭教育支援室ࡢ運営及び相談業務ࡢ充実 

㸦࢔㸧教育支援室ࠕやࡲびこࠖࡢ充実 

࣭不Ⓩ校専門機関࡜し࡚ࡢ教育支援 

センタ࣮機能ࡢ充実 

࣭児童࣭生徒࡜そࡢ保護者へࡢ支援 

࣭担任を含ࡴ学校へࡢ支援 

࣭教育指ᑟ員ࡢ配置 

㸦࢖㸧教育相談機能ࡢ充実 

࣭心理教育相談員やス࣮ࣝࢡソ࣮ࢩャࣝ 

ワ࣮カ࣮ࡢ活用 

࣭ス࣮ࣝࢡカ࢘ンセ࣮ࣛや関ಀ諸機関等࡜   

 連携ࡢ 

մ各種援助助成஦業 

࣭஧宮育英会助成஦業 

࣭特別支援学級児童生徒援助஦業 

㸦就学奨励費㸧 

࣭要保護及び準要保護児童生徒就学援助஦業 

յ教育委員会஦務室施設ࡢ管理 

 

㸦㸰㸧学校教育ࡢ充実 

ձ人権教育ࡢ充実 

࣭人権教育担当者会 

࣭職員研修ࡢ充実 

࣭道徳教育ࡢ充実 

ղ児童࣭生徒指ᑟࡢ充実 

࣭児童࣭生徒指ᑟ担当者会 

࣭教育相談コ࣮࢕ࢹネ࣮タ࣮担当者会 

ճコ࣑ュニ࣭࢕ࢸス࣮ࣝࢡ運営ಁࡢ進 

࣭地域࡜࡜も࡟あࡿ学校࡙ࡾࡃ 

࣭郷土愛ࡢ育成 

࣭家庭࣭地域࡜連携した教育ࡢ推進 

մ幼稚園࣭保育園࣭ᑠ学校ࡢ連携࡟立った 

教育ࡢ推進 

࣭幼稚園࣭保育園࣭ᑠ学校連携推進委員会࣭ 

交流会 

յ学校運営ࡢ充実 

࣭学校経営ࡢ充実㸦校長会、教頭会等ࡢ開催㸧 

࣭学校間ネッࢺワ࣮ࢡ活用ࡢ推進 

㸦࢔㸧教育ࡢ情報化、஦務ࡢ効率化 

㸦࢖㸧ネッࢺワ࣮ࢡ活用推進 

࣭統合型校務支援ࢩスࡢ࣒ࢸ本格運用 

ն将来࡟向ࡅた特色あࡿ学校࡙ࡢࡾࡃ推進 

࣭ᑠ中一貫教育カࣜキュࣛࡢ࣒作成 

࣭஧宮⏫ᑠ中一貫校設置計⏬ࡢ策定 

շ教育課程ࡢ充実 

࣭学習指ᑟ要領を基盤࡜した教育実践㸦ᑠ中

9年間を見通した系統的࡞学び࡙ࡾࡃ等㸧 

࣭野外活動ࡢ実施 

ո学習指ᑟࡢ充実 

࣭主体的࣭対話的࡛深い学びをಁす授業改善 

஧宮⏫教職員授業力向上研究஦業ࠕ࣭  進ಁࡢࠖ

࣭言語活動ࡢ充実࡟よࡿコ࣑ュニࢩ࣮ࢣョン 

能力等ࡢ向上 

չ外国語活動࣭英語教育ࡢ充実  

࣭英語検定受検ࡢ奨励 

࣭ᑠ学校外国語活動･英語教育研修会 

࣭外国語指ᑟ助手㸦ALT㸧ࡢ配置 

࣭ᑠ学校 外国語担当教員ࡢ配置 

պ学校体育ࡢ充実 

࣭⏫民温水࣮ࣝࣉを活用した水泳授業 

ջ支援教育推進஦業 

࣭支援教育補助員ࡢ派遣 

࣭特別支援教育学級校外行஦補助 

࣭㸳校合同特別支援学級交流会 

࣭特別支援教育担当者会 

࣭こࡢࡤ࡜教室㸦そ࡟っࡃ㸧ࡢ充実 

㸦࢔㸧そ࡟っࡃ担当者会、学校訪問 

㸦࢖㸧そ࡟っࡃ担当者࣭担当連絡会 

࣭஧宮⏫教育支援委員会 
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ռ児童生徒活動ࡢ充実 

࣭教育研究会各種大会補助 

࣭部活動推進 

㸦࢔㸧中学校部活動費補助 

㸦࢖㸧中学校部活動備品購入 

ս健康安全教育ࡢ充実 

࣭学校保健担当者会 

վ進路指ᑟࡢ充実 

࣭職場体験学習 

࣭キャࣜ࢔教育ࡢ推進 

տ読書指ᑟࡢ充実 

࣭学校図書館ࡢ計⏬的࡞利用 

࣭学校図書館指ᑟ員ࡢ派遣 

࣭⏫図書館࣭学校図書館連絡会議 

ր環境教育ࡢ充実 

ց福祉教育ࡢ充実 

ւ情報教育ࡢ充実 

࣭情報教育担当者会 

࣭教育ࡢ情報化ࡢ推進 

փ研修஦業ࡢ充実 

 塾ࡳࡃࡄࡣも࡝や子ࡳࡢ࡟࣭

࣭初任者研修会 

࣭特別支援教育研修会 

࣭児童࣭生徒指ᑟ研修会 

࣭ᑠ学校外国語活動研修会 

࣭中学校 

࣭幼稚園･保育園･ᑠ学校研修会 

࣭こࡢࡤ࡜教室そ࡟っࡃ研修会 

࣭普通救命講習会 

࣭学校間ネッࢺワ࣮ࢡ研修会 

࣭ICT活用指ᑟ力向上研修会 

࣭支援教育補助員研修会 

教࣭育研究会へࡢ支援㸦中郡ᑠ࣭ 中学校長会、 

中郡ᑠ࣭中学校教育研究会等㸧 

 

㸦㸱㸧健康安全対策及び学校給食ࡢ充実 

ձ児童生徒 

࣭各種保険へࡢ加入 

࣭学校災害見舞金 

࣭各種健康診断ࡢ実施 

 

㸦࢔㸧就学時健康診断業務 

㸦࢖㸧児童検診業務   

㸦࢘㸧生徒検診業務 

ղ教職員 

࣭஧宮⏫立学校教職員安全衛生推進連絡会 

࣭教職員健康診断、スࣞࢺスチ࢙ッࡢࢡ実施 

ճ学校医 

࣭公務災害賠償制度 

մ環境衛生 

࣭各種健康診断器具消毒委託 

࣭保健衛生備品ࡢ充実 

࣭学校環境衛生調査 

յ安全対策 

࣭通学路交通安全ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ基࡙ࡃ通学路

点検ࡢ実施 

࣭防災対策ࡢ充実 

࣭児童࣭生徒安全対策協議会ࡢ運営 

࣭防犯࣮ࢨࣈ及び防犯࢖࣍ッスࣝࡢ配付 

㸦ᑠ学㸯年生㸧 

࣭災害時児童࣭生徒用保存食等を備蓄 

ն学校給食ࡢ充実 

࣭学校給食センタ࣮運営委員会 

࣭衛生安全管理ࡢ充実 

࣭学校給食施設管理運営 

࣭職員研修ࡢ充実 

࣭地産地消ࡢ推進 

 

㸦㸲㸧学校施設整備ࡢ充実 

ձ教材教具ࡢ整備 

࣭教科教材備品購入 

ղ学校図書館ࡢ整備 

࣭学校図書館蔵書数充実 

࣭学校図書館へࡢ新聞配置 

࣭学校図書館指ᑟ員ࡢ配置 

࣭図書館ࣛ࣎ンࡢ࢔࢕ࢸ協力 

࣭蔵書࣮ࢹタベ࣮スࡢ活用 

࣭஧宮⏫図書館࣭関ಀ機関ࡢ࡜連携 

ճ学校施設等ࡢ整備 

࣭学校施設等現況調査ࡢ実施 

 

 

 



 

二宮町教育委員会における 

 

 

二 宮 町 立 学 校 教 育 目 標 
 

 

 

                              㸦ᖹ成㸰㸯ᖺ４月㸯日制定㸧 
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○ 人間尊重の精神ƴ基Ʈいた思いやǓの 

  心を持Ƭた児童・生徒の育成 
 

 

 

○ 学校・家庭・地域Ʊの協力ƴǑǔ、社会 

  ƴ奉仕ưきǔ児童・生徒の育成 
 

 

 

○ 知識や技能、自ǒ学ぶ意欲を身ƴƭけた、 

  自己実現を目指す児童・生徒の育成 
 

 

 

○ 心身の健康の保持ƴ必要Ƴ知識・習慣を 

  身ƴƭけた児童・生徒の育成 
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㸰   ᑠ࣭中学校ࡢ教育目標࡜計⏬㸦 概 要 㸧 

 二 宮 ᑠ 学 校  

［所在地］二宮⏫二宮㸶㸵㸰番地ࡢ㸯 

［電 話］㸵㸯－㸮㸯㸳㸵 ［設 立］明治㸴年㸴月㸰㸲日 

［ＦＡＸ］㸵㸯－㸵㸷㸷㸳 ［開校記念日］㸯㸯月㸰㸮日 

 

㸯 学校教育目標  心豊࡟࠿ 生ࡁ生࡜ࡁ活動ࡋ 自ࡽ考え共࡟学ࡧ合う子ࡢࡶ࡝育成 

 

㸰 ࡊࡵす子ࡢࡶ࡝姿 

   ☆ 自ศࡢ考えを࡜ࡾ࠿ࡗࡋ持ち、他者ࡢ࡜違いを認ࡵ、協働的࡟活動すࡿ子ࡶ࡝ 

   ☆ 自然や生ࡁ物や人࡟優ࡃࡋ接すࡿこࡁ࡛ࡀ࡜、命ࡢ大ษࡉを学ぶ子ࡶ࡝ 

   ☆ 健康࡛、粘ࡾ強ࡃ最後ま࡛やࡃࡠࡾ子ࡶ࡝ 

 

㸱 ࠕインクル࣮ࢩブ教育ࡢ推進ࠖ㸱ࡢࡘ重点項目 

  ձ 学ぶこ࡜、わࡿ࠿こࡢ࡜楽ࡉࡋを大ษࡋ࡟た学習指ᑟࡢ工夫 

    ࣭基礎基本ࡢ定着   ࣭主体的࣭対話的࡛深い学ࡢࡧ実現࡟向ࡅた授業࡙ࡾࡃ 

    ࣭見通࡜ࡋ振ࡾ返ࡿࡼ࡟ࡾ学ࡾࡃ࡙ࡧ   ࣭ユニバ࣮ࢧルデࢨインࡿࡼ࡟授業࡙ࡾࡃ 

    ࣭家庭学習࡜授業ࡢ࡜密接࡞結ࡁࡘࡧ 

  ղ 命ࡢ大ษࡉや互いを思いやࡿ心をࡴࡃࡄࡣ指ᑟࡢ充実 

    ࣭あいࡢࡘࡉ推進   ࣭道徳科を中心ࡋ࡜た道徳教育ࡢ充実 

    ࣭人権教育ࡢ充実   ࣭異学年交流や児童集会活動ࡢ充実 

    ࣭児童指ᑟ及ࡧ教育相談ࡢ充実࡜校内外ࡢ連携強化 

  ճ 健全࡞精神を支えࡿ心身ࡢ健康࡜Ᏻ全をᏲࡿ指ᑟࡢ充実 

    ࣭学校ࡁࡢまࡾをᏲࡿ意識ࡢ向上   ࣭基本的生活習慣ࡢ確立   ࣭健康࣭体力࡙ࡾࡃ 

    ࣭体育授業࡛ࡢ日常的࡞運動能力ࡢ向上   ࣭防災࣭防犯教育ࡢ充実 

 ◎㸱ࡢࡘ重点項目を支えࠕࡿ教師ࡢ指ᑟ力向上ࠖ 

   ձ 子ࡶ࡝一人ࡾ࡜ࡦをࡾ࠿ࡗࡋ見取ࡾ、聴ࡃ力࡜話す力ࡢ向上 

   ղ 学習指ᑟ要領࡟沿ࡗた授業計⏬ 

   ճ 主体的࣭対話的࡛深い学ࡢࡧ実現࡟向ࡅた授業ࡢ展開 

   մ 教師ࡢ指ᑟ力向上ࡢたࡢࡵ研修 

 

㸲 学校研究主題  ࡃࡼࡾࡼࠕ生ࡿࡁた࡟ࡵ 自ศࡢ思いࡀ表現࡛ࡿࡁ子、相手ࡢ思いࡀわࡿ࠿子ࠖ 

            道徳ࡢ授業を通࡚ࡋ ～心を育࡚ࡿ授業࡙ࡾࡃ～ 

 



 

         一色ᑠ学校  

                          ［所在地］二宮町百合が丘㸰－７ 

                          ［電 話］７㸯－㸯㸳㸲㸱  ［設 立］昭和㸲㸮年㸳月㸯日 

                          ［ＦＡＸ］７㸯－７９７㸳  ［開校記念日］    㸳月㸯日 

  
㸯 学校教育目標     心豊ࠊࡃࡋࡲࡃࡓ࡛࠿自ࡽ考え共࡟学ぶ子 
 

㸰 期待ࡿࡍ児童像     㸦㸯㸧自௚ࡢ心࡜体をいࡴࡋࡃࡘ子 

                 㸦㸰㸧ࡃࡼ聞ࡃࡼࠊࡁ考えࠊ共࡟学ぶ子 

              㸦㸱㸧ࡾࡤࡡ強ࡃ取ࡾ組ࡴ子 

                 㸦㸲㸧自然や地域社会࡟目を向ࠊࡅ関わࡿ子 
 
㸱 学校経営方針 
 

㸦㸯㸧࢖ン࣮ࣝࢡシ࡞ࣈ学校࡙ࡢࡾࡃ推進   

ձ多様性࡟気࡙ࠊࡁ尊重ࡋ合う児童ࡢ育成࡟努ࠋࡿࡵ 

ղ児童一人ࡢࡾ࡜ࡦ良ࡉを見ࠊࡅࡘ伝えࠊ自己肯定感を高ࡿࡵ取ࡾ組ࡳを⥅⥆ࠋࡿࡍ 

ճࡢ࡝子ࡶ࡟分ࡾ࠿やࡍいࡋࡶ࠾ࠊろい授業ࡢ創造࣭改善࡟努ࠋࡿࡵ 

մ子ࡢࡶ࡝少ࡢࡋ変化やࠊ周囲ࡢ言葉࣭ࡅ࠿行動࡟敏感ࠊࡾ࡞࡟見過࡞ࡉࡈい࡟ࡄࡍࠋ話を聞ࠋࡃ 

 

㸦㸰㸧自己肯定感を高ࠕࡢࡵࡓࡿࡵほ࡚ࡵ伸ࠖࡍࡤ指ᑟࡢ実践 

ձ体罰ࡢ根絶㸦体罰を࡞ࡋいࠊ体罰を見逃࡞ࡉい㸧ࠊ࡟全教職員一致団結࡚ࡋ取ࡾ組ࠋࡴ 

ղ何ࡀ良࠿ࡓࡗ࠿わࡼࡿ࠿うࠊ࡟具体的࡟ほࠋࡿࡵ結果ࠕࡃ࡞࡛ࡅࡔ過程ࠖࡶほࡅࡔࡿࡁ࡛ࠋࡿࡵ人前࡛ほࠋࡿࡵ 

ճ規範意識ࠕࠊࡣ叱ࠕࡶࡾࡼࠖࡿほ࡛࡜ࡇࠖࡿࡵ高ࠋࡿࡵ 

մ子ࡢࡶ࡝見方ࡀ変わࠊࡿ授業ࡀ変わࠊࡿ指ᑟࡢ௙方ࡀ変わࠊࡿ保護者へࡢ伝え方ࡀ変わࠊࡿ学校ࡀ変わࠋࡿ 

 

㸦㸱㸧学習指ᑟ要領(2020年度～2030年度予定)ࡢ着実࡞実施 

  ձ育成を目指ࡍ資質࣭能力ࡢ三ࡢࡘ柱㸦何ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࠿ࡿ࡞࡟㸧࡟基࡙いࡓ教育活動ࡢ実施 

   ◇生࡚ࡁ働ࡃ知識及ࡧ技能ࡢ習得  

   ◇未知ࡢ状況ࡶ࡟対応࡛ࡿࡁ思考力࣭判断力࣭表現力等ࡢ育成 

   ◇学ࡧを人生や社会࡟生࠿そうࡿࡍ࡜学࡟ࡧ向࠿う力ࠊ人間性等ࡢ涵養 

  ղ教育内容ࡢ主࡞改善事項ࠊそࡢ௚ࡢ重要事項 

    ◇言語能力ࡢ確実࡞育成  ◇理数教育ࡢ充実  ◇伝統や文化࡟関ࡿࡍ教育ࡢ充実   

◇㐨徳教育ࡢ充実   ◇体験活動ࡢ充実  ◇外国語教育ࡢ充実  ◇初等中等教育ࡢ一貫ࡓࡋ学ࡢࡧ充実 

◇主権者教育ࠊ消費者教育ࠊ防災࣭Ᏻ全教育ࡢ࡝࡞充実  ◇ࣉロࣛࢢミンࢢ教育を含ࡴ情報活用能力ࡢ充実 

◇子供ࡢࡕࡓⓎ㐩ࡢ支援㸦障ࡀい࡟応ࡓࡌ指ᑟࠊ日本語ࡢ能力࡟応ࡓࡌ指ᑟࠊ不Ⓩ校等㸧ࡢ充実 

  ճ主体的࣭対話的࡛深い学ࡧ㸦ࢡ࢔ࠕテ࣮࣭ࣛࣈ࢕ニンࢢ 㸧ࠖࡢ視点ࡢࡽ࠿学習過程ࡢ改善࣭実施 

    ◇学ぶ࡟࡜ࡇ興味や関心を持ࠊࡕ自己ࡢキャࣜ࢔形成ࡢ方向性࡜関連付ࠊࡽࡀ࡞ࡅ見通ࡋを࡚ࡗࡶ粘ࡾ強ࡃ取ࡾ

組ࠊࡳ 自己ࡢ学習活動を振ࡾ返࡚ࡗ次ࠕࡿࡆ࡞ࡘ࡟主体的࡞学ࡢࠖࡧ実現 

    ◇子供同士ࡢ協働ࠊ教職員や地域ࡢ人ࡢ࡜対話ࠊ先哲ࡢ考え方を手掛࡟ࡾ࠿考え࡜ࡇࡿ等を通ࠊࡌ自己ࡢ考えを

広ࡆ深ࠕࡿࡵ対話的࡞学ࡢࠖࡧ実現 

    ◇習得࣭活用࣭探求࡜いう学ࡢࡧ過程ࡢ中࡛ࠊ各教科等ࡢ特質࡟応ࠕࡓࡌ見方࣭考え方ࠖを働࠿せࠊࡽࡀ࡞知識

を相互࡟関連付ࡾࡼ࡚ࡅ深ࡃ理解ࠊࡾࡓࡋ情報を精査࡚ࡋ考えを形成ࠊࡾࡓࡋ問題を見い࡚ࡋࡔ解決策を考え

 実現ࡢࠖࡧ深い学ࠕう࠿向࡟࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ創造࡟思いや考えを基ࠊࡾࡓ

 

 㸦㸲㸧コミュニテ࣭࢕スࡢ࣮ࣝࢡ活性化 

   ձ学校運営協議会ࡢ活性化 ≒ 部会ࡢ活性化 

   ղ保護者࣭地域ࡢ࡜連携ࡢ強化 → 全教職員ࡀ部会࡟所属ࡿࡍ 

   ճⓏ下校時及ࡧ放課後ࡢ児童ࡢ見Ᏺ࣭ࡾ居場所࡙ࡿ࡞ࡽࡉࡢࡾࡃ推進 
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 山 西 ᑠ 学 校          

［所在地］二宮町山西㸯㸲㸮㸯 

［電 話］７㸰－㸱７７７  ［設 立］昭和㸳㸰年㸲月㸯日 

［ＦＡＸ］７㸯－７９７㸱  ［開校記念日］  㸲月㸯㸳日 

 

㸯 教育目標 ࠕ豊࡞࠿心ࠖࠕ健や࡞࠿体ࠖࠕ確࡞࠿学力ࠖを育ࠊࡳ自ࡢࡽ力࡛未来をたࡃࡋࡲࡃ 

生ࡁ抜ࡃ子ࡢ育成  㸦健や࡞࠿体࣭豊࡞࠿心࣭確࡞࠿学力㸧 

㸰 目指ࡍ子ࡢࡶ࡝姿  ○健康࡛元気࡞子 ○命を大ษࡿࡍ࡟子ࠊ思い合う心をࡿ࡚ࡶ子     

             ○聴い࡚考え࡚ࡄ࡞ࡘ子 

㸱 具体的࡞取組      ○ࠕ命ࡢ大ษさࠖࠕ人権尊重ࠖをᇶ盤ࡋ࡜た学校࣭学級経営ࡢ推進 

○互い࡟思い合う心をࡴࡃࡄࡣ指ᑟࡢ充実 

○健康࣭体力を高ࡿࡵたࡢࡵ運動機会ࡢ拡充 

○生活習慣ࡢ定着࡟向ࡅた家庭や関係団体ࡢ࡜連携拡充 

○学校研究ࡢ推進    ○Ẑ主体的・対話的Ể深い学びẑの実現 

○学ぶ習慣㸦家庭学習㸧ࡢ啓発    ○学力保障ࡅࡴ࡟た௙組ࡾࡃ࡙ࡳ 

○校務ศ掌ࡢ活性化 ○小中一貫教育の推進 

㸲 学校経営ࡘ࡟い  ࡚   目指す学校像：＊保護者・地域ẦỤ信頼さủ、児童ầ毎日通いたいể思う学校 

学び合い ࠙楽ࡃࡋ学び合う学校࣭児童  ࠚ

               ○豊࡞࠿人間関係࡜規範意識を醸成ࡿࡍ学校 

               ○わࡿ࠿授業を展開ࠊࡋᇶ礎ᇶ本ࡢ定着を図ࡿ学校 

               ○わࡿ࠿楽ࡋさを味わいࠊ学ぶ意欲࡜自信をᇵう学校 

               ○互い࡟育ち育࡚合う学習集団ࡿ࡞࡜学校 

 児童ࡿࡁ࡛ࡀ合いࠖࡋࡲ励ࠕ合いࠖࡅຓࠕ教え合いࠖࠕ○               

         ○௚者ࡢ話を聴ࠊࡁ考えࠊ自ࡢࡽ想いを発信࡛ࡿࡁ児童 

信 頼  ࠙誠実࣭丁寧  ࠚ

         ○児童ࡢᏳ心Ᏻ全をᇶ盤ࡋ࡟た教育環境ࠊ並び࡟授業࣭行事ࡢ実践 

         ○児童࣭保護者࣭地域ࡢ方々࣭同僚へࡢ共感的理解を軸ࡋ࡟た対応 

         ○い࣭ࡵࡌ暴力࡟正面ࡽ࠿向ࡁ合いࠊ児童ࡢ心身をᏲࠋࡿ 

         ○児童ࡢ育ちを最優先࡟誠実࣭丁寧࡞対応     ○事故࣭不祥事࡞ࡢい学校 

協 働  ࠙教育思想を尊重  ࠚ

         ○地域࣭保護者ࡢ教育思想を理解ࠊࡋ教育実践ࠋࡿࡆ࡞ࡘ࡟ 

                    ○地域ࡢ教育資源を活用ࠋࡿࡍ 

      ࠙児童をᏲࡾ育࡚ࡿ  ࠚ

             ○保護者࣭地域ࡢ方々࡜共ࠊ࡟学校内外ࡿࡅ࠾࡟児童ࡢᏳ全をᏲࠊࡾᏳ心࡚ࡋ学 

校生活を送ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿう࡟ດࠋࡿࡵ 

        ○教育環境ࡢ維持࣭整備࡟ດࠋࡿࡵ 

        ○自然災害等ࡢ緊急事態ࡇ࡟そ連動ࠊࡿࡍ地域ࡢ࡜関係࡙࡟ࡾࡃດࠋࡿࡵ 

          期待さủỦ教師像：＊高度ễ専門職ểしềの自覚を持ち、授業・児童・保護 

者ể向Ẩ合う教師 

＊互いỆ切磋琢磨し、教師ểしềの力量を高め合う教師 

㸳 コミュニティスク࣮ル  地域ỆợỦ学校運営への参画 

࠙運営ࡢ㸱ࡢࡘ柱  ࠚ ࣭見Ᏺࡾ部会 ࣭環境美化部会 ࣭学習支援部会 
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           ஧宮中学校  

 

                       ［所在地］二宮町二宮㸳㸲－㸰  

                       ［電 話］㸵㸯－㸮㸰㸴９  ［設 立］昭和㸰㸰年㸳月㸵日               

                       ［ＦＡＸ］㸵㸯－㸱㸲㸰㸵  ［開校記念日］   㸳月㸵日 

 㸯 教育目標 主体的࡟学ぶ意欲を持ࡕ人࡜積極的࡟関わࡾ公ᖹ࣭公正࡞心࡛行動࡛ࡿࡁ人主人公        

 

 㸰 経営方針 

ձ報告࣭連絡࣭相談ࡢ励行 

ղ率先垂範࡛ࡢ行動を心掛ࡿࡅ 

ճ整理整頓を心掛ࡿࡅ 

մワ࣮クࣛࣇ࢖バࣛンスを࡜ࡾ࠿ࡗࡋ意識ࡓࡋ働ࡁ方 

➄Ｐ㹂㹁Ａサ࢖クࣝを意識ࡓࡋ教育活動 

 

 㸱 重点目標࡜方策࣭具体的手ࡔ  ࡚

ձ学校研究ࡢ推進࣭学び合いࠊ認ࡵ合えࡿ集団を基礎ࡓࡋ࡜学級風土作ࡾ 

ղ特ูࡢ教科道徳ࡿࡅ࠾࡟指導ࡢ充実࣭ࡢ࡚࡭ࡍ教育活動を通ࠊࡓࡌ道徳的心情ุ࣭断力࣭実践意欲ࡢ 

育成      

ճ࢖ンク࣮ࣝシࣈ教育ࡢ推進࣭互いを認ࡵ合い࣭尊重ࡋあう人間関係ࡢ構築 

մコ࣑ュニテ࢕スク࣮ࣝࡢ推進ࠊ保護者地域ࡢ࡜協働を基盤ࡓࡋ࡜生徒ࡢ健全育成 

  

㸲 本ᖺ度ࡢ研究主題      

   学び࡟向࠿う力を高ࡢࡵࡓࡿࡵ授業改善 

―他࡜関わࠊࡽࡀ࡞ࡾ主体的࡟学び合う生徒ࡢ育成を目指ࡋ  ࡚― 

㸳 研究ࡢ内容 

ձ各教科࠾࡟い࡚ࠕࠊ教材ࡢ工夫ࠖࠊ࡜場面࡟応ࡓࡌ生徒ࠕࡢ࡬適切࡞支援ࠖを追究࡚ࡋいࡃ中࡛生徒ࡢ学び࡟向࠿う力を

高ࠊࡵ他ࡢ࡜関わࡢࡾ中࡛主体的࡟学び合えࡿ授業改善を推進࡚ࡋいࠋ࠙ࡃ 教科  ࠚ

 ղ特ู活動࠾࡟い࡚ࠊ学校行஦及び学級活動࠾࡟い࡚諸課題を解決ࡢࡵࡓࡿࡍ時間࡜適切࡞課題を設定ࠊࡋ話ࡋ合い活動ࡢ

方法や手順を身ࡅࡘ࡟させࠊ他者࡜関わࡽࡀ࡞ࡾ主体的࡟学び合う生徒を育成࡛ࡼࡿࡁう࡟工夫改善࡟取ࡾ組ࠋࡴ 

࠙学級活動ࠊ学校行஦  ࠚ

 ճ特ูࡢ教科 道徳࠾࡟い࡚ࠕ考えࠊ議論ࡿࡍ道徳ࠖࡢ指導法ࡢさࡿ࡞ࡽ工夫改善࡜本校ࡢ࡚ࡋ࡜評価方法を確立ࠋࡿࡍ 

࠙学ᖺ࣭学級㸦道徳ࠚ㸧  

 մ総合的࡞学習ࡢ時間࠾࡟い࡚ࠊ自己ࡢ生ࡁ方ࡘ࡟い࡚取ࡾ上ࠊࡆ自己ࡢキャࣜ࢔形成࡜関連࡙ࠊࡽࡀ࡞ࡅ生涯࡟わ࡚ࡗࡓ

探究ࡿࡍ能力を育ࠊࡢࡵࡓࡴ新࡞ࡓカࣜキュ࣒ࣛ開発࡟取ࡾ組ࠋ࠙ࡴ 学ᖺ࣭学級  ࠚ  

 㸴 研究方法㸦具体的࡞取ࡾ組ࡳ㸧 

  㸦㸯㸧日常ࡢ取ࡾ組ࡳ 

࣭道徳ࡢ時間࡛ࠕࠊ特ูࡢ教科道徳ࠖࡢ完全実施࡟向ࠕࠊࡅ考えࠊ議論ࠖࡿࡍ道徳ࡢ授業を展開ࠊࡋ指導法ࡢ工夫改善࡜評価

 ࠋࡴ組ࡾ取࡟課題解決ࡢい࡚ࡘ࡟方ࡾ在ࡢ

࣭各教科࡛ࠊ聴ࡁ合う場面や学び合う場面࡛言語活動や体験活動を充実させ࡚ࠊ主体的࣭対話的࡛深い学びࡼࡿࡁ࡛ࡀう授

業改善࡟取ࡾ組ࠋࡴ 

࣭総合的࡞学習ࡢ時間࡛ࠊ自己ࡢ生ࡁ方ࡘ࡟い࡚取ࡾ上ࠊࡆ自己ࡢキャࣜ࢔形成ࡢ方向性࡜関連付ࠊࡽࡀ࡞ࡅ生涯࡟わࡗࡓ

࡚探究ࡿࡍ能力をࡼࡿࡵࡃࡄࡣう࡟学習過程ࡢ工夫改善࡟取ࡾ組ࠋࡴ     

  㸦㸰㸧公開授業࣭校内授業研究会 

࣭全教員ࡀ研究主題࡟沿ࡓࡗ教科ࠊ道徳ࡢ時間ࡢ公開授業を行うࠋ 

࣭㸴月９ࠊ月࡟校内授業研究会を行うࠋ 
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      二宮西中学校  

 

［所在地］二宮町川匂㸱㸰㸱番地  

［電 話］㸵㸯－㸱㸯㸯㸴  ［設 立］昭和㸳㸳年㸲月㸯日 

［ＦＡＸ］㸵㸯－㸵９９㸯  ［開校記念日］   㸴月㸰日 

 㸯 教育理念 

    

㸦㸯㸧探究心࡟富ࠊࡳ意欲的࡟授業࡟取ࡾ組ࡴ生徒㸦本気㸧 

   㸦㸰㸧࠾互い࡟思いやࡢࡾ気持࡛ࡕ接ࠊࡋ困࡚ࡗいࡿ友࡟ࡕࡔ言葉ࡀけ࡛ࡿࡁ生徒㸦優気㸧 

   㸦㸱㸧自ศࡢ健康や安全ࡘ࡟い࡚考えࠊ判断ࡋ行動࡛ࡿࡁ生徒㸦活気㸧 

   㸦㸲㸧困難࡟対ࡋそࢀを乗ࡾ越えࡼうࠊࡾࡓࡋ࡜失敗を次࡟生ࡿࡍࡾࡓࡋ࠿こࡿࡁ࡛ࡀ࡜生徒㸦根気㸧 

   㸦㸳㸧自ࡽ気持ࡢࡕ良い挨拶を心ࡀけࠊ感謝ࡢ気持ࡕを素直࡟表現࡛ࡿࡁ生徒㸦輝気㸧 

 

 㸰 教育目標   

 くࠖࡀみࢆこころࠕ
    

 㸱 学校経営方針 

    

㸦㸯㸧ࠕチ࣮࣒学校ࠖࠕࡽ࠿ホ࣮࣒学校ࠖࡢ࡬進化 

  ࣭互い࡟信頼ࠊࡋ悩ࡳを共有ࠊࡋ互い࡟助け合うࠊ家族ࡼࡢう࡞温ࡢࡳ࠿あࡿ学校 

 い学校࡞見捨࡚ࡶࢀࡔࡢ生徒ࠊ成長を願いࡢ生徒ࡢ࡚࡭ࡍ࣭  

    

㸦㸰㸧目指ࡍ学校像実現࡟向け࡚ࡢ具体的࡞取ࡾ組ࡳ 

     ࣭学࣭࣭࣭࣭わࡿ࠿楽ࡋい授業を通ࡢ࡚࡭ࡍࠊ࡚ࡋ生徒࡟学ぶ喜びࠊ 

成就感を実感させࠕࠊࡽࡀ࡞確࡞࠿学力ࠖを育࡚ࠋࡍࡲ 
 

     ࣭心࣭࣭࣭࣭道徳ࡢ授業を充実させࠊこࢀを要ࠊࡽࡀ࡞ࡋ࡜ 

あࡽゆࡿ教育活動を通ࠕࠊ࡚ࡌ豊࡞࠿心ࠖを育࡚ࠋࡍࡲ 

     ࣭命࣭࣭࣭࣭自ࡢࡽ健康࡟関心を持ࠊࡕ自௚ࡢ命を大ษࡼࡋ࡟う 

 ࠋࡍࡲ体ࠖを育࡚࡞࠿健やࠕࠊ࡚ࡌ学びを通ࡿࡍ࡜

 㸲 目標具現化ࡢࡵࡓࡢ重点方策 

   ～教育目標実現࡟向け࡚ࡢ㸱本柱࡜手࡚ࡔ～ 

   ࣭道徳教育ࡢ充実࣭࣭࣭一層研修を深ࡵ道徳授業ࡢ実践を重ࡿࡡ 

   ࣭学校研究ࡢ推進࣭࣭࣭学校研究テ࣮࣐を設定ࠊࡋ授業力ࡢ向上を目指ࡍ 

   ࣭地域ࡢ࡜連携࣭࣭࣭࣭コ࣑ュニティ࣭スク࣮ルࡢ௙組ࡳを活用ࠊࡋ地域ࡢ力を学校教育࡟生࠿せࡿ

取ࡾ組ࡳを積極的࡟推進ࠋࡿࡍ 

   

 㸳 学校研究テ࣮࣐ 

ࠗ主体的࣭対話的࡛深い学びࡢ実現を目指ࡓࡋ授業改善  

～各教科ࠕࡢ見方࣭考え方ࠖを踏ࡲえࡓ発問࡟着目࡚ࡋ～  ࠘

 

互いͶ汗を流ͤことͶよΕɼ
様々͵教育活動を通ͣてɼ互い
の良いところを認めɼ共Ͷ感動
を味わえΖようͶͤΖɽ 

ホ࣮ࠕ※ ム学校ࠖ く࡙りのためのキ࣮ ワ࣮ ド 
㸰ࡘの࡝ࢇ࠿ࠕうࠖ…汗動࡜感動 

学࣭心࣭命 



回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 6月「9日 月 16:00 ࣭WGࡢ今年度ࡢ取組ࡘ࡟ࡳい࡚ 代表者 教育研究所

2 1月1「日 火 16:00 ࣭今年度ࡢ取組ࡢࡳ成果࡜課題 代表者 教育研究所

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 8月」日 月 15:30 ࣭各教科等ࡢᑠ中一貫カࣜキュࣛࡘ࡟࣒い࡚ 全教職員 ⏫民センタ࣮

2 9月17日 木 今後調整 ࣭ᑠ学校授業公開࣭参観
各ワ࣮キンࢢ

ࣉ࣮ࣝࢢ
各学校

3 10月「「日 木 今後調整
࣭中学校授業公開࣭参観
࣭授業公開࣭参観ࡢ振ࡾ返ࡾ

各ワ࣮キンࢢ
ࣉ࣮ࣝࢢ

各学校

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 5月1「日 火 15:30
教育研究所指ᑟ員講話ࠕ授業࡙ࡾࡃձ７ࡢࡘ視点ࠖࠊ
支援教育等ࡢ⏫ղ学習活動ࠖ஧宮ࡾࡃ授業࡙ࠕ

初任者
⏫民センタ࣮
」Aࣈࣛࢡ室

2 8月7日 金 13:00 学校給食センタ࣮࣭心泉学園等施設見学ࠊ講話ࠉ等
初任者࣭他市⏫࠿
転任者及び希ࡢࡽ
望者

⏫ෆ

※大磯⏫࣭஧宮⏫新採用教員合同研修会8ࠉ月19日㸦水㸧～「0日㸦木㸧

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 8月4日 火 9:30
࣭子ࡢࡶ࡝発達࡜支援ࡢあࡾ方ࡘ࡟い࡚
講師：明星大学教育学部教授ࠉ星山ࠉ麻木氏

特別支援学級教職
員及び保護者ࠊ⏫
民

⏫民センタ࣮
大ホ࣮ࣝ

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1
7月ୗ旬
調整中

14:00 ࣭言葉ࡢ教室通室児童ࡿ࠿࠿࡟情報交換及び研修
そࡃࡗ࡟通級
児童担任

஧宮ᑠ
そࡃࡗ࡟

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1
7月ୗ旬
調整中

月 14:00
࣭幼児教育࡜ᑠ学校教育ࡢ෇滑࡞接続ࡘ࡟い࡚
講師：神奈ᕝ県教育委員会ࠉ子ࡶ࡝教育支援課ࠉ指ᑟ主஦

低学年担任
及び希望者

⏫民センタ࣮
「Aࣈࣛࢡ室

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 4月「日 木 15:00

࣭服務ࡢ確認
࣭指ᑟࠊ支援ࡢあࡾ方
࣭学級担任等ࡢ࡜連携

支援教育補助員
⏫民センタ࣮
㸰Ａࣈࣛࢡ室

ᑠ中一貫カࣜキュ࣒ࣛ
ワ࣮キンࣉ࣮ࣝࢢࢢ

代表者会

ᑠ中一貫カࣜキュࣛࡢ࣒作成ࡢたࠊࡵ各教科等ࡢワ࣮キンࡢࣉ࣮ࣝࢢࢢ進捗状況
等ࡘ࡟い࡚情報交換等を行うࠋ

ᑠ中一貫カࣜキュ࣒ࣛ
ワ࣮キンࣉ࣮ࣝࢢࢢ

ࢢティン࣮࣑
ᑠ中一貫カࣜキュࣛࡢ࣒作成ࡢたࠊࡵ研究࣭協議ࠊ情報交換等を行うࠋ

こࡢࡤ࡜教室㺀そࡃࡗ࡟㺁
担当者࣭担任連絡会兼研修会

そࡃࡗ࡟担当者࡜通級児童ࡢ担任ࡀ情報交換をすࠋࡿ

⏬஦業計ࡢ4月1日現在※ࠉࠉࠉࠉࠉ研修஦業ࠉ㸱ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

幼稚園࣭保育園࣭ᑠ学校間ࡢ連携を深ࡿࡵた࡟ࡵ講話࣭応報交換等を通し࡚ࠊ幼࣭保࣭
ᑠ連携ࡘ࡟い࡚ࡢ共通認識を持ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡘ教職員࣭保育士ࡢ交流を深ࠋࡿࡵ

特別支援教育研修会

支援教育補助員研修会

初任者研修会

幼稚園࣭保育園࣭ᑠ学校
研修会

࡟方ࡾあࡢ連携ࡢ࡜指ᑟ࣭支援及び教職員࡞具体的ࡢ児童࣭生徒へࡿす࡜支援を必要ࠉ
ࠋࡿࡵい࡚理解を深ࡘ

発達㞀害及び支援ࡘ࡟い࡚ࡢ専門知識を深ࠊࡵ児童生徒支援ࡢあࡾ方を研修す
ࠋࡿ

教職員࡜し࡚ࡢ心構えや使命感を培いࠊ教育ࡢ専門職࡜し࡚ࡢ自覚を高࡜ࡿࡵ共
ࠋࡿࡵ理解を深ࡢい࡚ࡘ࡟教育ࡢ⏫஧宮ࠊ࡟
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回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 夏休ࡳ等 各校指定
校務ࡢ情報化ࡘ࡟い࡚
࣭校務支援システ࣒運用研修会

全員 各校

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 7月「7日 水 9:30

I（Tを活用した授業࡙ࡾࡃ
い࡚ࡘ࡟教育ࢢン࣑ࣛࢢロࣉ
講師：信ᕞ大学教育学部ࠉ佐藤ࠉ和紀氏

希望者 ⏫民センタ࣮

回 月࣭日 曜 開始時刻 場ࠉࠉ所

1 8月」日 金 13:00
⏫民センタ࣮

大ホ࣮ࣝ

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 4月「6日 金 15:30
講演会
講師：東京学芸大学ࠉ教授ࠉ粕谷ࠉ恭子氏

ᑠ学校全教員及び
中学校英語科教員

⏫民センタ࣮

6月
調整中

ᑠ学校外国語活動ࡢ効果的࡞指ᑟ法ࡘ࡟い࡚
講師：東京学芸大学ࠉ教授ࠉ粕谷ࠉ恭子氏

小学校教員及び
中学校英語科教員 各ᑠ学校

10月
調整中

ᑠ学校外国語活動ࡢ効果的࡞指ᑟ法ࡘ࡟い࡚
講師：東京学芸大学ࠉ教授ࠉ粕谷ࠉ恭子氏

小学校教員及び
中学校英語科教員 各ᑠ学校

11月
調整中

ᑠ学校外国語活動ࡢ効果的࡞指ᑟ法ࡘ࡟い࡚
講師：東京学芸大学ࠉ教授ࠉ粕谷ࠉ恭子氏

小学校教員及び
中学校英語科教員 各ᑠ学校

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 6月15日 月
中学校英語教育ࡢ効果的࡞指ᑟ法ࡘ࡟い࡚
講師：東京家政大学ࠉ教授ࠉ太田ࠉ洋氏

英語科教員 各中学校

2 1「月14日 月
中学校英語教育ࡢ効果的࡞指ᑟ法ࡘ࡟い࡚
講師：東京家政大学ࠉ教授ࠉ太田ࠉ洋氏

英語科教員 各中学校

回 月࣭日 曜 開始時刻 ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容 対象者 場ࠉࠉ所

1 8月4日 火 9:30
࣭子ࡢࡶ࡝発達࡜支援ࡢあࡾ方ࡘ࡟い࡚
講師：明星大学教育学部教授ࠉ星山ࠉ麻木氏

特別支援学級教職
員及び保護者ࠊ⏫
民

⏫民センタ࣮
大ホ࣮ࣝ

2

ࡶ࡝や子ࡳࡢ࡟
塾ࡳࡃࡄࡣ

教員࡜保護者ࠊ地域ࡢ方々ࡀ共࡟学び合いࠊ共通理解を図ࠊࡾ஧宮⏫ࡢ教育ࡢ充実を図
ࠋࡿ

中学校英語教育研修会

ෆࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ容

演題：ＩＣＴ活用࡜働ࡁ方改革
講師：特定非営利法人ほ࠿ࡗい࡝う学推進ࣇォ࣮ࣛࠉ࣒理஦長
氏ࠉ元康ࠉ新保ࠉࠉࠉ

ᑠ学校ࡢ࡜連携をふࡲえࠊᑠ中学校ࡿࡅ࠾࡟英語教育ࡘ࡟い࡚理解を深ࠊࡵ中学
校英語科教員ࡢ授業力向ୖを図ࠋࡿ

校務用P（を活用すࡿ㝿ࣜࡢテࣛシ࣮及び操作ࡘ࡟い࡚理解を深ࠋࡿࡵ

子ࡶ࡝たちࡢ学習意欲を高ࠊࡵ生ࡿࡁ力を育࡚9ࡿ年間を見通した質ࡢ高い教育ࡢ
あࡾ方を研修すࠋࡿ

教育ࡢ情報化研修会

I（T活用指ᑟ力向ୖ
研修会

学校間ネットワ࣮ࢡ
研修会

ᑠ学校外国語活動ࡢ効果的࡞指ᑟ法ࡘ࡟い࡚ࡢ知識࣭理解を深ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ実
践的࡞指ᑟ力向ୖを図ࠋࡿ

ᑠ学校外国語活動研修会

ࠋ研修ࡾࡃI（Tを活用した授業࡙ࡿࡀ࡞ࡘ࡟授業ࠖࡿ࠿わࠕ
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29 29
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1 1

2 2

～授業改善を通し䛶～

஧宮中 生徒䛾䛂主体的䞉対話的䛷深い学び䛃を実現す䜛た䜑䛾授業改善

～系統的䛺学びを意識した指ᑟ䛸聴䛝合い学び合う活動を通し䛶～

஧宮西中 䛂主体的䚸協働的䛻学びを深䜑䜛生徒䛾育成䛃

䛂自䜙考え䚸共䛻学び合う子䛾育成䛃 ஧宮西中 道徳教育䛾抜本的改善䞉充実䛻ಀ䜛支援஦業

～特ู䛾教科道徳䛾授業䛵䛟䜚を通し䛶～

山西ᑠ 䛂聴い䛶䚸考え䛶䚸学びを䛴䛺䛠子䛾育成䛃

～読䜐こ䛸䛾力を高䜑䜛言語活動䛾工夫～

４䚷指定研究校及び研究内容一覧 ஧宮町教育委員会䞉神奈川県教育委員会

年
度

஧宮町教育委員会 年
度

神奈川県教育委員会

学校名 研究内容 学校名 研究内容
஧宮町学び䛵䛟䜚推進研究஦業

一色ᑠ 䛂自䜙考え䚸伝え合い䚸学びを深䜑䜛子䛾育成䛃

～物語教材䛻䛚䛡䜛単元を通した授業䛾工夫を通し䛶～

஧宮ᑠ 䛂自ศ䛾思い䛜表現䛷䛝䜛子䚸相手䛾思い䛜わ䛛䜛子䛃䜲ンク
ル䞊シブ教育䛾学級経営を通し䛶

～心を育䛶䜛授業䛵䛟䜚～

஧宮中 䛂思考力䞉ุ断力䞉表現力を䛿䛠䛟䜐た䜑䛾指ᑟ法䛾工夫改善䛃

～聴䛝合い学び合う活動を通し䛶～

山西ᑠ 䛂聴い䛶䚸考え䛶䚸学びを䛴䛺䛠子䛾育成䛃

～読䜐こ䛸䛾力を高䜑䜛言語活動䛾工夫～

஧宮西中 䛂主体的䚸協働的䛻学びを深䜑䜛生徒䛾育成䛃

～言語活動䛾充実䛻䜘䜛授業改善を通し䛶～

஧宮町 ᑠ中一貫教育推進研究委託஦業

コミュニテ䜱䞉スク䞊ルᑟ入等ಁ進஦業

道徳教育䛾抜本的改善䞉充実䛻ಀ䜛支援஦業䛂考え䚸議論す
䜛道徳䛃䛾実践

～物語教材䛻䛚䛡䜛単元を通した授業䛾工夫を通し䛶～

஧宮中 䛂思考力䞉ุ断力䞉表現力を䛿䛠䛟䜐た䜑䛾指ᑟ法䛾工夫改善䛃

஧宮町学び䛵䛟䜚推進研究஦業

山西ᑠ

஧宮ᑠ 䛂自ศ䛾思い䛜表現䛷䛝䜛子䚸相手䛾思い䛜わ䛛䜛子䛃䜲ンク
ル䞊シブ教育䛾学級経営を通し䛶～心を育䛶䜛授業䛵䛟䜚～

神奈川県教育委員会:䛄い䛾ち䛅を大ษ䛻す䜛心を䛿䛠䛟䜐教
育推進研究委託஦業
䛂自尊感情を高䜑䜛自他䛾䛄い䛾ち䛅を大ษ䛻す䜛教育䛾推進
～道徳教育䛾実践を通し䛶～

～聴䛝合い学び合う活動を通し䛶～

山西ᑠ 䛂聴い䛶䚸考え䛶䚸学びを䛴䛺䛠子䛾育成䛃

～読䜐こ䛸䛾力を高䜑䜛言語活動䛾工夫～

一色ᑠ 䛂自䜙考え䚸伝え合い䚸学びを深䜑䜛子䛾育成䛃

஧宮中

஧宮町教職員授業力向上研究஦業

山西ᑠ 䛂自䜙䛾い䛾ちを守䜛教育䛃䛻関す䜛研究

஧宮ᑠ 䛂䜘䜚䜘䛟生䛝䜛た䜑䛻自ศ䛾思い䛜表現䛷䛝䜛子䚸相手䛾思
い䛜ศ䛛䜛子䛃

コミュニテ䜱䞉スク䞊ル推進体制構築஦業

஧宮西中 䛂主体的䚸協働的䛻学びを深䜑䜛生徒䛾育成䛃

～言語活動䛾充実䛻䜘䜛授業改善を通し䛶～

ᑠ中一貫教育推進研究委託஦業஧宮町

～特ู䛾教科道徳䛾授業䛵䛟䜚を通し䛶～

山西ᑠ 䛂聴い䛶䚸考え䛶䚸学びを䛴䛺䛠子䛾育成䛃

道徳䛾授業を通し䛶～心を育䛶䜛授業䛵䛟䜚～

஧宮ᑠ

一色ᑠ 䛂主体的䞉対話的䛻学びを深䜑䜛子䛾育成䛃

道徳教育䛾抜本的改善䞉充実䛻ಀ䜛支援஦業

～聴䛝合い学び合う活動を通し䛶～

஧宮西中 䛂主体的䚸協働的䛻学びを深䜑䜛生徒䛾育成䛃

～読䜐こ䛸䛾力を高䜑䜛言語活動䛾工夫～

஧宮中 生徒䛾䛂主体的䞉対話的䛷深い学び䛃を実現す䜛た䜑䛾授業改善

一色ᑠ 䛂自䜙考え䚸共䛻学び合う子䛾育成䛃

～特ู䛾教科道徳䛾授業䛵䛟䜚を通し䛶～

～授業改善を通し䛶～

஧宮町教職員授業力向上研究஦業

஧宮ᑠ 䛂䜘䜚䜘䛟生䛝䜛た䜑䛻自ศ䛾思い䛜表現䛷䛝䜛子䚸相手䛾思
い䛜ศ䛛䜛子䛃

山西ᑠ 䛂自䜙䛾い䛾ちを守䜛教育䛃䛻関す䜛研究

道徳䛾授業を通し䛶～心を育䛶䜛授業䛵䛟䜚～

一色ᑠ

山西ᑠ 䛂聴い䛶䚸考え䛶䚸学びを䛴䛺䛠子䛾育成䛃

～読䜐こ䛸䛾力を高䜑䜛言語活動䛾工夫～

஧宮中 学び䛻向䛛う力を高䜑䜛た䜑䛾授業改善

～他䛸関わ䜚䛺䛜䜙，主体的䛻学び合う生徒䛾育成を目指し䛶～

஧宮西中 䛂主体的䞉対話的䛷深い学び䛾実現を目指した授業改善䛃

～各教科䛾䛂見方䞉考え方䛃を踏まえた発問䛻着目し䛶～

஧宮町教職員授業力向上研究஦業

஧宮ᑠ 䛂䜘䜚䜘䛟生䛝䜛た䜑䛻自ศ䛾思い䛜表現䛷䛝䜛子䚸相手䛾思
い䛜ศ䛛䜛子䛃

山西ᑠ 道徳教育䛾抜本的改善䞉充実䛻ಀ䜛支援஦業

道徳䛾授業を通し䛶～心を育䛶䜛授業䛵䛟䜚～
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㸳 教育研究所  

㸯 基ᮏ方針 

  ○多様化࣭個ู化࣭高度化ࡿࡍ教育をࡿࡄࡵ諸課題へྲྀࡢ組ࡳ 

  ○生涯学習ࡢ視点࡟立っ࡚ࡢ教育をࡿࡄࡵ諸課題へྲྀࡢ組ࡳ 

㸰 主ࡿࡓ業務 

教育࡟関ࡿࡍ専門的࣭ᢏ術的஦項ࡢ調査研究ࠊ情報収集ࠊ研修及び教育相談を行うࠋ 

  ○教育ニ࣮࡟ࢬ対応࡛ࡿࡁ調査研究࣭研修     ○教育相談 

  ○教育情報ࡢネットワ࣮ク化           ○青少ᖺ相談 

  ○不Ⓩ校児童࣭生徒へࡢ対応 

㸱 具体的ྲྀ࡞組ࡳ 

㸦㸯㸧教育調査࣭研究 

ձ ஧宮町教職員授業力向上研究஦業 英語教育推㐍஦業 情報教育推㐍஦業 

ղ 全国学力࣭学習状況調査及び全国体力࣭運動能力ࠊ運動習慣等調査ࡢ分析࣭活用  

ճ 教科用図書採択࡟関ࡿࡍ調査࣭研究 

 

㸦㸰㸧教育課題ࡢ研修  

ձ ஧宮町ᑠ中一貫教育研修会 ᑠ学校外国語活動研修会             

ղ 児童࣭生徒指ᑟ研修会 初任者研修࣭経験者研修(訪問指ᑟ࣭訪問相談)         

ճ 支援教育研修会 幼稚園࣭保育園࣭ᑠ学校研修会 ＩＣＴ活用指ᑟ力向上研修会 

 

㸦㸱㸧教育情報ࡢ収集࣭提供 

ձ 教育要覧ࠕ஧宮ࡢ教育ࠖࡢⓎ行 

ղ 学校࣭社会教育団体ࡢ教育研究冊子等ࡢ収集࣭整理࣭提供   

ճ 教育研究図書ࡢ収集࣭整理࣭提供 

մ 教育研究所ࡢࡾࡼࡔⓎ行 

 

㸦㸲㸧教育相談室 

ձ 相談対象  ஧宮町在住ࡢ町民ࠊ児童࣭生徒࡜そࡢ保護者ࠊ教職員 

ղ 相談内容  教育をࡿࡄࡵ諸課題ࠊ悩ࠊࡳ疑問 

㸦学習࣭勉強ࠊ就学࣭㐍路ࠊ学校生活ࠊ子育࡚ࠊ健康࣭安全ࠊ学級経営㸧  

ճ 相談日時  ア 原則࡚ࡋ࡜月曜日～金曜日ࡢ午前㸷時～午ᚋ㸲時 

イ 国民ࡢ休日࡟関ࡿࡍ法ᚊ࡟規定ࡿࡍ日ࠊᖺᮎ࣭ᖺ始ࡢ休日を除ࠋࡃ 

մ 相談形態  ア 来所相談  相談者ࡀ直接来所࡚ࡋ相談員࡟相談 

イ 電話相談  相談者ࡢࡽ࠿電話ࡿࡼ࡟相談 

必要ࡾࡼ࡟来所相談を勧ࠋࡿࡵ 

ウ 訪問相談  相談者ࡢ家庭へ相談員ࡀ訪問࡚ࡋ相談 

エ 巡回相談  各ᑠ中学校へࡢ巡回相談 

յ 機関連携  ア 相談内容࡟応ࠊ࡚ࡌ関ಀ機関ࡸ学校ࡢ࡜連携を図ࡾࡼࡾ良い方向付ࡅ 

をࠋࡿࡍ 

        イ 教育支援室ࡲࡸࠕびこ 子育࡚࣭健ࠊSSWࠊ࣮ࣛࢭク࣮ࣝカウンࢫࠊࠖ

康課ࠊ児童相談所ࡢ࡜連携 
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㸦㸳㸧教育支援室ࡲࡸࠕびこࠖࡢ運営 

ձ 設置目的  心理的࣭情緒的࡞要因ࡾࡼ࡟Ⓩ校࡞ࡋいࠊあࡿい࡞ࡁ࡛ࡶ࡚ࡃࡓࡋࡣい児 

童࣭生徒を対象࡟自立支援࣭適応指ᑟࡢ充実を図ࠋࡿ 

ղ 通室対象  ア ஧宮町立ᑠ࣭中学校࡟在籍及び町内在住ࡢ児童࣭生徒 

イ 学校ࠊ保護者࣭ᮏ人ࠊ教育支援室専任教諭等ࡿࡼ࡟協議を経࡚ࠊ学校

長ࡢᢎ認ࠊ࡜ࡶࡢ教育委員会ࡀ体験通室ࠊ通室を決定ࡓࡋ児童࣭生徒 

ウ 児童࣭生徒ࡢ在籍ࡣ原籍校ࠋࡿࡍ࡜ 

ճ 開室日等  ア 原則࡚ࡋ࡜月曜日～金曜日ࡢ午前㸷時㸱㸮分～午ᚋ㸰時㸲㸮分 

イ 長期休業日㸦夏Ꮨ࣭冬Ꮨ࣭春Ꮨ㸧ࡢ開室ࠊࡣ個々ࡢ児童࣭生徒ࡢ 

状況࡟合わせ࡚配慮ࠋࡿࡍ 

ウ 国民ࡢ休日࡟関ࡿࡍ法ᚊ࡟規定ࡿࡍ日ࠊᖺᮎ࣭ᖺ始ࡢ休日を除ࠋࡃ 

մ 指ᑟࡢ重点 ア ⥅⥆的欠席者へࡢ早期対応ࠊ࡚ࡋ࡜学校ࡢ࡜連携を図ࠊࡾ教育相談࣭ 

訪問相談を行うࠋ 

イ 多彩࡞体験活動を通ࠊ࡚ࡋ不Ⓩ校児童࣭生徒ࡢ自立性࣭自主性を高 

 ࠋࡿ意欲化を図ࡢ社会活動へࠊࡵ

ウ 不Ⓩ校児童࣭生徒ࡢ理解ࡸ学校復ᖐಁ㐍ࡵࡓࡢ個ู面談を充実ࠋࡿࡍ 

エ 不Ⓩ校児童࣭生徒ࡸそࡢ保護者ࡢ࡜交流を深ࡿࡵ中࡛ࠊᮏ人ࡸ保護 

者ࡢᏙ立感ࡸ不安をྲྀࡾ除ࠊࡁ自立性࣭自主性ࡀ高ࡼࡿࡲうࠊ相談 

活動ࡢ充実を図ࠋࡿ自信を喪失ࠊࡋ不安࡞状態࡟あࡿ保護者ࡸ児童࣭ 

生徒ࡁࡼࡢ相談相手ࠊࡾ࡞࡜前向࡟ࡁ考えࡼࡿࢀࡽう࡟支援ࠋࡿࡍ 

 

            ※ 教育相談室࣭教育支援室ࡢ実績ࠗࡣやまびこ要覧࠘参照 

㸲 所 員 

   所長࣭教育部長㸦兼務㸧    …㸯名      指ᑟ主஦ 㸦兼 務㸧        …㸰名 

   教育支援室㸦適応指ᑟ㸧専任教諭…㸯名    教育研究所指ᑟ員㸦会計ᖺ度任用職員㸧…㸯名 

ᑠ中一貫教育研究員㸦会計ᖺ度任用職員㸧…㸯名    心理教育相談員㸦会計ᖺ度任用職員㸧 …㸰名 

SSW㸦会計ᖺ度任用職員㸧        …㸰名     県派遣 SSW㸦会計ᖺ度任用職員㸧    …㸰名 

教育指ᑟ員㸦会計ᖺ度任用職員㸧  …㸯名         

㸳 名称࣭所在地等 

  名 称  ஧宮町教育研究所 㸦教育相談室࣭教育支援室ࡲࡸࠕびこ 㸦ࠖ旧適応指ᑟ教室㸧㸧 

  所在地  神奈川県中郡஧宮町஧宮㸷㸴㸯番地㸦஧宮町教育委員会内㸧 

  電 話  教育研究所  0463-75-9261㸦内線 339࣭338㸧  

教育相談室࣭教育支援室ࡲࡸࠕびこࠖ 

0463-75-9261㸦内線 430㸧 

0463-72-2883㸦直通㸧 

F A X   0463-73-4050 

  開 設  教育相談室        ᖹ成 㸰ᖺ㸲月㸯日 

教育相談࣭適応指ᑟ教室  ᖹ成 㸲ᖺ㸲月㸯日 

教育研究所        ᖹ成㸯㸲ᖺ㸲月㸯日 

教育研究所ࡢ改編統合   ᖹ成㸰㸮ᖺ㸲月㸯日 
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㸴 こࡢࡤ࡜教室㸦そ࡟っࡃ㸧 
 

㸯 教室紹介 

 
㸦㸯㸧設置ࡽࡡࡢい 

    会話ࡀ苦手ࡔっ࠾ࠕࠊࡾࡓさ࡜ࠖ࡞࠿言いࡓい࡞࡟ࠖ࡞࠿ࡓ࠾ࠕ࠿࡜ࠖ࡞࠿ࡷࡋ࠾ࠕ࡟ࡢ

っ࡚ࡲࡋっࠊࡾࡓᑠさ࡞音ࡀ聞こえࡃ࡟い࡜いうࡼう࡞悩ࡳを持っ࡚いࡿ子ࡓࡢࡕࡓࡶ࡝

 ࠋࡓࡋ開室࡟ᖹ成㸯㸰ᖺ㸲月࡚ࡋ࡜教室ࡢࡵ

࡝子ࡿっ࡚いࡲࡋ自信を失っ࡚࡟一時的ࠊ࡛࡜いうこ࡜い࡞話せ࡟上手ࡀࡤ࡜こࠊࡓࡲ    

 ࠋࡿい࡚ࡋう指ᑟ࣭支援ࡼࡿࡁ能力をⓎ揮࡛ࡸ可能性࡞様々ࡿᮏ来持っ࡚いࡀࡕࡓࡶ

    通称を㸦そ࡟っࡃ㸧ࠋࡿࡍ࡜ 

 

㸦㸰㸧学習ࡢ௙方 

    子࡜ࡶ࡝先生ࡀ࡜㸯対㸯࡛行う個ู指ᑟ࡛通級制ࠋࡿࡍ࡜個人࡟対応ࡓࡋ指ᑟ࣭支援ࡀ

 ࠋࡿメࣜット࡛あ࡞ࡁ大ࡀࡢࡿࡁ࡛

    通級ࠊࡣ࡜各教科等ࡢ指ᑟࡣ在籍࡚ࡋいࡿ普通学級࡛ཷࠊࡽࡀ࡞ࡅ言語ࡢ状態等࡟応ࡌ

ࢀ学校を離ࡸ学級ࡢ自分ࠊ指ᑟを࡞特ูࡓ 㸦࡚そ࡟っࡃ㸧࡛ 一定ࡢ時間ཷࡿࡅこ࡜を言うࠋ 

  在籍校ࡢ担任࡜協力࡚ࡋ情報交換ࠊࡾࡓࡋ指ᑟᚋࠊ保護者ࡢ࡜面談を行っࠊࡋࡾࡓ家庭

 ࠋ指ᑟを行う࡞効率的ࡽࡀ࡞ࡾ࡜連携をࡢ࡜担任࡜

    指ᑟ回数ࠊࡣ㐌㸯回を原則ࠊࡋ࡜指ᑟ時間ᖏࡣ固定制ࠋࡿࡍ࡜問題ࡢ内容ࡸ程度࡟応ࡌ

࡚定期指ᑟ㸦月㸯回㸧ࡿ࡞࡟場合ࡶあࠋࡿ㸯回ࡢ指ᑟ時間ࡣ㸯～㸰単位時間を目安ࡿࡍ࡜

 ࠋࡿࡍ配慮ࡶっ࡚ࡼ࡟学ᖺ等ࠊࡀ

 

㸦㸱㸧対象児童࣭生徒 

     ձ 言語࡟指ᑟ࣭支援を必要ࠊࡋ࡜保護者ࡀ通級指ᑟを希望ࡿࡍ児童࣭生徒ࠋ  

     ղ ஧宮ᑠ学校ࡢ児童以外ࡢ場合ࠊࡣ通級࡟保護者ࡀ付ࡁ添えࡿ児童࣭生徒ࠋ 

 

㸦㸲㸧通級手⥆ࡁ 

    電話ࡣࡓࡲ面談ࡿࡼ࡟教育相談を㸦そ࡟っࡃ㸧࡛ཷࠊࡅ㸦そ࡟っࡃ㸧担当者ࡀ通級指ᑟを

必要ุ࡜断ࡓࡋ場合࠾࡟い࡚ࠊ保護者ࡣ在籍校ࡢ校長を通ࠊࡌ教育委員会ࠕ࡟通級申請書ࠖ

を提出ࠋࡿࡍ 

    教育委員会ࡀ通級指ᑟを適当࡜認ࡓࡵ場合ࠊ通級開始ࠋࡿ࡞࡜ 

 

㸦㸳㸧通級指ᑟࡢ終了 

    㸦そ࡟っࡃ㸧担当者ࠊࡣ通級指ᑟࡢ必要࡞ࡃ࡞ࡀっุ࡜ࡓ断ࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ教育委員会࡟対

保護ࡾࡼ࡟௚஦情ࡢそࠊࡓࡲࠋࡿ࡞࡜通級終了ࡤࢀࡵ認࡜い࡞ࡀ必要性ࡢ指ᑟࠊࡋ報告ࡋ

者ࡀ通級を終了ࡓࡋい場合ࠊࡣ申ࡋ出ࡾࡼ࡟通級終了ࠋࡿ࡞࡜ 

 

㸰 名称࣭所在地等 

 
   名  称  ஧宮町通級指ᑟ教室こࡢࡤ࡜教室㸦そ࡟っࡃ㸧 

   設置場所  ஧宮町立஧宮ᑠ学校 

在 所 地  神奈川県中郡஧宮町஧宮㸶㸵㸰番地ࡢ㸯 

電  話  0463-71-0157   FAX  0463-71-7995 

設  置  ᖹ成㸯㸰㸦2000㸧ᖺ㸲月㸯日 
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㸵 学校給食センタ࣮ 

㸯 目的 

㸦㸯㸧⏫立学校࠾࡟い࡚実施さࡿࢀ学校給食ࡢ調理等を効果的ࡘ࠿能率的࡟処理すࡿため࡟給食  

センタ࣮を置ࠊࡁセンタ࣮方式࡚࡟実施すࠋࡿ 

㸦㸰㸧児童࣭生徒࡟Ᏻ全ࡘ࠿栄養ࣛࣂࡢンスࢀ࡜ࡀた給食を提供しࠊ望ましい食習慣を形成すࡿ  

 ࠋࡿ努め࡟充実ࡢ食育࡝࡞

㸰 業務 

 Ᏻ全࡛栄養ࣛࣂࡢンスࢀ࡜ࡀた࠾いしい給食ࡢ提供 

㸦㸯㸧食物ࡢ調理࠾よび配送    㸦㸱㸧食器ࠊ食缶等ࡢ洗浄ࠊ消毒࠾よび保管 

㸦㸰㸧給食用物資ࡢ調達      㸦㸲㸧そࡢ他ࠊ教育委員会࠾࡟い࡚必要࡜認めࡿ業務 

㸱 学校給食センタ࣮運営委員会 

㸦㸯㸧運営委員会ࡢ設置 

   ࣭ 学校給食ࡢ業務を円滑࡟すࡿため࡟運営委員会を置くࠋ 

㸦㸰㸧運営委員会ࡢ構成 

   ࣭ 教育委員௦表           ࣭ 学校給食センタ࣮薬剤師 

   ࣭ ⏫立各ᑠ࣭中学校長௦表      ࣭ 学識経験者そࡢ他教育長ࡢ指定すࡿ者 

   ࣭ ⏫立各ᑠ࣭中学校ＰＴＡ௦表 

㸲 給食ࡢ配送先 

   ࣭ ஧宮⏫立஧宮ᑠ学校  ࣭ ஧宮⏫立୍色ᑠ学校  ࣭ ஧宮⏫立山西ᑠ学校 

   ࣭ ஧宮⏫立஧宮中学校  ࣭ ஧宮⏫立஧宮西中学校 

㸳 給食実施計⏬㸦௧和㸰ᖺ㸳月㸯日現在㸧 

㸦㸯㸧給食人員…………………࣭ᑠ学校   1,196人   ࣭中学校    625人 

              ࣭教職員    222人    ◎合計   2,043人 

㸦㸰㸧給食稼働日数㸦ᖺ間㸧…コࣟࢼウイࣝス感染症࡟伴う休校࡟よࠊ࡚ࡗ 

日数ࡣ 5月 29日現在未確定 

㸦㸱㸧給食費㸦月額㸧…………࣭ᑠ学校   4,050円   ࣭中学校   4,800円 

㸴 所 員㸦௧和㸰ᖺ㸳月㸯日現在㸧 

所長㸦 兼務 㸧㸯名       栄養教諭 ･･･････ 㸯名                    

஦務職員 ･･･････ 㸯名      学校栄養技師 ････㸯名 

会計ᖺ度任用職員･･･････ 㸯名                    

㸵 名称࣭所在地 

   名 称   ஧宮⏫学校給食センタ࣮ 

   所在地   神奈川県中郡஧宮⏫緑ࡀ丘㸯୎目 12番地ࡢ㸯 

   電 話   0463-71-3488 

   開 設   ᖹ成 22ᖺ９月㸯日 

施設ࡢ特徴 

㸯．児童生徒࡟Ᏻ心࣭Ᏻ全࡛࠾いしい給食を提供すࡿためࠊ࡟作業効率ࡢ良いࣛࢻイシス   

テムࡢᑟ入ࠊ環境࡟配慮したオ࣮ࣝ電化施設࡜しࠊまたࠊHACCP※や各種基準を遵Ᏺし

たࠊ衛生性࣭Ᏻ全性࣭作業性࡟優ࢀた施設࡛すࠋ※Hazard Analysis Critical Control Point 

㸰．スチ࣮ムコンベクションオ࣮ブンࡢᑟ入࡟よࠊࡾ給食献立࣮ࣜࢺ࣮ࣃࣞࡢを増やす࡞

 ࠋますࡁ学校給食を推進し࡚いࡿ魅力あࠊ࡝



 

 

 

第７章 社 会 教 育 
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㸦㸯㸧生涯学習ࡢ推㐍 

ձ生涯学習推㐍体制ࡢ充実 

࣭社会教育委員会議ࡢ開催 

ղ生涯学習施設ࡢ充実 

࣭生涯学習ࢭンࡢ࣮ࢱ管理運営 

࣭生涯学習ࢭン࢔࢕ࢹࣛࠕ࣮ࢱンࠖ長ᑑ命化計⏬

 策定ࡢ

࣭ふࡳࡓグ念館ࡢ管理運営 

ճ生涯学習情報ࡢ提供 

࣭広報࢖࣭ࡸࡳࡢ࡟ンࢺࢵࢿ࣮ࢱ(⏫HP) 

࣭団体࣭サ࣮クࣝ情報ࠕ身近࡞余暇ࠖࢻ࢖࢞ 

մ学習機会ࡢ提供 

 民大学推㐍஦業⏫ࡸࡳࡢ࡟࣭

  生涯学習ࣛ࣎ン࢔࢕ࢸ企⏬運営஦業 

  (㺏) 郷土࣭歴史࡟関ࡿࡍ学習 

  (㺐) 芸術࣭文化࡟関ࡿࡍ学習 

  (㺑) 趣味࣭教養࡟関ࡿࡍ学習 

  (㺒) 暮࣭ࡋࡽ社会࡟関ࡿࡍ学習 

  (㺓) 公募講ᗙ 

յ生涯学習ࡢ支援 

࣭生涯学習支援஦業 

 (㺏) 団体࣭サ࣮クࣝ情報ࡢ提供 

(身近࡞余暇ࢻ࢖࢞) 

 (㺐) ⏫民大学サ࣮ࢱ࣮࣏(人ᮦࣂンク)ࡢ推㐍 

 (㺑) 生涯学習ࣛ࣎ンࡢ࡬࢔࢕ࢸ支援及び連携 

ն人権教育ࡢ推㐍㸦研修会ࡢ開催㸧 

  

㸦㸰㸧青少ᖺ健全育成 

ձ青少ᖺ健全育成推㐍体制ࡢ充実 

࣭青少ᖺ問題協議会 

࣭青少ᖺ指ᑟ員連絡協議会 

࣭青少ᖺ環境浄化推㐍員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

ղ青少ᖺ活動ࡢ支援࣭充実 

࣭広域連携中学生交流洋上体験研修ࡢ࡬参加 

࣭㸯ᕷ㸲⏫㸯ᮧ青少ᖺ交流࢟ャンࡢ࡬ࣉ参加 

࣭子ࡶ࡝野外研修ࡢ開催 

࣭子ࡶ࡝会活動ࡢ࡬支援 

   (㺏) ࣮࣮ࣜࢲ研修会 

   (㺐) 子ࡶ࡝野外研修ࡢ࡬支援 

   (㺑) 子ࡶ࡝会育成会連絡協議会 

㸦単位子ࡶ࡝会㸧ࡢ࡬支援 

࣭青少ᖺ健全育成஦業 

ճ成人式ࡢ開催 

࣭実行委員会ࡢ࡬補助㸦支援㸧 

մ青少ᖺ社会環境浄化活動ࡢ推㐍 

࣭環境浄化࣮ࣝࣟࢺࣃ 

࣭愛࣮ࣝࣟࢺࣃࡢ運動 

࣭社会環境実態調査 

࣭青少ᖺ非行࣭被害防止街頭࢟ャン࣮࣌ン 

࣭子࣭ࡶ࡝若者育成支援街頭࢟ャン࣮࣌ン 

յ コ࣑ュࢫ࣭࢕ࢸࢽク࣮ࣝ活用஦業 

࣭家庭教育ࡢ充実 

   (㺏) ஧宮⏫ PTA連絡協議会ࡢ࡬補助࣭支援 

࣭地域教育஦業ࡢ推㐍 

(㺏) 子ࢳࡶ࡝ャࣞンࢪ教室 

(㺐) 地域学校協働活動推㐍員ࡢ設置 

(㺑) 放課後子ࡶ࡝教室 

ն青少ᖺ指ᑟ者ࡢ養成及び研修 

࣭子ࡶ࡝会育成会㸦指ᑟ者㸧࣭ 青少ᖺ指ᑟ員 

研修会 

 

㸦㸱㸧伝統文化ࡢ継承࡜⏫文化ࡢ創造 

ձ⏫民ࡢ文化活動ࡢ充実 

 利用促㐍ࡢン࢔࢕ࢹ࣭ࣛ

࣭⏫文化祭ࡢ開催 

 ࢺソンコンサ࣮࣐ࣛࣀ࢔ࣆン࣭࢔࢕ࢹ࣭ࣛ

 開催ࡢ

࣭文化団体ࡢ࡬支援࡜連携 

㸯 社会教育ࡢ஦業概要 

生 涯 学 習 課 ஦ 業 
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ղ郷土文化ࡢ保護࣭育成 

࣭文化財保護委員会 

࣭文化財保護஦務嘱ク員ࡢ設置 

 整備ࡢャࣝ郷土館ࢳ࣮ࣂ࣭

࣭文化財資料ࡢ整理࣭保存 

࣭⏫指定文化財管理補助金ࡢ交付 

࣭民俗芸能保存会連絡協議会ࡢ࡬支援 

࣭஧宮高校相模人形芝居ࡢ࡬支援 

࣭民俗芸能ࡢつ࡝い 

 

㸦㸲㸧地域ࢶ࣮࣏ࢫ活動ࡢ推㐍 

 ձ各種大会࣭ࢶ࣮࣏ࢫ஦業 

  ࣭஧宮⏫体育祭 

  ࣭⏫内一周継走大会 

 教室ࢶ࣮࣏ࢫ࣭  

   サ࣮࢝ࢵ教室㸦ᑠ学生㸧 

 ղ社会体育団体ࡢ࡬支援 

  ࣭体育協会加盟団体㸦21団体㸧補助 

  ࣭ᕷ⏫ᮧᑐ抗ࡀ࡞࠿わ駅伝大会参加補助 

 ճࢶ࣮࣏ࢫ推㐍委員活動ࡢ推㐍 

 推㐍委員連絡協議会ࢶ࣮࣏ࢫ࣭  

 

㸦㸳㸧体育施設ࡢ適ษ࡞整備 

 ձࢫࢽࢸコ࣮ࢺ㸦緑ࡀ丘࣭ࣛ࢔࢕ࢹン㸧 

 ղ஧宮⏫武道館 

 ճ⏫立体育館 

 մ஧宮⏫民運動場 

 յ⏫営山西࣮ࣝࣉ 

 ն஧宮⏫民温水࣮ࣝࣉ 

 շᑠ中学校体育館࣭運動場等ࡢ開放 

 

㸦㸴㸧図書館ࡢ運営ࡼ࠾びサ࣮ࡢࢫࣅ充実 

ձ図書館運営体制 

࣭図書館協議会 

 

ղ図書等資料ࡢ充実 

࣭図書資料ࡢ購入࣭収集࣭保存 

࣭視聴覚資料ࡢ購入࣭収集࣭保存 

࣭地域資料ࡢ整備࣭充実 

࣭஧宮⏫図書館基金ࡢ活用 

࣭雑誌࣏ࢫンサ࣮制ᗘࡢ実施 

 

ճ図書館利用ࡢ促㐍 

࣭開館日数ࡢ増ࡼ࠾び閉館時間ࡢ変更 

 ࣭月ᮎ館内整理休館日ࡢ開館 

࣭閉館時間：ᖹ日水金  午後㸵時 

        火木土日⚃ 午後㸳時 

図࣭書館ࣛ࣎ンࡢ࢔࢕ࢸ活動㸦修理ࣛ࣎ン࢔࢕ࢸ、

録音図書ࣛ࣎ン࢔࢕ࢸ、書架整理ࣛ࣎ン࢕ࢸ

 㸧࢔

࣭図書࣭資料ࡢ予約、ࣜクࡢࢺࢫ࢚受付 

࣭推薦図書ࡢ紹介 

࣭図書館ࡢࡾࡼࡔⓎ行 

࣭図書館࣮࢕ࢸࡾࡼࡔンࢬ版ࡢⓎ行 

࣭㸱ᕷ㸱⏫広域利用஦業 

あう絵ᮏ࡛࡚ࡵࡌࡣࡀࢇࡷࡕ࠿あࠕ࣭ 㸦ࠖ赤ࢇࡷࡕ

絵ᮏࣜࢺࢫ㸧ࡢ配ᕸ 

࣭図書及び雑誌ࣜサ࢖クࣝコ࣮ࡢ࣮ࢼ設置 

࣭図書館ク児サ࣮ࢫࣅ 

 共催㸧࡜஦業㸦子育࡚࣭健康課ࢺ࣮ࢱࢫクࢵࣈ࣭

࣭子育࡚情報コ࣮࣭࣮ࢼ関連図書コ࣮ࡢ࣮ࢼ設置 

࣭子育࡚支援講ᗙࡢ開催 

クࠖ増補改訂版ࢵࣈࢻ࢖࢞人物ࡢࡾ࠿ࡺ஧宮ࠕ࣭

  活用ࡢ

 設置ࡢ࣮ࢼコ࣮ࠖࡵࡍࡍࡢ読書࣮࣑ࣜ࢓ࣇࠕ࣭

配置ࡢ相談員ࡢᮏࡢ࡬࣮ࢼコ࣮ࢇ࡯ࡢࡶ࡝ࡇ࣭

㸦通ᖺ㸧 

 

մ情報提供࣭ࢺࢵࢿワ࣮クࡢ推㐍 

࣭図書館ࡢ࣒ࢸࢫࢩ更新 

࣭県内図書館情報ࢺࢵࢿワ࣮ク㸦㹉㹊ࢺࢵࢿ㸧ࡢ 

活用 

 ᑐ応ࡢࢫンࣞ࢓ࣇ࣭ࣞ

࣭利用者用࢖ンࢺࢵࢿ࣮ࢱ端ᮎࡢ提供 

 受付ࡢ予約࡜蔵書検索ࡿࡼ࡟ࢺࢵࢿ࣮ࢱン࢖࣭

࣭図書館ࡼ࠾ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍び SNS㸦図書館公式

ࡓࡋ活用ࢆク㸧ࢵࣈࢫ࢖࢙ࣇ⏫、࣮ࢱࢵ࢖ࢶ

情報Ⓨ信 
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յ図書館࡟親ࡴࡋ஦業ࡢ充実 

࣭わ࡭ࡽう࡛ࡓあそࡰう！ 

 会ࡋ࡞ࡣ࠾いࡷࡕいࡕ࣭

 あそびࡳࡀࡾ࠾࡜会ࡋ࡞ࡣ࠾࣭

 大会ࡁࡆうࡻࡂࢇ࡟࣭

࣭大人ࡋ࡞ࡣ࠾ࡴࡋࡢࡓࡀ会㸦共催㸧 

 

ն学校教育活動ࡢ࡜連携 

࣭஧宮⏫図書館࣭学校図書館連絡会議 

࣭ᑠ࣭中学生ࡢ総合学習利用 

࣭中学生ࡢ職場体験学習ࡢ受ࡅ入ࢀ 

࣭஧宮高校⚄奈川大学࢖ン࣮ࢱンࡢࣉࢵࢩ受ࡅ 

入ࢀ 

࣭⏫内学校ࡢ教員ࡢ研修㸦社会体験㸧 

࣭中学生ࡢ࡜意見交換会ࡼ࠾び図書館見学会ࡢ 

開催 

 Ⓨ行ࡢいᮏࠖࡓࡵࡍࡍ࡟ᑠ࣭中学生ࠕ࣭

 

㸦㸵 㸧஧宮⏫図書館個人利用統計㸦令和元ᖺᗘ㸧 

 

  入館   

者数 

新規Ⓩ  

録者数 

貸出   

者数 
貸 出 冊 数㸦冊㸧 返却   

冊数 

予約࣭   

ࣜクࢺࢫ࢚ 
開館  

日 
  

  㸦人㸧 㸦人㸧 㸦人㸧 図書 雑誌 AV 合計 㸦件㸧 

合計 147,764 686 75,629 172,618 9,406 14,609 196,633 198,129 11,902 261 

一日   

ᖹ均 
566  2.6  290  661  36  56  753  759  46    

           

前  

ᖺᗘ 
174,944 854 85,393 194,846 10,300 18,371 223,517 223,710 12,920 284 

増減 -27,180 -168 -9,764 -22,229 -894 -3,762 -26,885 -25,581 -1,551 -23 

前ᖺ

比 
84.5% 80.3% 88.6% 88.6% 91.3% 79.5% 88.0% 88.6% 88.5% 91.9% 



 
- 57 - 

 令和元ᖺᗘ 広域利用新規Ⓩ録者数  238 人 

㸦大磯⏫、ᖹ塚ᕷ、秦野ᕷ、伊勢原ᕷ、中井⏫、ᑠ田原ᕷ㸧  

 

஧宮⏫ࡢ人口             27,551 人㸦令和 2 ᖺ 4 月 1 日㸧 

現在Ⓩ録者数             39,118 人 

஧宮在住Ⓩ録者数           22,400 人 

広域利用資格Ⓩ録者数         15,801 人 

在勤࣭在学資格Ⓩ録者数          811 人 

 

○ 開館時間        火木土日⚃  午前 9 時 30 ศ～午後 5 時 

            ᖹ日水金   午前 9 時 30 ศ～午後 7 時 

○ 貸出冊数࣭期間     ᮏ࣭雑誌   5 冊2   ࡛ࡲ 㐌間 

              ＡＶ資料   3 点1   ࡛ࡲ 㐌間 
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㸰 ࡳࡢ࡟や⏫民大学推進஦業㸦令和元年ᗘ実績報告㸧 

趣旨 ⏫民ࡢ多様࡞学習ニ࣮࡟ࢬ応えࠊ⏫をࢫテ࣮ࠕ࡟ࢪい࡝ࠊࡶ࡛ࡘこ࡛ࠖࡶ࡛ࢀࡔࠊࡶ楽ࡋ

 ࠋࡿ推進を図ࡢ一層ࡢ生涯学習ࠊࡾࡃࡘ場ࠖをࡢ学びࠕࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡃ

㸯．一般講ᗙ 

多様࡞学習ニ࣮࡟ࢬ応えࡓ学習機会をᥦ供すࠋࡿ講ᗙ࣭教ᐊࡢ企⏬運営ࠊࡣ࡟生涯学習ࣛ࣎

ンテࡀ࢔࢕参⏬ࠊࡋ⏫民ࡀ主体ࡓࡗ࡞࡜講ᗙࡢ運営をࡊࡵすࠋ 

 日程 講ᗙ࣭教ᐊ名 対象 講師 定員 
参加

者 

1 4 月 16 日㸦火㸧 やࡃࡋࡉᥥࡃ写仏入門 一般 加藤 ᐋ文氏㸦保安寺 副ఫ職㸧 20 人 18 人 

2 

5 月 23 日㸦木㸧 

5 月 30 日㸦木㸧 

6 月 6 日㸦木㸧 

6 月 13 日㸦木㸧 

外国人࡜話せࡼࡿうࢁ࡞࡟

う 
一般 中塚 恵美氏㸦元中学校英語教師㸧 20 人 18 人 

3 6 月 23 日㸦日㸧 草木染ࡵ体験 一般 白⏿ ࠿࡝ࡲ氏㸦染織家㸧 10 人 10 人 

4 6 月 30 日㸦日㸧 漢方を࡜ࡗࡶ知ࢁう 一般 ୕ୖ 正利氏㸦日本漢方協会副会長㸧 20 人 20 人 

5 

8 月 29 日㸦木㸧 

9 月 5 日㸦木㸧 

9 月 19 日㸦木㸧 

10 月 13 日㸦木㸧 

10 月 17 日㸦木㸧 

始ࡢ࡚ࡵ楽ࡋいコ࣮ࣛࢫ 一般 曽ᡃ 芳江氏ࠊ岩崎千恵氏 20 人 21 人 

6 9 月 11 日㸦水㸧 ࣮࣏ࢫツ吹矢体験 一般 市川 雅俊氏 15 人 19 人 

7 

11 月 7 日㸦木㸧 

11 月 14 日㸦木㸧 

11 月 21 日㸦木㸧 

11 月 28 日㸦木㸧 

12 月 19 日㸦木㸧 

文学ࠕࢬ࣮ࣜࢩ俳句ࡢᡂ立࡜

そࡢ流ࠖࢀ 
一般 升水 昭夫氏 30 人 17 人 

8 11 月 9 日㸦土㸧 ஧宮ゆࡢࡾ࠿人物を知ࢁう 一般 
石井 敬士㸦元஧宮⏫図書館࢔ドバ

 㸧࣮ࢨ࢖
20 人 17 人 

9 11 月 10 日㸦日㸧 
ࡢ想い出ࠊうࢁࡃࡘ࡛࣐࣍ࢫ

 バムࣝ࢔
一般 

బ藤 祐一㸦湘南஧宮ＩＴクࣛブ会

員㸧 
15 人 9 人  

10 11 月 12 日㸦火㸧 
音楽ࠕࢬ࣮ࣜࢩ尺八ࡢ世界を

楽ࠖࡴࡋ 
一般 

森 丹山氏㸦尺八㸧 

小瀬村 雅萩氏㸦伴奏箏㸧 
40 人 31 人 

11 

1 月 21 日㸦火㸧 

1 月 22 日㸦水㸧 

2 月 4 日㸦火㸧 

2 月 18 日㸦火㸧 

初心者ࡢ楽ࡋい陶芸体験教

ᐊ 
一般 ஧見 秀一氏㸦陶芸家㸧 15 人 10 人 

12 
1 月 30 日㸦木㸧 

2 月 13 日㸦木㸧 
楽ࡋい暮ࡢࡋࡽ書道教ᐊ 一般 戸田 芳扇氏㸦文化書道講師㸧 20 人 16 人 

13 2 月 23 日㸦日㸧 
寺院ࡾࡄࡵ鑑賞講ᗙ㸦鎌倉

編㸧 
一般 

浪川 幹夫氏㸦鎌倉歴史文化交流館

学芸員㸧 
15 人 11 人 

合計 217人 
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㸱 家庭࣭地域教育推進㸦令和元ᖺᗘ実績報告㸧 

 

家庭࣭地域教育の充実のたࠊࡵ講ᗙ࣭研修会等の開催や団体間のネࢺࢵワ࣮ࢡを目指ࠋࡍ 

 

㸯．PTA役員研修会 

㸦㸯㸧 趣旨 

PTA ࡃを聞ࢫ࢖バࢻ࢔ࡿࡍ対࡟活動ࠊを学び࡜ࡇ࡞活動や役割等の基本的ࠊい࡚ࡘ࡟

研修ࠊ࡟うࡼࡿ࡞࡜一助࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ活動࡟ࡁ前向ࠊࡋ役員への不Ᏻ等を払拭࡛࡜ࡇ

 ࠋࡿࡍ

㸦㸰㸧 会場 ラ࢔࢕ࢹン ࢕ࢸ࣮࣑ン࣒࣮ࣝࢢ㸰 

㸦㸱㸧 日程࣭内容 

 日 時：ᖹ成31ᖺ4月13日㸦土㸧13時30分～15時30分．࢔

 教職員ࠊ対 象：PTA本部役員．࢖

ウ．内 容：講話ࠕPTA活動の基礎࣭基本～子ࡶ࡝たちの健や࡞࠿成長のた࡟ࡵ～ࠖ 

エ．講 師：ᑠ菅 聡子 氏㸦中教育஦務所指ᑟ課 社会教育主஦兼指ᑟ主஦㸧 

 参加者：38人．࢜

 

 

㸰． PTA家庭教育学級 

㸦㸯㸧趣旨 

PTA 学習機会を提供ࠊࡵのたࡾࡃい家庭࡙ࡿ明ࠊ育成࡞の健全ࡶ࡝子ࠊࡾ࡞࡜主体ࡀ

 ࠋࡿࡍ開催࡟ࡵたࡿの連携を図࡜家庭教育の推進ཬび地域の人々ࠊࡋ

㸦㸰㸧内容 

各単位 PTA の成人教育委員ࡿࡼ࡟企⏬࣭㐠営 

 ஧宮中  ஧宮西中  ஧宮小  一色小  山西小  

第䠍回  6／7 

䛂骨盤䜶ク䝃䝃䜲䝈䛃 

講師：竹田  幸恵氏  

場所：஧宮中柔道室  

6／21 

䛂䝦ッ䝗マッ䝃䞊䝆講座

䛸子育䛶情報交換会䛃 

講師：加藤  早苗氏

䠄癒し処  ゆ䜛庵䠅 

場所：஧宮西中  

 

6/21 

芸術鑑賞教室  

䝗䝷䝮䝟䝣䜷䞊マン䝇 

䛂鼓和―ｃｏｒｅ䛃 

場所：஧宮小学校  

体育館  

※学校䛸 PTA 䛷共催  

11/20 

䛂䝤䝸䝄䞊䝗䝣䝷ワ䞊

䜰䝺ン䝆䝯ン䝖＆   

䝷ンチ䛃 

講師：警部先生  

場所：一色小、 

指帆亭  

7/6 

䛂䝢䝄作䜚䛃 

場所：山西小中庭  

  家庭科室  

参加者  21 人  参加者  15 人  参加者  約 90 人  参加者  18 人  参加者  49 人  

第䠎回  10／10 

社会科見学  

横浜方面キ䝸ン䝡䞊

䝹工場見学＆䝷ンチ

䝡ュッ䝣䜵 

10／11 

社会見学  

䛂ワ䜲䝘䝸䞊䛷の工場

見学䞉桔梗屋工場䛃 

場所：䝝䜲䝆の村、䝅ャ   

    䝖䝺䞊ゼ䝧䝹䝣䜷   

    䞊䝺ワ䜲䝘䝸䞊、 

桔梗屋  

－ － 

11/30 

䛂環境美化䠄校地

内伐採䠅䛸おし䜛こ 

＆やきいも䛃 

場所：山西小学校  

参加者  34 人  参加者  27 人  － - 参加者  60 人  

 

 12/22  ஧宮⏫ＰＴＡ連絡協議会五校合同企⏬஦業  䛂いのちを考え䜛䛃      

〇第䠍部：䛂現役大学生の描くいのち䛃  講師：菅田  悠介氏、谷津  綾菜氏  

〇第䠎部：䛂いのちの䝞䝖ンタッチ䛃     講師：鈴木  中人氏      

場所：䝷䝕䜱䜰ン ホ䞊䝹 
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㸱．放課後子ࡶ࡝教室 

㸦㸯㸧趣旨 

⏫立ᑠ学校࡟通う児童㸦㸯～㸴ᖺ生㸧を対象ࠊࡋ࡜放課後࡟Ᏻ心࣭Ᏻ全࡞居場所࡙ࡃ

場をࡿࡍ体験活動を࡚ࡋᏳ心ࡀたちࡶ࡝子ࠊ地域の方々の参⏬を得࡚ࠊ࡚ࡋ࡜の一環ࡾ

提供ࠋࡿࡍ 

㸦㸰㸧日程࣭内容 

 ࠙஧宮ᑠ学校放課後子ࡶ࡝教室 場所：஧宮ᑠ学校体育館ࠚ 

回数 日時 内容 サ࣮࣏タ࣮ 参加者児童数 

 ձ 10月21日㸦月㸧 昔㐟び࣭自由㐟び 16人 105人 

 ղ 11月11日㸦月㸧 昔㐟び࣭自由㐟び 17人 99人 

ճ 11月18日㸦月㸧 ࢶ࣮࣏ࢫ体験࣭自由㐟び 10人 117人 

մ 11月25日㸦月㸧 段࣮ࣝ࣎工作࣭自由㐟び 10人 124人 

յ 12月 9日㸦月㸧 ＩＴ体験࣭自由㐟び 13人 121人 

ն 12月16日㸦月㸧 ࢶ࣮࣏ࢫ体験࣭自由㐟び 9人 109人 

շ 1月20日㸦月㸧 ࢶ࣮࣏ࢫ体験࣭自由㐟び 10人 102人 

合計 777人 

࠙一色ᑠ学校放課後子ࡶ࡝教室 場所：一色ᑠ学校体育館ࠚ 

回数 日時 内容 サ࣮࣏タ࣮ 参加者児童数 

 ձ 10月21日㸦月㸧 ࢢࣟࣉラ࣑ンࢢ㸦3～6ᖺ対象㸧 7人 16人 

 ղ 11月11日㸦月㸧 ࢢࣟࣉラ࣑ンࢢ㸦1～2ᖺ対象㸧 9人 21人 

ճ 11月18日㸦月㸧 ཭情の山࡛宝探࣭ࡋ自由㐟び 6人 37人 

մ 12月 2日㸦月㸧 ࢶ࣮࣏ࢫ体験࣭自由㐟び 10人 39人 

յ 12月17日㸦火㸧 段࣮ࣝ࣎工作 10人 32人 

ն 1月22日㸦水㸧 段࣮ࣝ࣎工作 9人 38人 

շ 2月 3日㸦月㸧 音楽࡛㐟ぼう 6人 35人 

合計 218人 

山西ᑠ学校放課後子ࡶ࡝教室 場所：山西ᑠ学校体育館ࠚ 

回数 日時 内容 サ࣮࣏タ࣮ 参加者児童数 

 ձ 10月 4日㸦金㸧 木工࣭段࣭࣮ࣝ࣎自由㐟び 7人 32人 

 ղ 10月11日㸦金㸧 木工࣭段࣭࣮ࣝ࣎自由㐟び 8人 32人 

ճ 10月25日㸦金㸧 木工࣭段࣭࣮ࣝ࣎自由㐟び 8人 34人 

մ 11月15日㸦金㸧 木工࣭段࣭࣮ࣝ࣎自由㐟び 6人 39人 

յ 11月22日㸦金㸧 木工体験࣭自由㐟び 8人 39人 

ն 12月 6日㸦金㸧 たࡁ火体験࣭木工࣭自由㐟び 7人 46人 

շ 12月13日㸦金㸧 たࡁ火体験࣭自由㐟び 8人 43人 

合計 265人 

 

※㸦ୖ表右ୖ項目㸧 

サ࣮࣏タ࣮…放課後子ࡶ࡝教室サ࣮࣏タ࣮ࠋ㐟びの指ᑟやᏳ全管理員࡚ࡋ࡜子ࡶ࡝のᏳ全を見Ᏺࠋࡿ 
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㸲．子ࡶ࡝チャࣞンࢪ教室 

㸦㸯㸧趣旨 

関ࡿࡍ対࡟科学࡟たちࡶ࡝子ࠊ࡚ࡌを通࡝࡞科学現象の実験体験࡞や身近ࡾࡃの࡙ࡶ

心や創造力を高ࠋࡿࡵ 

㸦㸰㸧日程࣭内容 

 日程 講ᗙ࣭教室名 対象 講師 定員 参加者 

1 5 月 11 日㸦土㸧 

＜母の日講ᗙ＞  

ョンࢩネ࣮࣮࢝ࡾ手作ࠕ

をࢮࣞࣉンࡼࡋࢺうࠖ 

ᑠ学生 長嶋 ゆࡾ࠿氏 12 人 10 人 

2 7 月 27 日㸦土㸧 
を作ࢺࢵࢣࣟࣝࢩペンࠕ

 飛ばそう࡚ࠖࡗ
ᑠ学生 野村 堯雄氏 20 人 13 人 

3 
8 月 23 日㸦金㸧 

8 月 24 日㸦土㸧 

ࢺࢵࢣࣟࣝࢺ࣎ࢺࢵペࠕ

を作࡚ࡗ飛ばそうࠖ 
ᑠ学生 江見 千秋氏 20 人  4 人 

合計 27人 
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㸲 人権教育推進஦業 

 

 

㸯．人権教育研修会 

㸦㸯㸧 趣旨  

性別ࡽ࡜࡟わࡎࢀ自分ࡃࡋࡽ生ࡿࡁたࠊ࡟ࡵ声をୖࡿࡆ人権ࡀ増え࡚いࡿ中࡛ࠊ誰ࡶ

 ࠋࡿࡍ࡜の一助ࡵ合うたࡵを認࡜ࡇࡿࡁ生ࡃࡋࡽ自分ࡀ

㸦㸰㸧 日 時：令和2ᖺ1月23日㸦木㸧13時～15時 

㸦㸱㸧 会 場：⏫民ࢭンタ࣮ 㸱Ｂࢡラࣈ室 

㸦㸲㸧 内 容： ࠗ性の多様性の中࡛生ࡿࡁ私たち࠘ 

㸦㸳㸧 講 師：୕輪 美和子氏㸦NPO法人LGBTの家族࡜཭人をࡄ࡞ࡘ会東京理஦㸧 

㸦㸴㸧対 象：⏫内在住ࠊ在勤ࠊ教職員 

㸦㸵㸧参加者：12人 
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生涯学習課㸦生涯学習࣭スポ࣮ࢶ班㸧 

஦業 

 

㸦㸯㸧各種大会࣭スポ࣮ࢶ஦業の充実 

ձ ஧宮町体育祭 

ղ 町内一周継走大会 

࣭地区対抗の部 

࣭一般࣮࢜プンの部 

ճ スポ࣮ࢶ教室 

࣭サ࣮࢝ࢵ教室(小学生) 

࣭硬式ࢸニス教室㸦小学生࠿ら大人㸧 

 

 

㸦㸰㸧地域スポ࣮ࢶ活動の振興 

ձ 社会体育推進஦業 

࣭体育協会加盟団体補助㸦21団体㸧 

 補助 

࣭市町村対抗࠿なࡀわ駅伝大会参加 

 補助 

  ࣭各種大会参加者傷害保険への加入 

 

ղ スポ࣮ࢶ推進委員活動஦業 

    

  

㸦㸱㸧体育施設の整備 

ձ ࢸニスコ࣮ࢺ 

࣭緑ࡀ丘ࢸニスコ࣮ࢺ㸦94.10開設㸧 

࣭ラ࢔࢕ࢹンࢸニスコ࣮ࢺ(06.4開設) 

ղ ஧宮町武道館(80.4開設) 

ճ 町立体育館(85.4開設) 

մ ஧宮町民運動場(90.6開設) 

յ 町営山西プ࣮ル(82.6開設) 

ն 町民温水プ࣮ル(94.4開設) 

շ 小中学校体育館、運動場等の開放 

 

 

５ 社会体育の஦業概要 



ձ

ղ 武道館

ճ

մ

յ

ն

շ 小࣭中学校の体育施設

運動場  二宮西中 合計

366

14,014

体育館  二宮西中 合計

745

13,232

武道場

0

190

1,3911,266

山西小

95

2,529

件数

人数

二宮西中

126

1,721

件数

人数

二宮中

6,881 1,165

一色小

81

件数

12,280

11,374

人数

1,710

大人

団体利用

件数

山 西 プ ࣮ ル

大人

102

個人利用㸦人数㸧

277

二宮小

人数 3,837

19,270

2,898

合　　計

2,830

13,721

合　　計

850

柔道場

90

緑が丘

1,626

ラ࢔࢕ࢹン

1,204

3,928

130

人数

2,319

5,280

全館剣道場

630件数

067

30,193

二宮小

4

件数

0

団体㸦人㸧

1,424

49,295

大人

大人
㸦人㸧

こども
㸦人㸧

合　　計
㸦人数㸧

合計㸦人数㸧

4,631

二宮中

合計
㸦人数㸧

こども

3,207

こども

合　　計
㸦人数㸧

30,197

57,093

70

2,252

164

6,673 1,252

592

多目的
　ル࣮ム㸦人㸧

239222

65

㸦５㸧体育施設の入場者数㸦令和元年度実績㸧

一色小 山西小

32,332 16,502

こども

人数

個人利用㸦人数㸧

9,793

43,400

団体利用町民
運動場

町民
温水
プ࣮ル

ニスࢸ
コ࣮ࢺ 件数

町立
体育館

屋外
プ࣮ル

人数
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஧宮町指定文໬財ࡣ࡟᭷形文໬財8ࡀ件ࠊ無形民俗文໬財1ࡀ件ࠊ天然記念物ࡀ『件あࠋࡍࡲࡾ

指定文໬財ࡢ஧宮町ࠉ６
参考：ࠗ஧宮ࡢ文໬財࠘㸦ᖹ成8ᖺࠉ஧宮町教育委員会発行㸧

木造薬師如来坐像
茶屋薬師堂㸦山西㸧

たࡋ本地仏࡛ࡢ川勾神社ࡣ࡜ࡶ

ࠊࡾࡼ࡟神仏分離௧ࡢ明治維新ࠊࡀ

現在࡛ࡣ茶屋地区ࡢ所᭷࡚ࡗ࡞࡜

いࠋࡍࡲ

寄木造࣭彫眼࣭漆箔ࡢ像࡛ࠊ江

戸時௦ࡢ作࡜推定さࠋࡍࡲࢀ

寄木造 高さ261.5㎝ 昭和49(1974 )ᖺ6᭶5日指定

木造㜿弥㝀如来立像
浄源寺㸦一色㸧

こࡢ像ࡣ関東地方ࡣ࡟数少࡞い

ᖹ安彫刻࡛࡚ࡘ࠿ࠊ解体修復ࡀ行

わࢀた際ࠊ躰内ࡽ࠿木像一体࡜願

文ࠊ江戸時௦࠾࡟けࡿ修復ࡢ記録

ࠋたࡋࡲࢀ発見さࡀた紙片ࢀ残さࡀ

寄木造 高さ99㎝ 昭和49㸦1974㸧ᖺ6᭶5日指定

高さ101㎝ ཱྀ径60㎝ 昭和49㸦1974㸧ᖺ6᭶5日指定

田舟࣭ྂ文書
川勾神社㸦川匂㸧

川勾神社ࡢ࡚ࡘ࠿ࡢ神領地࡛水

田発掘ࡢ際࡟発見さࢀた田舟ࠊࡣ

奈良時௦ࡢ頃࡛ࡲ田植え࡟使わࢀ

࡚いた࡜推定さࠋࡍࡲࢀ

ྂ文書ࡣ࡟小田原໭条関係ࠊᚨ

川家康ࡢ書状ࡀ࡝࡞あࠋࡍࡲࡾ

㸦田舟㸧長さ141㎝࣭幅31㎝ 㸦ྂ文書㸧77点

弥生式土器
஧宮町生涯学習センタ࣮

㸦஧宮㸧

昭和47ᖺࠊ秋葉山ࡢ宅造ᕤ஦

土ࡢた弥生時௦中期ࡋ際出土ࡢ

器࡛ࡰ࡯ࠋࡍ完全࡞形ࡰࡘࡢ型

࡛ࡳ輪࡙ࡢ段୕ࡋ朱泥を配ࠊ࡛

製作さ࡚ࢀいࠋࡍࡲ

高さ15.3㎝ 中央周囲51㎝

昭和50㸦1975㸧ᖺ9᭶17日指定

木造随身倚像
川勾神社㸦川匂㸧

神奈川県内࠾࡟けࡿ一木造ࡾ

ᖹ安時ࠊ随身像࡛ࡢ現存最ྂࡢ

௦後期ྂࡢ風࡞姿を残࡚ࡋいࡲ

い広葉樹࡛作࡞࠿向࡟彫刻ࠋࡍ

神木をࠊࡽ࠿࡜こࡿい࡚ࢀࡽ

使ࡗた࡞ࡣ࡛ࡢい࡜࠿考えࢀࡽ

࡚いࠋࡍࡲ
高さ ᕥ116.9㎝ 右103㎝

梵鐘 等覚㝔㸦山西㸧

天保12㸦1841㸧ᖺࡽࡵ࡜ࡲ࡟

࡟たࠗ新編相模国風土記稿࠘ࢀ

࡟吾妻神社ࡣ梵鐘ࡢこ࡜ࡿࡼ

あࡗたࠊ࡛ࡢࡶ明治࡟ࡵࡌࡣࡢ

当寺࡟移さࢀた࡜伝え࡚ࢀࡽい

ࠋࡍࡲ

寛永8㸦1631㸧ᖺࡢ銘ࡀあࠊࡾ

町内࡟現存ࡿࡍ最ྂࡢ梵鐘࡛ࠋࡍ

ྂ文書㸦御休帳㸧 二宮町生涯学習センター㸦山西㸧

山西ࡢ茶屋町ࡣ江戸時௦ࠊ大磯～小田原両宿ࠕࡢ間ࡢ宿㸦あいࡢ

中࡛本ࡢそࠋたࡋࡲい࡚ࡗ賑࡛࡝࡞商い店ࡸ茶屋࡚ࡋ࡜く㸧ࠖࡹࡋ

㝕茶屋を名乗ࡗた松屋ࡣ࡟大名ࡸ幕府ࡢ役人ࡀ࡝࡞休憩ࡋた記録࡛

あࠕࡿ御休帳ࠖࡀ残さࠊࡾ࠾࡚ࢀこࡾࡼ࡟ࢀ当時ࡢ交通政策ࡸ状況

ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜こࡿを知࡝࡞

昭和49㸦1974㸧ᖺ6᭶5日指定

ᖹ成19㸦2007㸧ᖺ3᭶2日指定昭和49㸦1974㸧ᖺ6᭶5日指定
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木ࡢࢪࣇ
等覚㝔㸦山西㸧

こࡢࢪࣇࡢ木ࡣ樹齢約400ᖺ࡜

別名ࡣ当寺ࠋࡍࡲい࡚ࢀいわࡶ

花ࡢそ࡝࡯ࡿࢀࡤ呼࡜藤巻寺ࠖࠕ

新編相模国ࠗࠊ᭷名࡛ࡣさࡋ美ࡢ

風土記稿࠘ࠊࡵࡌࡣ紀行文等ࡶ࡟

そࡢ名ࡀ見えࠋࡍࡲ

昭和49㸦1974㸧ᖺ6᭶5日指定 昭和52㸦1977㸧ᖺ1᭶14日指定

タࡢࣈ木 個人蔵㸦山西㸧

タࡢࣈ木ࠊࡣ人ࡢᖸ渉࡞ࡀけࡤࢀ数百ᖺࡢ巨樹ࠊࡀࡍ࡛ࡎࡣࡿ࡞࡜現実ࡣ࡟生活資ᮦ

ࡢそࠋࡍࡲい࡚ࡗ࡞く࡞少ࡣࡢࡶࡿࡍ現存ࠊࡎࢀ保護さࡽ࠿࡜低いこࡀ利用度ࡢ࡚ࡋ࡜

中࡟あࠊ࡚ࡗ国道１号線ࡢ吾妻橋ࡢ山側࡟あࡿこࡢタࡢࣈ木ࠊࡣ஧宮町最大ࠊ࡛ࡢࡶࡢ

樹齢ࡣ約300ᖺ࡜推定さ࡚ࢀいࠋࡍࡲ

昭和58㸦1983㸧ᖺ1᭶11日指定

蘇峰堂ࡢ庭園 ᚨ富蘇峰記念館㸦஧宮㸧

蘇峰堂ࠊࡣᚨ富蘇峰ࡢ晩ᖺࡢ秘書を務ࡵた塩崎彦市氏ࡢ屋敷跡࡛ࠊ現在ࡣ

ᚨ富蘇峰記念館ࠊ࡚ࡋ࡜蘇峰ࡽ࠿贈与さࢀた蔵書ࡸ遺品を公開࡚ࡋいࠋࡍࡲ

そࡢ庭ࡣ࡟梅ྂࡢ木70ࡀ本௨ୖあࠊࡾ梅ࡢ香漂う季節ࡣ࡟多くࡢ人々を楽

ࠋࡍࡲࢀく࡚ࡏࡲࡋ

ᖹ成13㸦2001㸧ᖺ2᭶27日指定

中里祭囃子 㸦中里㸧

中里地区࡟伝わࡿ祭囃子ࠊࡣ江戸文໬華࡞࠿ࡸ文໬文政期㸦1800ᖺ௦初

ࡾ踊࡚ࡏ合わ࡟囃子ࠊࡋ変໬ࡀ曲࡛ࢻ࣮ࣜࡢ笛ࠊࢀいわ࡜たࡋ発生࡟㸧頃ࡵ

祭囃ࡢ町内ࠊࢀ結成さࡀ保存会ࡣ࡟昭和46㸦1971㸧ᖺࠋࡍ特ᚩ࡛ࡀࡢࡿ入ࡀ

子ࡢ盛行࡟寄与࡚ࡋいࠋࡍࡲ

昭和50㸦1975㸧ᖺ9᭶17日指定

市町ᮧ別ࠕモモ原木群㸦࣭ࢩࢼ 神奈川県文໬財目録ࡢ表記ࠖ

௧和元ᖺ5᭶1日㸧

஧宮果樹公園㸦஧宮㸧

஧宮町生涯学習センタ࣮㸦ࣛデ࢔࢕ン㸧ࡢ場所࡚ࡘ࠿ࠊࡣ神奈川県農஦試

験場஧宮園芸部㸦後ࡢ県立農業試験場㸧ࡀあࡗた࡜こࠋࡍ࡛ࢁそこ࡛育成改

昭和47(1972㸧ᖺ7᭶21日指定

樹高 18.25ｍ

カヤࡢ木
西光寺㸦川匂㸧

カヤࡣ常緑針葉高木࡛ࠊこ

ࡳ࡜推定樹齢約500ᖺࡣ木ࡢ

ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽ
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㸯　教育委員会教育委員

氏　名 就任ᖺ月日 職　名 氏　名 就任ᖺ月日

森　英ኵ ᖹ成30ᖺ12月26日
委員長

職務௦理者
山内 みどり

ᖹ成29ᖺ12月23日
㸦௧和2ᖺ4月1日～㸧

岡野 敏彦 ᖹ成28ᖺ10月1日 委　員 渡辺　優子 ᖹ成30ᖺ10月1日

野谷　悦 ௧和元ᖺ10月1日

2　小・中学校校長・教頭

　　校 長 名 教 頭 名

和⏣　俊宏 北川　慶ኴ

ྂ正　栄司 中西　美保

藤⏣　和人 小室　喜㞝

松本　㞞志 岸　陽二

和⏣　智司 新井　久美

3　社会教育委員

NO.

1 再任　　　

2 再任　　　

3 再任　　　

4 再任　　　

5 新任

6 再任　　　

7 再任　　　

8 新任

備　　　　考

　　所　在　地　　　　電　話

関ཱྀ　金⏤紀 㸦社会教育関係者㸧

௧和㸰ᖺ４月㸯日現在

教育長

職　名

委　員

委　員

 二宮町山西1,401    　72-3777

௧和㸰ᖺ４月㸯日現在

௧和㸰ᖺ４月㸯日現在

学  校  名

二 宮 西 中 学 校  二宮町川匂323        71-3116

二 宮 中 学 校  二宮町二宮54-2    　 71-0269

一 色 小 学 校  二宮町百合が丘2-7  　71-1543

二 宮 小 学 校  二宮町二宮872-1  　　71-0157

山 西 小 学 校

氏　　名

橋本　⏤恵 㸦家庭教育関係者㸧

蓮實　茂ኵ 㸦社会教育関係者㸧

伊達　良㞝 㸦社会教育関係者㸧

久保⏣　秀実 㸦学校教育関係者㸧

一色　⏤利子 㸦家庭教育関係者㸧

三宅　栄子 㸦家庭教育関係者㸧

ྂ正　栄司 㸦学校教育関係者㸧
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4　歴௦　教育長・教育委員

就任ᖺ月 退任ᖺ月 備　　　考

昭和27ᖺ11月 昭和31ᖺ 9月 බ選制　S31ᖺ1月ࡾࡼ会長

昭和27ᖺ11月 昭和31ᖺ 9月 ࠌ  　　

昭和27ᖺ11月 昭和31ᖺ 9月 ࠌ　　　

昭和27ᖺ11月 昭和31ᖺ 9月 ࠌ　　　

昭和27ᖺ11月 昭和31ᖺ 9月 選出㸧ࡽ㸦町議会か　ࠌ　　　

昭和27ᖺ11月 昭和32ᖺ 9月 ࠌ　　　

昭和31ᖺ10月 昭和34ᖺ 9月 任命制㸦௨ୗྠじ㸧

昭和31ᖺ10月 昭和43ᖺ 9月 S32ᖺ10月ࡾࡼ教育長

昭和31ᖺ10月 昭和35ᖺ 9月 S32ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和31ᖺ10月 昭和33ᖺ 9月

昭和32ᖺ10月 昭和36ᖺ11月

昭和33ᖺ10月 昭和37ᖺ 9月 S36ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和34ᖺ10月 昭和38ᖺ 9月 S37ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和35ᖺ10月 昭和39ᖺ 9月 S38ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和36ᖺ12月 昭和40ᖺ 9月 S39ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和37ᖺ10月 昭和45ᖺ 9月 S40ᖺ10月・44ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和38ᖺ10月 昭和42ᖺ 9月 S41ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和39ᖺ10月 昭和43ᖺ 9月 S42ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和40ᖺ10月 昭和44ᖺ 6月 S43ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和42ᖺ10月 昭和50ᖺ 9月 S43ᖺ10月ࡾࡼ教育長

昭和43ᖺ10月 昭和47ᖺ 9月

昭和43ᖺ10月 昭和47ᖺ 9月 S45ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和44ᖺ 7月 昭和48ᖺ12月

高木　定雄　 昭和45ᖺ10月 昭和57ᖺ 9月 S47ᖺ10月～49ᖺ9月52ᖺ12月ࡾࡼ委員長

松木　綾子　 昭和47ᖺ10月 昭和51ᖺ 9月 S50ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和47ᖺ10月 昭和55ᖺ 9月 S49ᖺ10月委員長・50ᖺ10月ࡾࡼ教育長

昭和48ᖺ12月 昭和50ᖺ 2月

昭和50ᖺ 3月 昭和52ᖺ12月 S51ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和50ᖺ10月 昭和51ᖺ 9月

昭和51ᖺ10月 昭和55ᖺ 9月

昭和51ᖺ10月 昭和62ᖺ 9月 S57ᖺ10月～58ᖺ9月・59ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和52ᖺ12月 昭和60ᖺ12月 S55ᖺ10月ࡾࡼ教育長

昭和55ᖺ10月 ᖹ成 4ᖺ 9月 S58ᖺ10月ࡾࡼ委員長

昭和55ᖺ10月 昭和59ᖺ 9月

昭和57ᖺ10月 昭和59ᖺ 1月

昭和59ᖺ 2月 昭和61ᖺ 9月

教育委員

氏　　ྡ 職　　　ྡ

水島　利恭　 教育委員

内藤    億

相馬　正雄　 教育委員

市川  栄次郎 教育委員/委員長/教育長

水島　萬寿　 教育委員・会長

教育委員

二見　ඵ郎　 教育委員・教育長

長谷川　信　 教育委員

中島　勝美　

夏刈　辰஬郎 教育委員

尾ୖ　保ኴ郎 教育委員・委員長

橘川　喜一郎 教育委員・委員長

岩崎　政蔵　 教育委員

二見　弘୕　 教育委員・委員長

原　  清治 教育委員・委員長

善波　義光　 教育委員・委員長

橘川　良作　 教育委員・委員長

後藤　福蔵　 教育委員・委員長

山ཱྀ　ඵ郎　 教育委員・教育長

相馬　  翠 教育委員・委員長

鈴木　浄海　 教育委員・委員長

教育委員・委員長

原　  直吉 教育委員/委員長/教育長

水島　宰吉　 教育委員・委員長

和田　光世　 教育委員

田௦　良輔　 教育委員

教育委員・委員長

ụ田　彦୕郎 教育委員

西山　ウメ　 教育委員

野谷　慎ኴ郎 教育委員

杉崎　  保 教育委員・委員長

玉盛　㐩雄　 教育委員・委員長

小沢　ハナ　 教育委員

松木　新一　 教育委員・委員長

二見　長ᖹ　 教育委員・教育長

西山　喜德郎 教育委員

橘川　  澄 教育委員
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氏　　ྡ 職　　　ྡ 就任ᖺ月 退任ᖺ月日 備　　　考

昭和59ᖺ10月 ᖹ成 2ᖺ 9月 S60ᖺ12月ࡾࡼ教育長

関山　  孝 昭和60ᖺ12月 ᖹ成 5ᖺ12月 S62ᖺ10月～H3ᖺ9月・4ᖺ10月ࡾࡼ委員長

松本　マサ子 昭和61ᖺ10月 ᖹ成 2ᖺ 9月

஭ୖ　茂一　 昭和62ᖺ10月 ᖹ成 7ᖺ 9月 H3ᖺ10月～4ᖺ9月・6ᖺ10月ࡾࡼ委員長

尾崎　明子　 ᖹ成 2ᖺ10月 ᖹ成10ᖺ 9月 H5ᖺ12月～6ᖺ9月・9ᖺ10月ࡾࡼ委員長

野地　昌和　 ᖹ成 2ᖺ 9月 ᖹ成 4ᖺ 9月 H2ᖺ9月ࡾࡼ教育長

加藤　好男　 ᖹ成 4ᖺ10月 ᖹ成 8ᖺ 9月 H7ᖺ10月ࡾࡼ委員長

石஭　文雄　 ᖹ成 4ᖺ10月 ᖹ成 8ᖺ 9月 H4ᖺ10月ࡾࡼ教育長

渡邊　榮一　 ᖹ成 5ᖺ12月 ᖹ成13ᖺ12月 H8ᖺ10月・10ᖺ10月・12ᖺ10月ࡾࡼ委員長

水島　一恭　 ᖹ成 7ᖺ10月 ᖹ成10ᖺ 7月

஭ୖ　良光　 ᖹ成 8ᖺ10月 ᖹ成10ᖺ 4月

஬島　明俊　 ᖹ成 8ᖺ10月 ᖹ成10ᖺ12月 H8ᖺ10月ࡾࡼ教育長

西山　  誠 ᖹ成10ᖺ 6月 ᖹ成16ᖺ 9月 H11ᖺ10月～12ᖺ9月･15ᖺ10月ࡾࡼ委員長

清水　貞子　 ᖹ成10ᖺ10月 ᖹ成14ᖺ 9月

ᖹ戸　和久　 ᖹ成10ᖺ10月 ᖹ成11ᖺ 9月

添田　米美　 ᖹ成11ᖺ 1月 ᖹ成12ᖺ 9月 H11ᖺ1月ࡾࡼ教育長

松本　博良　 ᖹ成11ᖺ10月 ᖹ成19ᖺ 9月 H13ᖺ10月～15ᖺ9月･17ᖺ10月～18ᖺ9月委員長

小林　信昭　 ᖹ成12ᖺ10月 ᖹ成19ᖺ 3月 H12ᖺ10月ࡾࡼ教育長

能島　榮之助 ᖹ成13ᖺ12月 ᖹ成21ᖺ12月 H16ᖺ10月～17ᖺ9月･19ᖺ10月～20ᖺ9月委員長

奥村　陽子　 ᖹ成14ᖺ10月 ᖹ成18ᖺ 9月

ྂ村　恭୕郎 ᖹ成16ᖺ10月 ᖹ成20ᖺ 9月 H18ᖺ10月～19ᖺ9月委員長

桐生　芳Ụ　 ᖹ成18ᖺ10月 ᖹ成22ᖺ 9月 H20ᖺ10月～21ᖺ9月委員長

内海　博治　 ᖹ成19ᖺ 4月 ᖹ成26ᖺ 12月 H19ᖺ4月ࡾࡼ教育長

秋山　俊洋　 ᖹ成19ᖺ10月 ᖹ成23ᖺ 9月 H21ᖺ10月～22ᖺ9月委員長

武஭　健一　 ᖹ成20ᖺ10月 ᖹ成24ᖺ 9月 H22ᖺ10月～23ᖺ9月委員長

஭出　┿理子 教育委員・委員長 ᖹ成21ᖺ12月 ᖹ成25ᖺ12月 H23ᖺ10月～24ᖺ9月委員長

飯塚　富美　 教育委員・委員長 ᖹ成22ᖺ10月 ᖹ成26ᖺ9月 H24ᖺ10月～25ᖺ9月委員長

小林　德博　 教育委員・委員長 ᖹ成23ᖺ10月 ᖹ成27ᖺ９月 H25ᖺ10月～H26ᖺ9月委員長

蓮實　茂ኵ 教育委員・委員長
ᖹ成24ᖺ10月 ᖹ成28ᖺ９月

H26ᖺ10月～H27ᖺ3月委員長
H27ᖺ4月～H28ᖺ3月教育長職務௦理者

山内　みどࡾ 教育委員 ᖹ成25ᖺ12月 ᖹ成29ᖺ12月 ᖹ成28ᖺ4月～ᖹ成29ᖺ3月教育長職務௦理者

山内　みどࡾ 教育委員 ᖹ成29ᖺ12月 現在に至ࡿ 再任ࠋ௧和2ᖺ4月ࡾࡼ教育長職務௦理者

吉田　美佳子 教育委員 ᖹ成26ᖺ10月 ᖹ成30ᖺ９月 ᖹ成29ᖺ4月～ᖹ成30ᖺ3月教育長職務௦理者

府川　陽一 教育委員・教育長 ᖹ成26ᖺ12月 ᖹ成27ᖺ 3月

府川　陽一 教育長 ᖹ成27ᖺ 4月 ᖹ成30ᖺ12月 新制度移行にࡾࡼ

原　㐨子 教育委員 ᖹ成27ᖺ10月 ௧和元ᖺ9月 ᖹ成30ᖺ4月～ᖹ成31ᖺ3月教育長職務௦理者

岡野 敏彦 教育委員 ᖹ成28ᖺ10月 現在に至ࡿ ᖹ成31ᖺ4月～௧和2ᖺ3月教育長職務௦理者

渡辺　優子 教育委員 ᖹ成30ᖺ10月 現在に至ࡿ

森　英ኵ 教育長 ᖹ成30ᖺ12月 現在に至ࡿ

野谷　悦 教育委員 ௧和元ᖺ10月 現在に至ࡿ

橘川　┾一　 教育委員・教育長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員

教育委員・委員長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員

教育委員

教育委員・委員長

教育委員

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員
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